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『
履
軒
古
風
』
巻
一
翻
刻
・
訳
注
（
附
巻
二
校
勘
記
）

湯　

城　

吉　

信

現
実
の
国
で
は
、
い
か
に
美
し
い
幸
福
、
快
適
な
生
活
に
恵

ま
れ
て
も
我
々
は
常
に
重
力
の
影
響
下
に
動
い
て
い
る
に
す

ぎ
ず
、た
え
ず
こ
の
影
響
に
う
ち
か
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

だ
が
思
想
の
国
で
は
、我
々
は
物
体
な
ら
ざ
る
精
神
で
あ
り
、

重
力
と
い
う
必
然
の
重
み
か
ら
免
れ
る
。
そ
の
た
め
地
上
の

い
か
な
る
幸
福
も
、
美
し
い
豊
か
な
精
神
が
時
を
え
て
自
ら

の
中
に
見
い
だ
す
幸
福
に
は
比
す
べ
く
も
な
い
。

　

―
 

シ
ョ
ウ
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
「
思
索
」（『
読
書
に
つ
い
て　

他
二
篇
』、

岩
波
書
店
、
一
九
八
三
、
二
〇
頁
）

　
『
履り

軒け
ん

古こ

風ふ
う

』
は
中
井
履
軒
著
の
漢
詩
集
で
あ
る
。
全
四
巻
。

履
軒
は
近
体
詩
の
規
則
を
好
ま
ず
、
三
十
代
以
降
、
専
ら
古
体
詩

を
作
っ
た
。『
履
軒
古
風
』
で
は
製
作
年
代
順
に
作
品
が
収
録
さ

れ
る
。
作
品
か
ら
確
認
で
き
る
お
お
ま
か
な
年
代
は
以
下
の
よ
う

で
あ
る
。

　

巻
一　

～
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）【
京
都
行
ま
で
】

　

巻
二　

明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
～
明
和
四
年

　
　
　
　
【
京
都
行
前
後
の
詩
】

　

巻
三　

帰
坂
後
～
安
永
二
年
（
一
七
七
三
）

　

巻
四　

年
が
確
認
で
き
る
詩

：

　
　
　
　
　

甲
辰
（
一
七
八
四
）、
辛
亥
（
一
七
九
一
）

　

こ
の
中
、
巻
一
と
巻
二
と
は
、
履
軒
の
思
い
を
表
出
し
た
詩
が

多
い
点
注
目
さ
れ
る
（
巻
三
、
巻
四
は
画
賛
が
多
い
）。
そ
の
他
、

老
荘
を
題
材
に
し
た
詩
は
思
想
史
上
、（
お
そ
ら
く
）
キ
ン
ケ
イ

を
詠
っ
た
詩
は
博
物
学
史
上
、
注
目
に
値
す
る
。
巻
二
は
『
洛
汭

奚
嚢
』
と
し
て
別
に
ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
筆
者
は
す
で
に
「『
洛

汭
奚
嚢
』―
中
井
履
軒
の
京
都
行
」（『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
』
二

〇
〇
四
）
と
し
て
、
そ
の
全
文
と
訳
注
と
を
紹
介
し
た
。
本
稿
で
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は
、巻
一
の
全
文
と
そ
の
訳
注
と
を
紹
介
し
た
い
。
巻
一
か
ら
は
、

京
都
に
旅
立
つ
ま
で
の
履
軒
の
思
い
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

テ
キ
ス
ト
は
、
懐
徳
堂
文
庫
に
は
、
履
軒
手
稿
本
の
他
、「
懐
93
」

の
ラ
ベ
ル
の
あ
る
写
本
が
一
冊
あ
り
、
新
田
文
庫
に
も
二
冊
の
写

本
が
、
北
山
文
庫
に
も
吉
田
鋭
雄
写
だ
と
思
わ
れ
る
写
本
が
一
冊

あ
る
。
新
田
文
庫
の
一
冊
（
Ｅ
138
）
は
巻
二
以
降
だ
け
を
収
め
る

が
、
履
軒
の
添
削
が
見
え
る
手
稿
で
、
詩
作
の
過
程
を
窺
う
こ
と

が
で
き
る
の
で
貴
重
で
あ
る
。
も
う
一
冊
（
Ｅ
147
）
は
巻
四
に
も

句
点
が
あ
る
の
で
読
解
の
参
考
に
な
る（
手
稿
本
で
は
巻
四
は「
会

虞―

観
天
地
第
一
」
以
外
は
句
点
が
な
い
）。
北
山
文
庫
に
あ
る

北
山
写
本
は
、
文
字
は
見
や
す
い
が
誤
字
も
あ
る
の
で
注
意
が
必

要
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
手
稿
本
を
底
本
と
し
、
適
宜
各
テ
キ
ス
ト
参
照
し

た
。
翻
字
は
、
現
代
通
用
字
に
改
め
た
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
筆
者
は
、
巻
二
の
内
容
を
す
で
に
「『
洛

汭
奚
嚢
』―

中
井
履
軒
の
京
都
行
」（『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
』
二

〇
〇
四
）
で
紹
介
し
た
。
た
だ
、
そ
の
後
、
手
稿
本
『
履
軒
古
風
』

に
先
立
つ
履
軒
草
稿
だ
と
思
わ
れ
る
新
田
文
庫
本
（
Ｅ
138
）
を
発

見
し
た
。『
洛
汭
奚
嚢
』
と
手
稿
本
『
履
軒
古
風
』
巻
二
と
で
は

若
干
出
入
が
あ
る
が
、
新
田
文
庫
本
『
履
軒
古
風
』（
Ｅ
138
）
に

は
そ
れ
ら
す
べ
て
の
詩
が
見
え
る
。
ま
た
、
漢
字
を
見
せ
消
ち
に

し
て
書
き
換
え
た
箇
所
が
あ
り
、
推
敲
の
跡
を
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
各
テ
キ
ス
ト
の
前
後
関
係
は
以
下

の
よ
う
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。

新
田
文
庫
本
『
履
軒
古
風
』（
Ｅ
138
）（
巻
二
の
部
分
）

→
『
洛
汭
奚
嚢
』 

→
手
稿
本
『
履
軒
古
風
』
巻
二

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
新
田
文
庫
本
『
履
軒
古
風
』（
Ｅ
138
）（
巻

二
の
部
分
）
中
の
『
洛
汭
奚
嚢
』
と
の
異
同
を
紹
介
し
た
い
。
な

お
、
そ
の
作
業
の
中
で
、
拙
稿
「『
洛
汭
奚
嚢
』―

中
井
履
軒
の

京
都
行
」
に
お
け
る
翻
刻
ミ
ス
を
発
見
し
た
。
お
詫
び
を
申
し
上

げ
、
合
わ
せ
て
挙
げ
た
い
。

『
履
軒
古
風
』

印
「
履
軒
圖
書
」、「
懐
德
堂
圖
書
記
」、「
天
生
寄
進
」、「
大
阪
大

學
圖
書
之
印
」、
受
入
印
「
昭
和29. 12. 22 

受
入/104997

」

序
　

履
軒
幽
人
喜
誦
古
風
詩
賦
、
時
而
出
之
者
、
此
篇
是
也
。
有
類

乎
両
漢
之
詞
、
有
類
乎
唐
人
長
短
篇
、
若
両
漢
巨
賦
、
非
其
所
好

也
。
又
有
傚
乎
三
百
篇＊

、
有
傚
于
楚
之
騒＊

。
幽
人
不
喜
魏
晋
六
朝
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之
詩
、
尤
不
許
陳
思＊

之
八
斗＊

矣
。
然
酷
愛
彭
沢＊

之
辞
、
而
不
能
学

也
。
擬
而
弗
類
焉
者
、
亦
或
有
之
。
及
銘
賛
辞
皆
附
焉
、
合
而
命

之
、
曰
履
軒
古
風
。
其
用
韻
独
循
古
韻
、
断
々
乎
弗
奉
休
文＊

正
朔＊

也
。
蓋
汚
之
、
其
好
古
之
癖
不
可
医
也
。
若
斯
、
宜
乎
今
人
之
弗

吾
韙
。

　

履
軒
幽
人
自
序
「
既
雨
既
處＊

」「
尚
德
積
載＊

」（
印
）

【
注
】○
三
百
篇
…『
詩
経
』の
こ
と
。
○
楚
之
騒
…
楚
の
国
の『
離

騒
』。
広
く
楚
辞
の
こ
と
を
言
う
と
思
わ
れ
る
。
○
陳
思
…
曹
植

の
こ
と
。
○
八
斗
…
謝
霊
運
が
曹
植
の
才
能
を
称
え
て
、「
天
下

才
共
一
石
、
曹
子
建
独
得
八
斗
、
我
得
一
斗
」（
天
下
の
才 

一
石

を
共
に
し
、
曹
子
建 

独
り
八
斗
を
得
、
我 
一
斗
を
得
）（『
南
史
』

謝
霊
運
伝
）
と
言
っ
た
こ
と
に
基
づ
く
。
○
彭
沢
…
陶
淵
明
の
こ

と
。
○
休
文
…
梁
の
沈
約
の
字
。
沈
約
は
、『
四
声
譜
』
を
著
し

た
音
韻
学
の
権
威
。
○
奉
～
正
朔
…
「
正
朔
を
奉
じ
る
」
で
臣
下

に
な
る
こ
と
。
○
「
既
雨
既
處
」「
尚
德
積
載
」（
印
）
…
『
周
易
』

小
畜
の
卦
（
上
九
）
の
「
既
雨
既
処
、
尚
徳
載
」
に
基
づ
く
。
履

軒
は
、
こ
の
文
句
を
「
既
に
雨
ふ
り
て
既
に
処お

り
、
徳
の
載つ

む
を

尚
ぶ
」
と
読
み
、「
不
遇
な
状
況
に
お
い
て
も
心
安
ら
か
に
居
り
、

（
表
立
っ
た
行
動
は
取
ら
ず
に
）
徳
を
積
む
こ
と
だ
け
を
尊
ぶ
」

と
解
し
て
い
た
ら
し
い
。
履
軒
の
『
周
易
雕
題
』
に
は
以
下
の
よ

う
に
あ
る
。「『
処
』、安
居
也
。
時
可
則
出
行
、不
可
則
不
出
。『
既

雨
』、
不
可
行
之
時
也
。
故
安
居
不
出
、
便
是
徳
積
而
未
見
於
行

事
之
時
也
。
…
往
必
遇
害
。
君
子
唯
脩
徳
於
身
、静
以
処
之
而
已
。

君
子
在
乱
世
棄
富
貴
、
独
積
徳
於
身
者
当
此
。
…
」。
履
軒
の
自

己
認
識
、
生
き
方
の
覚
悟
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

【
書
き
下
し
文
】

　

履
軒
幽
人 

喜
び
て
古
風
詩
賦
を
誦
し
、
時
に
し
て
出
だ
す
者
、

此
の
篇 

是
れ
な
り
。
両
漢
の
詞
に
類
す
る
有
り
、
唐
人
の
長
短

篇
に
類
す
る
有
れ
ど
も
、
両
漢
の
巨
賦
の
若ご
と

き
は
、
其
の
好
む
所

に
非
ざ
る
な
り
。
又
た
三
百
篇
に
傚な
ら

う
有
り
、
楚
の
騒
に
傚な
ら

う
有

り
。
幽
人 

魏
晋
六
朝
の
詩
を
喜
ば
ず
、
尤も
っ
と
も
陳
思
の
八
斗
を
許

さ
ず
。
然し
か

く
し
て
彭
沢
の
辞
を
酷
愛
す
る
も
、
学
ぶ
能
わ
ざ
る
な

り
。
擬
し
て
焉こ
れ

に
類
せ
ざ
る
者
、
亦
た
或
い
は
之 

有
り
。
銘
賛

辞
に
及
ぶ
ま
で
皆
な
焉こ
こ

に
附
し
、
合
し
て
之
に
命な

づ
け
て
、『
履

軒
古
風
』
と
曰
う
。
其
の
用
韻
は
独
り
古
韻
に
循し
た
がい
、
断
々
乎
と

し
て
休
文
の
正
朔
を
奉
ぜ
ざ
る
な
り
。
蓋
し
之
を
汚
さ
ん
と
も
、

其
の
好
古
の
癖 

医な
お

す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
斯か

く
の
若ご
と

く
ん
ば
、

宜む
べ

な
る
か
な
、
今
人
の
吾
れ
を
韙よ

し
と
せ
ざ
る
は
。

【
訳
】

　

履
軒
幽
人
は
、
古
風
な
詩
賦
を
詠
み
、
折
に
触
れ
て
作
っ
た
も

の
が
こ
の
篇
で
あ
る
。〔
そ
の
中
に
は
〕
両
漢
の
詞
に
類
す
る
も
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の
も
あ
れ
ば
、
唐
人
の
長
短
篇
に
類
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
両
漢

の
長
編
の
賦
の
よ
う
な
も
の
は
、
そ
の
好
む
と
こ
ろ
で
は
な
い
。

ま
た
『
詩
経
』
を
模
倣
す
る
も
の
も
あ
り
、
楚
辞
を
模
倣
す
る
も

の
も
あ
る
。
幽
人
は
魏
晋
六
朝
の
詩
を
喜
ば
ず
、
特
に
曹
植
の
八

斗
の
天
才
は
認
め
な
い
。
そ
し
て
陶
淵
明
の
辞
を
酷
愛
す
る
が
、

学
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
。
真
似
し
よ
う
と
し
て
真
似
で
き
な
か
っ

た
も
の
も
ま
た
あ
る
。銘
賛
辞
に
及
ぶ
ま
で
み
な
こ
こ
に
附
し
て
、

合
わ
せ
て
こ
れ
を
名
づ
け
て
『
履
軒
古
風
』
と
言
う
。
そ
の
用
韻

は
専
ら
古
韻
に
従
い
、
断
固
と
し
て
沈
約
に
は
従
わ
な
い
。
お
そ

ら
く
ど
の
よ
う
に
し
て
も
、
そ
の
好
古
の
癖
は
治
す
こ
と
は
で
き

な
い
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
な
の
で
、
今
の
人
が
私
を
良
し
と

し
な
い
の
は
、
も
っ
と
も
な
こ
と
だ
。

【
参
考
】

　

履
軒
は
、
古
韻
を
研
究
し
、
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
に
『
諧

韻
瑚
璉
』
を
、
明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
に
『
履
軒
古
韻
』
を
著

し
て
い
る
。

巻
一

＊
三
十
五
歳
に
京
都
に
行
く
ま
で
の
作
品
を
収
め
る
。
自
ら
の
生
き
方
の
模

索
が
見
え
る
。

礼
賦

＊『
荀
子
』
の
礼
賦
に
異
議
を
唱
え
、
礼
の
す
ば
ら
し
さ
を
織
物
に
喩
え
て
歌

い
上
げ
た
賦
。

　

荀
卿
氏
六
賦
、
礼
其
一＊

也
。
其
致
意
也
遠
、
其
厝
辞
也
高
。
然

要
其
帰
、
依
然
性
悪
善
偽
之
説
已＊

。
余
偶
読
焉
、
憮
然
久
之
、
遂

有
是
述
、
其
辞
曰
、

　

荀
卿
氏
が
六
賦
、
礼
は
其
の
一
な
り
。
其
の
致
意
や
遠
く
、
其

の
厝そ

辞じ

や
高
し
。
然
れ
ど
も
其
の
帰
を
要
す
る
に
、
依
然
と
し
て

性
悪
善
偽
の
説
の
み
。
余わ
れ 

偶た
ま
たま
焉こ
れ

を
読
み
、
憮
然
た
る
こ
と
之

を
久
し
く
し
、
遂
に
是
の
述 

有
り
、
其
の
辞
に
曰
く
、

崑
崙
之
丘 

崑
崙
の
丘

霊
蚕
吐
糸 

霊
蚕 

糸
を
吐
き

法
天
兮
為
経 

天
に
法の
っ
とり
て 

経
と
為
し

則
地
兮
為
緯 

地
に
則の
っ
とり
て 

緯
と
為
し

展
之
駕
之 

之
を
展の

べ 

之
を
駕あ
や
つる
。

造
化
之
機 

造
化
の
機

載
登
載
織 

載す
な
わち
登
し 

載す
な
わち
織
り

漢
上
之
女
子＊ 

漢
上
の
女
子

其
質
太
素 

其
の
質 

太
素
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上
帝
之
衣 

上
帝
の
衣

玄
黄＊

絢
之 

玄
黄
も
て 

之
を
絢か
ざ

る
。

維
有
陶
唐
氏＊ 

維こ
こ

に
陶
唐
氏
有
り

嬀
也
継
之 

嬀
や
之
を
継
ぎ

九
文
五
采 

九
文
五
采

姑
伝
婦
承 
姑 

伝
え 

婦 

承
く

至
于
鎬
之
姫＊ 
鎬
の
姫
に
至
り

織
染
之
工 
織
染
の
工

於
斯
大
備 

斯こ
こ

に
於
い
て
大
い
に
備
わ
る

其
縷
三
千 

其
の
縷 
三
千

其
綜
三
百 

其
の
綜 

三
百

煌
々
済
々 

煌
々
済
々
と
し
て

其
文
有
郁 

其
の
文 

郁
有
り

大
君
作
被
兮 

大
君 

被
を
作
り

煦
万
方
赤
子 

万
方
の
赤
子
を
煦は
ぐ
くむ
。

姫
氏
老
而＊

婦
不
良 

姫
氏
老
い
て 

婦 

良
か
ら
ず

機
朽
蠧
兮
霊
蚕
死 

機 

朽
蠧
し 

霊
蚕 

死
す
。

被
百
結＊

兮
四
出 

被 

百
結
し
て
四
出
し

赤
子
喁
々
兮
莫
之
慰 

赤
子
喁
ぎ
ょ
う

々ぎ
ょ
うと
し
て
之
を
慰
む
莫な

く

彼
卉
之
絮
兮 

彼
の
卉く
さ

の
絮わ
た

や

亦
可
以
為
被 

亦
た
以
て
被
と
為
す
べ
く

被
之
厖
兮 

被
の
厖み
だ

る
る
や

誰
其
為
之 

誰
か
其
れ
之
を
為お
さ

め
ん

陶
唐
之
裔
兮 

陶
唐
の
裔す
え

有
漢
之
季 

有
漢
の
季す
え

其
采
伊
何 

其
の
采 

伊こ

れ
何
ぞ
や

維
紅
曁
紫＊ 

維た

だ
紅
の
紫
に
曁お
よ

ぶ
も

豈
謂
不
懿 

豈
に
霊
被
に
懿よ

か
ら
ず

不
如
霊
被
也 

如
か
ず
と
謂
わ
ん

洵
燠
且
美 

洵ま
こ
とに
燠い
く

と
し
て
且
つ
美
し

自
茲
厥
後 

茲こ

厥れ

よ
り
後

是
続
是
似＊ 

是
れ
続
ぎ
是
れ
似つ

ぎ

有
弊
有
革 

弊
有
り
革
有
り

于
今
千
祀 

今
に
お
い
て
千
祀

嗟
乎
霊
蚕
兮 

嗟あ

乎あ 

霊
蚕
や

終
世
不
可
覩 

終
世 

覩み

る
べ
か
ら
ず
。

摭
彼
百
結
之
餘 

彼
の
百
結
の
餘
を
摭ひ
ろ

い
て

其
何
所
徂 

其
れ
何い
ず

く
に
か
徂ゆ

く
所
ぞ

薄
言
褚
之 

薄い
さ
さか
言こ
こ

に
褚し
る

し
？

以＊

待
後
之
作
者 

以
て
後
の
作
者
を
待
つ
。

【
校
勘
】
○
而
…
「
兮
」
を
上
か
ら
直
す
。
○
之
、
以
…
「
之
、
兮
」

を
上
か
ら
直
す
。
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【
注
】
○
荀
卿
氏
六
賦
、
礼
其
一
…
『
荀
子
』
に
「
賦
篇
」
が
あ
り
、

冒
頭
は
礼
の
賦
で
あ
る
。
○
依
然
性
悪
善
偽
之
説
已
…
礼
の
賦
に

「
性
不
得
則
若
禽
獣
、
性
得
之
則
甚
雅
似
者
歟
」
と
あ
る
こ
と
を

言
う
の
で
あ
ろ
う
。
○
漢
上
之
女
子
…
『
詩
経
』
周
南
、「
漢
広
」

に
「
漢
上
游
女
、
無
求
思
者
」
と
あ
る
の
を
参
考
に
す
る
か
。
○

玄
黄
…
『
孟
子
』
滕
文
公
下
篇
に
、
王
へ
の
礼
物
の
布
と
し
て
登

場
す
る
。
○
陶
唐
氏
…
太
古
の
伝
説
上
の
帝
王
、
堯
の
こ
と
。
儒

教
で
理
想
の
君
主
と
さ
れ
る
。
○
嬀
…
堯
と
並
び
称
さ
れ
る
太
古

の
伝
説
上
の
帝
王
、
舜
の
姓
。
○
鎬
之
姫
…
周
王
の
姓
は
姫
。
鎬

は
、
周
の
都
の
所
在
地
。
周
代
の
文
王
、
武
王
も
理
想
の
君
主
と

さ
れ
る
。
○
百
結
…
つ
ぎ
は
ぎ
の
服
。『
藝
文
類
聚
』
巻
六
七
所

引
王
隠
『
晋
書
』「
董
威
輦
毎
得
残
砕
繒
、
輒
結
以
為
衣
、
号
曰

百
結
」
な
ど
。
○
紅
曁
紫
…
『
論
語
』
陽
貨
篇
に
「
悪
紫
之
奪
朱

也
（
紫
の
朱
を
奪
う
を
悪
む
）」
と
い
う
孔
子
の
言
葉
が
見
え
る
。

古
来
、中
国
で
は
朱
が
正
式
な
色
と
さ
れ
た
。○
是
続
是
似
…「
似
」

も
継
ぐ
の
意
。『
詩
経
』「
良
耜
」
に
見
え
る
。

【
訳
】
荀
子
の
六
つ
の
賦
の
中
、
礼
の
賦
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

そ
の
内
容
は
深
く
、
そ
の
表
現
は
高
邁
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
帰

着
す
る
と
こ
ろ
は
、
や
は
り
性
悪
説
に
す
ぎ
な
い
。
私
は
た
ま
た

ま
こ
れ
を
読
ん
で
、
し
ば
ら
く
憮
然
と
し
て
し
ま
い
、
や
が
て
こ

の
文
章
を
し
た
た
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
言
葉
に
言
う
。

　

崑
崙
の
丘
で
霊
妙
な
る
蚕
が
糸
を
吐
き
、
天
に
則
っ
て
縦
糸
と

し
、
地
に
則
っ
て
横
糸
と
し
、
こ
れ
を
操
っ
た
。
造
化
の
織
機
に

の
ぼ
し
て
は
織
り
上
げ
て
い
き
、
漢
水
の
ほ
と
り
の
神
女
は
汚
れ

な
き
性
質
を
持
ち
、
上
帝
の
衣
は
〔
天
地
の
色
で
あ
る
〕
黒
と
黄

と
で
飾
ら
れ
た
。
こ
こ
に
、
堯
が
登
場
し
、
舜
が
そ
れ
を
継
ぎ
、

す
ば
ら
し
き
文
が
織
り
な
さ
れ
、
そ
れ
を
姑
が
伝
え
、
婦
人
が
承

け
た
。
姫
氏
（
周
王
朝
）
に
至
っ
て
、
織
物
の
技
術
は
た
い
そ
う

完
成
し
た
。
そ
の
布
は
種
類
も
多
く
、
煌
々
と
美
し
き
模
様
が
あ

り
、
大
君
は
布
団
を
作
っ
て
、
世
界
中
の
赤
子
を
育
ん
だ
。
姫
氏

（
周
王
朝
）
が
衰
え
て
、
婦
人
は
良
く
な
く
、
織
機
は
朽
ち
、
霊

妙
な
る
蚕
も
死
ん
だ
。
布
団
は
つ
ぎ
は
ぎ
の
物
が
様
々
出
現
し
、

赤
子
は
ギ
ャ
ー
ギ
ャ
ー
と
〔
泣
き
〕
慰
め
ら
れ
ず
、
木
綿
で
布
団

も
作
れ
る
が
、
乱
れ
た
布
団
は
、
誰
が
よ
く
そ
れ
を
お
さ
め
よ
う
。

堯
の
末
裔
、
漢
末
に
は
、
こ
の
綾
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
で
あ
ろ

う
。
紅
が
紫
に
混
じ
っ
た
（
正
式
な
色
が
失
わ
れ
た
）
が
、
霊
妙

な
る
布
団
に
比
べ
て
あ
な
が
ち
悪
い
わ
け
で
も
な
い
。
ま
こ
と
に

暖
か
く
か
つ
美
し
い
。
そ
の
後
、
継
承
さ
れ
た
り
壊
さ
れ
た
り
革

め
ら
れ
た
り
し
つ
つ
、
今
に
至
る
ま
で
千
年
、
あ
あ
、
霊
妙
な
る

蚕
は
、
つ
い
ぞ
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
あ
の
つ
ぎ
は
ぎ
の

遺
物
を
拾
っ
て
、
さ
て
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
と
り
あ

え
ず
、
こ
こ
に
記
し
て
後
世
の
作
者
を
待
ち
た
い
。
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将
棋
引

＊
将
棋
の
対
局
を
活
写
す
る
。
引
は
楽
府
体
の
詩
。

方
地
瓜
分
垠
封
疆　

方
地 

瓜
分
し 

封
疆
を
垠か
ぎ

り

中
天
星
墜
殺
気
揚　

中
天 

星
墜
ち 

殺
気
揚
が
る
。

閫
外＊

秋
令
元
有
寄　

閫
外
の
秋
令 

元 

寄や
ど

り
有
り

桂
殿
春
芳
擁
玉
皇　

桂
殿
の
春
芳 

玉
皇
を
擁
す
。

六
師
死
命
仰
鉞
旄　

六
師
死
命 

鉞え
つ

旄ぼ
う

を
仰
ぎ

千
里
成
筭
下
廟
廊　

千
里
成
筭 
廟
廊
を
下
る
。

歩
卒
九
道
先
啓
行　

歩
卒 

九
道 
先
に
行
を
啓
き

令
厳
部
伍
森
成
行　

令
厳
た
る
部
伍 
森し
ん

と
し
て
行
を
成
す
。

前
徒
知
進
不
知
退　

前
徒 

進
む
を
知
り
て 
退
く
を
知
ら
ず

五
伐
七
伐
声
鏘
　々

五
伐 

七
伐 

声
鏘そ
う

々そ
う

た
り
。

威
名
元
伝
漢
飛
将＊　

威
名 

元 

漢
飛
将
と
伝
え

意
気
縦
横
不
可
当　

意
気 

縦
横
た
り
て
当
た
る
べ
か
ら
ず
。

軽
車
衝
墉
多
轗
軻　

軽
車 

墉か
べ

に
衝
た
り
て 

轗
軻
多
く

驕
馬
遭
歩
或
玄
黄＊　

驕
馬 

歩
に
遭
い 

玄
黄
に
或ま
ど

う
。

更
把
生
虜
補
卒
乗　

更
に
生
虜
を
把と

り
て 

卒
乗
を
補
い

遂
鼓
死
士
奪
塹
隍　

遂
に
死
士
を
鼓
し
て 

塹
隍
を
奪
う
。

従
軍
有
賞
皆
金
印　

従
軍 

賞
有
り 

皆
金
印

幕
府
策
勲
拝
龍
章　

幕
府 

勲
を
策
し
て
龍
章
を
拝
す
。

金
将
本
来
数
奇
者　

金
将 

本
来 

数
奇
な
る
者
に
し
て

血
戦
功
就
独
相
忘　

血
戦 

功
就な

り 

独
り
相
忘
わ
る

不
見
夫
差
心
益
驕　

見
ず
や 

夫
差
の
心 

益
々
驕
り
て

豈
料
勾
践
胆
日
嘗　

豈
に
料
ら
ん
や 

勾
践 

胆
を
日
々
嘗
む
る
を
。

虎
賁
釈
厳
冦
伺
釁　

虎こ

賁ほ
ん 

厳
を
釈と

き 

冦 

釁す
き

を
伺
い

将
軍
在
外
邦
無
良　

将
軍 

外
に
在
り
て 

邦
に
良
無
し
。

疾
雷
一
声
不
掩
耳　

疾
雷
一
声 

耳
を
掩
わ
ず

車
馬
衝
虚
忽
翺
翔＊　

車
馬 

虚
を
衝
か
れ
忽
ち
翺こ
う

翔し
ょ
うす
。

金
銀
棄
擲
徒
資
敵　

金
銀
棄
擲
し 

徒
ら
に
敵
を
資た
す

け

四
面
重
囲
災
剥
床　

四
面
重
囲
さ
れ 

災
い
床
を
剥は

ぐ
。

禁
垣
車
馬
接
踵
没　

禁
垣
の
車
馬 

踵
を
接
し
て
没
し

勤
王
旌
旗
引
領
望　

勤
王
の
旌
旗 

領く
び

を
引
き
て
望
ま
る
。

且
躋
且
長
遡
洄
道　

且
つ
躋の
ぼ

り
且
つ
長
く 

洄
道
を
遡
り

不
遂
不
退
触
藩
羊＊　

遂す
す

ま
ず
退
か
ず 

藩ま
が
きに
触
る
る
羊
。

白
虹＊

竟
天
讁
何＊

在　

白
虹
天
に
竟わ
た

り 

讁つ
み 

何い
ず

く
に
か
在
ら
ん

非
王
是
将
非
将
王　

王
に
非
ず
是
れ
将
に
あ
り 

将
王
に
非
ず
。？

股
肱
移
禍＊

雖
已
矣　

股
肱
に
禍
を
移
す
こ
と
已お

わ
れ
り
と
雖
も

天
殃
寧
知
弗
可
攘　

天
殃 

寧
ん
ぞ
攘は
ら

う
べ
か
ら
ざ
る
を
知
ら
ん
。

左
将
孤
軍
天
一
角　

左
将 

孤
軍 

天
一
角

斜
指
斜
突
気
激
昂　

斜
め
に
指
し
斜
め
に
突
き 

気
激
昂
す
。

一
木
胡
能
支
崩
厦　

一
木 

胡な
ん

ぞ
能
く
崩
厦
を
支
え
ん

櫬
璧
便
見
哭
道
傍　

櫬し
ん

璧ぺ
き 

便
ち
見
る 

道
傍
に
哭
す
る
を
。
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闘
蝸
自
古
夢
一
覚　

闘
蝸 

古
よ
り
夢
一
た
び
覚
む
れ
ば

留
与
閑
人
鑒
興
亡　

留
め
て
閑
人
と
興
亡
を
鑒か
ん
がむ
。

寄
語
多
少
青
衿
子　

寄
語
す 

多
少
の
青
衿
子
よ

莫
動
機
心
徒
自
荒　

機
心
を
動
か
し
て
徒
ら
に
自
ら
荒
む
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　

莫な

か
れ
、
と
。

詩
中
所
序
棊
勢
、
往
々
凡
庸
敗
局
、
非
高
手
須
有
、
所
謂
簾
下
店
頭
手

段＊

矣
。
亦
只
為
吾
輩
人
言
、
非
為
高
手
謀
也
。

詩
中
序の

ぶ
る
所
の
棊
勢
、
往
々
に
し
て
凡
庸
敗
局
、
高
手
須

す
べ
か
らく

有
る
べ

き
に
非
ざ
る
な
り
。
所
謂
簾
下
店
頭
手
段
な
り
。
亦
た
只
だ
吾
輩
の
人

の
為
に
言
う
の
み
に
、
高
手
の
為
に
謀
る
に
非
ざ
る
な
り
。

【
校
勘
】
○
何
…
「
安
」
の
上
に
「
何
」
と
書
く
。

【
注
】
○
閫
外
…
域
外
の
意
。
転
じ
て
出
征
軍
。
○
漢
飛
…
将
漢

の
李
広
が
匈
奴
か
ら
こ
う
呼
ば
れ
た
。
○
玄
黄
…
こ
の
場
合
、
馬

の
病
。
黒
毛
の
馬
が
黄
色
に
な
る
か
ら
と
言
う
。　

○
翺
翔
…
さ

ま
よ
う
こ
と
。
○
触
藩
羊
…
『
周
易
』
大
壮
の
卦
（
上
六
）
に
「
羝

羊
触
藩
、
不
能
退
、
不
能
遂
、
无
攸
利
」（
羝
羊 

藩ま
が
きに
触
れ
、
退

く
能
わ
ず
、
遂
む
能
わ
ず
、
利
す
る
攸
と
こ
ろ

无な

し
）
と
あ
る
。
行
き
場

を
失
う
こ
と
。
○
白
虹
…
兵
の
象
。「
白
虹
貫
日（
太
陽
を
貫
く
）」

で
君
に
危
害
を
加
え
る
象
。『
史
記
』
な
ど
に
見
え
る
。
○
股
肱

移
禍
…
『
史
記
』
楚
世
家
に
、
昭
王
が
病
気
に
な
っ
た
際
、
そ
の

禍
を
将
相
に
移
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
太
史
の
言
に
対
し
て
、

昭
王
が
「
将
相
、
孤
之
股
肱
也
。
今
移
禍
、
庸
去
是
身
乎
」（
彼
ら

は
私
の
体
の
一
部
だ
。
彼
ら
に
禍
を
移
し
て
も
我
が
身
か
ら
禍
が

去
っ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
）
と
言
っ
た
こ
と
に
基
づ
く
。
○
簾

下
店
頭
手
段
…
縁
台
将
棋
の
へ
ぼ
将
棋
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

【
訳
】
升
目
に
国
境
を
分
か
ち
、
中
空
を
星
が
落
ち
殺
気
が
た
だ

よ
う
。
都
城
の
外
で
は
軍
隊
が
舎
り
に
落
ち
着
き
、
宮
殿
で
は
春

の
草
が
皇
帝
を
取
り
囲
ん
で
い
た
（
最
初
の
整
っ
た
駒
の
配
置
を

言
う
）。
天
子
の
軍
隊
は
命
を
受
け
武
器
や
旗
飾
り
を
取
り
、
千
里

に
作
戦
を
巡
ら
し
朝
廷
を
辞
し
た
。
歩
卒
（
歩
）
は
全
国
の
道
路

（
九
つ
の
目
）に
先
鋒
と
な
り
、厳
格
た
る
部
隊
は
並
び
行
進
す
る
。

前
方
の
卒
（
歩
）
は
ひ
た
す
ら
前
進
し
後
退
す
る
こ
と
を
知
ら
ず
、

声
を
上
げ
な
が
ら
ひ
た
す
ら
に
斬
り
か
か
る
。
威
名
は
も
と
漢
の

飛
将
軍
と
賞
さ
れ
、
意
気
盛
ん
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
。
軽
い

車
（
香
車
）
は
、
城
壁
に
ぶ
つ
か
る
と
行
き
な
ず
み
、
驕
れ
る
馬

（
桂
馬
）
は
歩
卒
に
遭
う
と
窮
地
に
陥
る
（「
桂
の
高
飛
び
歩
の
餌

食
」
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
）。
捕
虜
を
生
け
捕
り
に
し
て
我
が
兵

力
を
補
い
、
遂
に
志
士
を
鼓
舞
し
て
敵
の
陣
地
を
奪
う
。
従
軍
に

賞
あ
る
の
は
す
べ
て
金
印
で
（
金
に
成
る
こ
と
）、
幕
府
で
功
名

を
称
揚
す
る
の
に
龍
の
文
様
を
拝
む
（
龍
に
成
る
こ
と
）。
金
将

は
元
来
不
幸
者
で
、
血
戦
で
功
名
を
遂
げ
れ
ば
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
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う
。
ご
覧
あ
れ
、
夫
差
の
心
は
ま
す
ま
す
驕
り
高
ぶ
り
、
勾
践
が

胆
を
嘗
め
て
復
讐
を
誓
っ
て
い
る
の
を
知
る
よ
し
も
な
い
。
精
鋭

軍
も
厳
重
な
守
り
を
緩
め
、
敵
が
隙
を
窺
う
。
将
軍
は
出
払
い
、

国
に
優
れ
た
部
下
も
な
く
、
急
襲
さ
れ
て
防
ぐ
暇
も
な
い
。
車
馬

は
虚
を
突
か
れ
逃
げ
ま
ど
う
。
金
や
銀
を
捨
て
て
ひ
た
す
ら
敵
を

助
け
（
敵
の
駒
に
な
る
こ
と
）、
四
面
を
包
囲
さ
れ
、
災
禍
は
寝

室
に
ま
で
迫
る
。
宮
廷
の
車
馬
は
次
々
と
な
く
な
り
、
勤
王
の
旗

印
を
首
を
長
く
し
て
待
つ
。
く
ね
く
ね
と
長
い
道
を
逃
げ
回
り
、

前
進
も
後
退
も
で
き
ず
、
行
き
止
ま
り
に
ぶ
ち
当
た
る
。
白
い
虹

が
天
を
わ
た
り
、
罪
は
誰
に
あ
る
か
と
議
論
し
、
王
か
将
軍
か
と

取
り
沙
汰
す
。
？
〔
昭
王
と
違
っ
て
〕
股
肱
の
臣
下
に
も
禍
を
移

し
た
が
、
天
罰
は
ど
う
に
も
払
い
の
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
左

の
将
軍
（
角
の
こ
と
）
は
天
の
一
角
で
孤
軍
奮
闘
し
、
斜
め
に
指

し
斜
め
に
突
撃
し
、
意
気
盛
ん
だ
。〔
だ
が
〕
一
本
の
木
で
は
崩

れ
ゆ
く
建
物
を
支
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
棺
を
道
端
に
泣
き
叫

ぶ
の
を
見
、
蝸
牛
角
上
で
争
っ
た
蝸
牛
が
夢
か
ら
覚
め
れ
ば
、〔
盤

を
そ
の
ま
ま
〕留
め
て
暇
人
が
攻
防
を
云
々
す
る
。
若
者
諸
君
よ
、

巧
詐
の
心
を
労
し
て
自
ら
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に
。

詩
の
中
で
描
写
し
た
の
は
、
凡
庸
な
負
け
将
棋
で
、
上
手
な
人
の

手
で
は
な
い
。
い
わ
ゆ
る
縁
台
将
棋
の
へ
ぼ
将
棋
と
い
う
や
つ
で

あ
る
。
ま
た
私
の
よ
う
な
輩
の
た
め
に
言
っ
た
だ
け
で
、
上
手
な

人
の
た
め
に
言
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

秋
夜
独
坐

＊
秋
の
夜
に
時
間
の
過
ぎ
ゆ
く
の
を
嘆
く
詩
。

独
有
流
年
感　
　

独
り
流
年
の
感
有
り

挑
燈
坐
三
更　
　

燈
を
挑か
か

げ
て
三
更
に
坐
す
。

疎
簾
挂
落＊

月　
　

疎
簾
に
斜
月
挂
か
り

寒
蛩
悲
中
庭　
　

寒
蛩き
ょ
う 

中
庭
に
悲
し
む
。

木
葉
知
落
尽　
　

木
葉
落
ち
尽
く
す
を
知
れ
る
は

此
夕
減
秋
声　
　

此
の
夕
べ
秋
声
減
じ
れ
ば
な
り
。

【
校
勘
】
○
落
…
「
斜
」
の
上
に
「
落
」
と
書
い
て
い
る
。

【
訳
】
独
り
月
日
の
過
ぎ
去
る
の
を
感
じ
、
灯
り
を
か
い
て
真
夜

中
に
座
る
。
疎
ら
な
簾
に
傾
い
た
月
が
懸
か
り
、
晩
秋
の
コ
オ
ロ

ギ
は
中
庭
で
悲
し
ん
で
い
る
。
木
の
葉
は
す
っ
か
り
散
っ
た
ら
し

い
、
今
晩
は
木
の
葉
の
音
が
聞
こ
え
に
く
く
な
っ
た
か
ら
。

樵
者

＊
樵
が
自
然
に
と
け
込
ん
で
、
無
心
の
境
地
に
達
し
て
い
る
が
ご
と
き
状
況

を
詠
う
詩
。
竹
山
『
奠
陰
集
（
詩
集
）』
巻
一
（
影
印
本
二
六
六
頁
）
に
「
樵
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者
」
と
題
す
る
詩
が
、
巻
二
（
影
印
本
二
八
〇
頁
）
に
、「
雪
中
樵
夫
」（『
和

歌
新
題
百
首
詩
』）
と
題
す
る
詩
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
題
詠
で
あ
ろ
う
。

与
木
石
居
鹿
豕
遊　

木
石
と
居
り 

鹿
を
豕お

い
て
遊
ぶ

不
知
孰
是
忘
機＊

者　

知
ら
ず 

孰た
れ

か
是
れ
機
を
忘
る
る
者
な
る
か
を

無
端
斧
斤
動
雲
根＊　

端は
し

無
く 

斧
斤
を
雲
根
に
動
か
せ
ば

一
雨
満
山
霜
葉
下　

満
山
に
一
雨
ふ
り 

霜
葉
下
る

【
注
】
○
忘
機
…
機
心
（
巧
詐
の
心
）
を
忘
れ
る
。
○
雲
根
…
山

の
高
所
を
言
う
。

【
訳
】
木
や
石
と
い
て
、
鹿
を
追
っ
て
遊
ぶ
。

（
こ
の
中
）
誰
が
巧
詐
の
心
を
忘
れ
る
者
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

無
心
に
斧
を
雲
の
根
に
振
る
う
と
、
満
山
に
一
雨
降
り
、
紅
葉
が

落
ち
る
。

寓
燭
閨
情
（
燭
に
閨
情
を
寓
す
）

＊
閨
情
は
閨
（
ね
や
）
で
の
情
。

空
房
復
何
有　
　

空
房 

復ま

た
何
か
有
ら
ん

孤
燭
思
難
裁　
　

孤
燭 

思
い
裁
ち
難
し
。

滴
尽
千
行
涙　
　

千
行
の
涙
を
滴し
た
たり
尽
く
し

丹
心
亦
作
灰　
　

丹
心 

亦
た
灰
と
作な

る
。

【
訳
】
人
気
の
な
い
部
屋
に
は
他
に
何
も
な
い
。
一
本
の
灯
り
の

思
い
は
た
ち
（「（
芯
を
）
裁
つ
（
か
く
）」
に
「（
未
練
を
）
断
つ
」

を
掛
け
る
）
が
た
い
。
千
筋
も
の
涙
を
流
し
尽
く
し
（「
蝋
が
流

れ
る
」
こ
と
と
「
涙
を
流
す
」
こ
と
を
掛
け
る
）、
赤
い
心
（「
赤

い
芯
」
に
「
真
心
」
を
掛
け
る
）
は
ま
た
灰
と
な
る
。

墨
水
咏
、
傚
関
東
体
（
墨
水
咏
、
関
東
体
に
傚
う
）

＊
墨
水
は
隅
田
川
の
漢
名
。
関
東
体
は
未
詳
。

西
岸
下
武
陵　
　

西
岸 

武
陵
を
下
り

東
岸
上
総
州　
　

東
岸 

総
州
に
上
る
。

岸
々
秋
一
色　
　

岸
々
は 

秋
一
色
に

凄
風
満
客
舟　
　

凄
風 

客
舟
に
満
つ
。

　

其
二

王
孫
昔
此
遊＊　
　

王
孫 

昔 

此こ
こ

に
遊
び

芳
草
年
々
緑　
　

芳
草 

年
々 

緑
な
り
。

于
今
白
鳥
飛　
　

今
に
お
い
て 

白
鳥
飛
び

京
客
労
心
曲＊　
　

京
客 

心
曲
を
労
す
。
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【
注
】○
王
孫
昔
此
遊
…『
楚
辞
』「
招
隠
士
」の「
王
孫
遊
兮
不
帰
、

春
草
生
兮
萋
萋
」
を
意
識
す
る
か
。
○
京
客
労
心
曲
…
心
曲
は
、

心
の
く
ま
、
心
中
。『
伊
勢
物
語
』
第
九
段
「
東
下
り
」
で
、
京

か
ら
「
隅
田
川
」
に
来
た
男
が
都
鳥
（
ユ
リ
カ
モ
メ
）
を
見
て
郷

愁
に
襲
わ
れ
る
と
い
う
有
名
な
話
に
基
づ
く
。

【
訳
】
西
岸
は
江
戸
に
下
り
、
東
岸
は
上
総
に
上
る
。
両
岸
は
秋

一
色
に
寒
風
は
客
船
に
満
ち
る
。

（
そ
の
二
）
貴
族
の
子
弟
は
昔
、
こ
こ
で
遊
ん
だ
が
、
芳
し
い
草

は
毎
年
緑
色
に
茂
っ
て
い
る
。
今
は
白
鳥
が
飛
び
、
京
都
の
客
は

心
を
悩
ま
せ
る
。

班
婕
妤

＊
班は

ん

婕し
ょ
う

妤よ

は
、
漢
の
武
帝
の
寵
愛
を
得
た
美
人
。
後
、
寵
愛
を
失
い
、
自
ら

を
秋
の
扇
に
喩
え
て
、「
怨
歌
行
」
と
い
う
歌
を
作
っ
た
。

廟
廊
正
色
士　
　

廟
廊 

正
色
の
士

内
宴
召
来
不　
　

内
宴 

召
し
来
た
る
や
い
な
や
。

一
自
辞
同
輦＊　
　

一
た
び
自
ら
輦
を
同
じ
く
す
る
を
辞
す
れ
ば

棄
扇
不
待
秋　
　

棄
扇 

秋
を
待
た
ず
。

【
注
】
○
同
輦
…
『
蒙
求
』
に
、
成
帝
が
、
後
庭
に
遊
ん
だ
際
、

同
じ
輦
（
車
）
に
乗
ろ
う
と
班
婕
妤
を
誘
う
と
、「
古
の
聖
賢
は

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
断
っ
た
話
が
あ
る

（「
班
女
辞
輦
」）。

【
訳
】
朝
廷
の
ま
じ
め
な
士
（
？
）
が
宮
廷
で
の
宴
会
に
招
く
か

ど
う
か
。

ひ
と
た
び
同
じ
輿
に
乗
る
こ
と
を
拒
否
し
た
ば
か
り
に
、
扇
は
秋

を
待
つ
ま
で
も
な
く
捨
て
ら
れ
た
。

怨
詞

＊
女
性
の
怨
み
を
詠
っ
た
閨
怨
詩
。
題
詠
で
あ
ろ
う
。

妾
如
弓
上
絃　
　

妾
は
弓
上
の
絃
の
如
く

君
如
絃
下
弓　
　

君
は
絃
下
の
弓
の
如
し
。

絃
懸
合
縄
墨　
　

絃
懸
か
り
て
縄
墨
に
合
う
も

弓
体
不
可
窮　
　

弓
体 

窮
む
べ
か
ら
ず
。

【
訳
】
私
は
弓
の
上
の
弦
の
よ
う
で
、
あ
な
た
は
弦
の
下
の
弓
の

よ
う
で
す
。

弦
は
規
則
に
従
い
ま
す
が
、
曲
が
っ
た
弓
の
体
は
ど
う
し
よ
う
も

あ
り
ま
せ
ん
。
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老
子

＊
道
家
の
祖
と
し
て
有
名
な
老
子
を
詠
っ
た
詩
。
履
軒
は
老
荘
に
つ
い
て
一

家
言
を
有
し
て
い
た
（
拙
稿
「
中
井
履
軒
の
老
荘
観
」（『
中
国
研
究
集
刊
』

四
六
号
、
大
阪
大
学
中
国
学
会
、
二
〇
〇
八
年
）
参
照
）。

退
歩
吾
不
做　
　

退
歩
し
て
吾
れ
は
做
さ
ず

説
雌＊

更
禁
人　
　

雌
を
説
き
て
更
に
人
に
禁
ず
。

恝
視＊

天
下
溺　
　

天
下
の
溺
る
る
を
恝か
い

視
す
る
も

百
年
営
此
身＊　
　

百
年 
此
の
身
を
営
む
。

【
注
】
○
雌
…
履
軒
は
老
子
の
道
を
「
雌
道
」
だ
と
言
っ
た
。
雌

道
と
は
、
消
極
的
で
卑
怯
な
方
法
を
言
う
（
拙
稿
「
中
井
履
軒
の

老
荘
観
」（『
中
国
研
究
集
刊
』
四
六
号
、
大
阪
大
学
中
国
学
会
、

二
〇
〇
八
年
）
参
照
。
○
恝
視
…
恝
（
カ
イ
、
カ
ツ
）
は
、
憂
え

る
、
心
配
の
な
い
様
な
ど
相
反
す
る
意
味
を
持
つ
が
、
こ
こ
で
は

「
介
」
に
通
じ
、
気
に
す
る
意
と
と
ら
え
た
。
○
百
年
営
此
身
…

老
子
が
長
生
き
し
た
と
い
う
言
い
伝
え
を
踏
ん
で
の
発
言
で
あ
ろ

う
。
履
軒
は
老
子
を
養
生
術
の
祖
と
見
な
い
が
、
一
般
的
伝
承
に

従
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。『
史
記
』
老
子
列
伝
「
蓋
老
子
百
有
六
十

餘
歳
。
或
言
二
百
餘
歳
。
以
其
修
道
而
養
寿
也
。」
履
軒
『
老
子

雕
題
』
二
八
（
五
九 

治
人
事
天
章
）「
…
与
養
生
無
干
渉
。
…
老

聃
元
無
仙
術
。
謬
為
道
家
之
祖
、
受
誣
太
甚
。」

【
訳
】
退
歩
し
て
自
分
は
何
も
し
な
い
ば
か
り
か
、
消
極
的
な
や

り
方
を
説
い
て
、
人
に
あ
れ
こ
れ
す
る
な
と
言
う
。
世
の
中
の
人

が
耽
溺
し
て
い
る
と
文
句
を
言
い
つ
つ
、
自
分
は
養
生
に
励
ん
で

い
る
。

【
参
考
】

『
奠
陰
集
（
詩
集
）』
巻
二
（
影
印
本
二
八
一
頁
）
に
竹
山
作
「
老

子
」
詩
が
あ
り
（
蘭
洲
「
和
歌
新
題
」
に
題
を
取
っ
た
竹
山
「
和

歌
新
題
百
詩
」）、「
青
牛
蓬
累
日
、
何
物
候
真
人
、
関
上
奪
朱
気
、

醸
成
胡
羯
塵
」
と
詠
う
。

独
興　
在
馬
山
作
（
馬
山
に
在
り
て
の
作
）

＊
馬
山
は
有
馬
山
。
履
軒
の
師
五
井
蘭
州
は
、
宝
暦
九
年
（
一
七
六
〇
）
に

中
風
の
湯
治
に
有
馬
に
行
っ
た
。
そ
の
際
、履
軒
も
供
し
た（
西
村
天
囚『
懐

徳
堂
考
』
上 

五
一
頁
）。
こ
れ
は
そ
の
際
の
作
品
で
あ
ろ
う
（
蘭
洲
の
作

品
は
『
蘭
洲
遺
稿
』
に
見
え
る
）。
有
馬
へ
は
懐
徳
堂
関
係
者
は
た
び
た
び

訪
れ
た
ら
し
く
、履
軒
の
弟
子
竹
島
簣
山
も「
馬
山
紀
行
」を
残
し
て
い
る
。

行
到
樺＊

樹
下　
　

行
き
て
樺さ
く
らの
樹
の
下
に
到
り

掃
石
坐
泉
声　
　

石
を
掃
き
て
泉
声
に
坐
す
。

無
風
葉＊

自
墜　
　

風
無
く
し
て
葉
自
ら
墜
ち

時
聴
魚
子
鳴　
　

時
に
魚
子
の
鳴
く
を
聴
く
。
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【
校
勘
】
○
樺
…
手
稿
本
は
「
樺
」
を
墨
で
消
す
。
ラ
ベ
ル
「
懐
93
」

の
写
本
は
「
霜
」
に
作
る
。
○
葉
…
墨
で
消
す
。

【
注
】
○
樺
…
履
軒
は
サ
ク
ラ
に
樺
の
字
を
当
て
た
（
履
軒
著
『
画え
く

觽じ
り

』
に
詳
し
い
説
明
が
見
え
る
）。

【
訳
】
歩
い
て
い
っ
て
サ
ク
ラ
の
木
に
到
り
、
石
を
掃
き
清
め
て

せ
せ
ら
ぎ
の
音
を
聴
き
な
が
ら
座
る
。
風
が
な
い
の
に
葉
は
自
然

と
落
ち
、
時
々
、
魚
の
子
が
鳴
く
の
が
聞
こ
え
る
（
？
）。

蠧
魚

＊
自
分
を
蠧と

魚ぎ
ょ

（
シ
ミ
虫
）
に
擬
え
た
詩
。

此
魚
不
躍
淵　
　

此
の
魚 

淵
に
躍
ら
ず

老
死
在
陳
編　
　

老
死
す
る
こ
と
陳
編
に
在
り
。

男
児
七
尺
躯＊　
　

男
児 

七
尺
の
躯か
ら
だ　

偏
与
爾
相
憐　
　

偏
え
に
爾な
ん
じと
相
い
憐
れ
む
。

【
注
】
○
七
尺
躯
…
陸
雲
詩
に
多
く
見
え
る
。

【
訳
】
こ
の
魚
（
シ
ミ
は
漢
字
で
書
く
と
蠧
魚
）
は
淵
で
飛
び
跳

ね
ず
、
古
書
の
中
で
老
い
て
死
ぬ
。
七
尺
の
身
を
持
つ
男
児
で
あ

り
な
が
ら
、
ひ
た
す
ら
お
前
と
（
同
じ
境
遇
を
）
憐
れ
み
合
う
。

聚
頭
扇

＊
扇
子
の
こ
と
。

破
輪
用
陽
数＊　
　

破
輪 

陽
数
を
用
ゆ

三
分
三
十
輻＊　
　

三
十
の
輻
を
三
分
し

楮
輞＊

飛
生
風　
　

楮
輞 

飛
び
て
風
を
生
じ

一
駕＊

解
熇
＊々　
　

一
駕 

熇か
く

々か
く

た
る
を
解
く

【
注
】
○
陽
数
…
奇
数
。（
扇
子
の
骨
の
数
は
奇
数
だ
っ
た
？
） 

○
三
十
輻
…
車
輪
の
矢
の
数
は
三
十
と
決
ま
っ
て
い
た
（『
老
子
』

十
一
章
「
三
十
輻
共
一
轂
」
を
参
照
）。
○
輞
…
大
輪
。
車
輪
の

回
り
の
た
が
。
○
駕
…
乗
り
物
。
○
熇
々
…
盛
ん
な
様
。

【
訳
】
破
れ
た
車
輪
（
＊
扇
子
を
喩
え
る
）
は
奇
数
を
使
う
。
三

十
の
矢
を
三
分
し
（
＊
扇
子
は
お
よ
そ
百
二
十
度
な
の
で
、
三
百

六
十
度
の
三
分
の
一
）、
紙
の
車
輪
が
飛
ん
で
風
を
起
こ
し
、
一

台
の
乗
り
物
が
炎
暑
を
払
う
。
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舟
行
雑
詩　
網
干
在
龍
野
西
南
三
里
許

　
　
　
　
　
（
網
干
は
龍
野
西
南
三
里
許ば
か
りに
在
り
）

＊
龍
野
は
中
井
家
の
出
身
地
で
あ
り
、
履
軒
・
竹
山
兄
弟
も
何
度
も
訪
れ
て

い
る
（
履
軒
著
『
昔
の
旅
』
を
参
照
さ
れ
た
い
）。
こ
の
詩
は
、
懐
徳
堂
文

庫
所
蔵
の
「
竹
山
・
履
軒
諸
先
生
張
交
（
は
り
ま
ぜ
）」
と
題
箋
の
張
ら
れ
た

屏
風
に
「
舟
行
雑
詠
」
と
し
て
見
え
、
題
辞
の
下
に
「
賦
昔
遊
寄
播
中
兄
弟
」

と
あ
る（
末
尾
に「
履
軒
幽
人
」の
署
名
と「
完
」「
履
軒
幽
人
」の
印
あ
り
）。

若
干
の
違
い
に
つ
い
て
は
、【
注
】
な
ら
び
に
【
参
考
】
に
示
し
た
。

山
城
平
旦
気　
　

山
城 

旦
の
気

正
与
猿
鶴＊

似　
　

正
に
猿
鶴
と
似
た
り
。

結
伴
出
郭
門　
　

結
伴
し
て
郭
門
を
出
れ
ば

即
便
伊
川
沚　
　

即
ち
便
ち
伊
川
の
沚ほ
と
り。

　

其
二

行
々
長
堤
草　
　

行
き
行
く
長
堤
の
草

草
短
鞋
底
柔　
　

草
短
く
し
て
鞋
底
に
柔
し
。

行
々
且
莫
亟　
　

行
き
行
き
且
く
は
亟い
そ

ぐ
莫な

か
れ

将
喚
下
灘
舟　
　

将
に
下
灘
の
舟
を
喚
ば
ん
と
す
。

　

其
三

日
出
東
岑
上　
　

日
は
東
の
岑み
ね

の
上
に
出

未
消
一
川
烟　
　

未
だ
一
川
の
烟
消
え
ず
。

烟
際
頻
回
首　
　

烟
の
際
に
頻
り
に
首
を
回め
ぐ
らせ
ど
も

棹
声
不
見
船　
　

棹
声
（
の
み
に
し
て
） 

船
を
見
ず
。

　

其
四

烟
破
棹
影
来　
　

烟
は
棹
の
影
を
破
り
て
来
た
り

載
薪
霜
未
乾　
　

薪
を
載
せ
て
霜 

未
だ
乾
か
ず
。

嗟
来
将
一
酔　
　

嗟さ

来あ

、
将
に
一
酔
せ
ん
と
す
る
に

載
我
到
網
干　
　

我
を
載
せ
て
網
干
に
到
る
。

　

其
五

篙
人
顧
我
笑　
　

篙こ
う

人じ
ん 

我
を
顧
み
て
笑
い

転
棹
舟
成
巴　
　

棹
を
転
じ
て 

舟 

巴
を
成
す
。

低
歌
無
答
語　
　

低
く
歌
い
て
答
語
無
く

艤
舟
在
晴
砂　
　

舟
を
艤つ

く
る
こ
と
晴
砂
に
在
り
。

　

其
六

同
人
一
椀
酒　
　

同
人 

一
椀
の
酒

探
嚢＊

各
準
還　
　

嚢ふ
く
ろを
探
り
各
々
還ま
わ

す
を
準は
か

る
。

買
得
長
江
水　
　

長
江
の
水
を
買
い
得
て
？

両
岸
三
里
山＊　
　

両
岸 

三
里
の
山
。
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其
七

烟
波
一
條
路＊　
　

烟
波 

一
條
の
路

靄＊

穿
得
開　
　
あ
い

靄だ
い 

穿
ち
開
き
得
た
り
。

右
山
毎
牆
面＊　
　

右
の
山
は 

毎つ
ね

に
牆か
べ

に
面
し

左
山
遠
徘
徊　
　

左
の
山
は 

遠
く
徘
徊
す
。

　

其
八

急
流
半
篙
水　
　

急
流 
半
篙
の
水

山
々
一
様
春　
　

山
々 

一
様
に
春
な
り
。

山
鳥
啼
送
舟　
　

山
鳥 

啼
き
て
舟
を
送
り

山
花
笑
迎
人　
　

山
花 

笑
い
て
人
を
迎
う
。

　

其
九

舟
繞
山
趾
過　
　

舟
は
山
趾
を
繞
り
て
過
ぎ

山
背
舟
行
走　
　

山
は
舟
行
に
背そ
む

き
て
走に

ぐ
。

山
容
看
不
足　
　

山
容
は
看
れ
ど
も
足
り
ず

双
眸
毎
在
後　
　

双
眸
は
毎つ
ね

に
後
ろ
に
在
り
。

　

其
十

水
浅
鑑
人
面　
　

水
は
浅
く
し
て
人
面
を
鑑う
つ

し

魚
在
菱
花
中　
　

魚
は
菱
花
の
中
に
在
り
。

投
食
莫
猜
鈎　
　

食
を
投
ぐ
る
も
鈎
を
猜う
た
がう
莫
か
れ

機
心
我
已
空　
　

機
心 

我
れ
已
に
空
し
。

　

其
十
一

時
々
過
浅
瀬　
　

時
々
浅
瀬
を
過
ぎ

戞
々
船
有
声　
　

戞か
つ

々か
つ

と
船 

声
有
り
。

船
底
薄
如
紙　
　

船
底
薄
き
こ
と
紙
の
如
し

能
擿
砂
石
行　
　

能
く
砂
石
を
擿
ち
て
行
く
。

　

其
十
二

春
水
能
送
舟　
　

春
の
水
は
能
く
舟
を
送
り

春
風
不
労
帆　
　

春
の
風
は
帆
を
労
せ
ず
。

咄
嗟
長
干
尽　
　

咄
嗟
に
長
干
尽
き

網
干
竹
樹
厳　
　

網
干 

竹
樹 

厳
た
り
。

【
注
】
○
猿
鶴
…
戦
死
者
の
霊
を
言
う
。『
太
平
御
覧
』
巻
八
五
皇

王
部
、
巻
八
八
八
妖
異
部
四
「
変
化
下
」、
巻
九
一
六
羽
族
部
「
鶴
」

「『
抱
朴
子
』
曰
、
周
穆
王
南
征
、
一
軍
尽
化
、
君
子
為
猿
為
鶴
、

小
人
為
虫
為
沙
」
と
あ
る
。
○
探
嚢
…
こ
こ
で
は
「
探
籌
」（
く

じ
を
引
く
こ
と
）
と
解
し
た
。
○
買
得
長
江
水
、
両
岸
三
里
山
…

李
白
「
早
発
白
帝
城
」「
朝
辞
白
帝
彩
雲
間
、
千
里
江
陵
一
日
還
、

両
岸
猿
声
啼
不
住
、
軽
舟
已
過
万
重
山
」
の
「
両
岸
」「
千
里
」

を
意
識
す
る
も
の
か
。
○
路
…
「
竹
山
・
履
軒
諸
先
生
張
交
（
は
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り
ま
ぜ
）」
で
は
「
道
」
に
作
る
。
○

靄
「
竹
山
・
履
軒
諸
先

生
張
交
（
は
り
ま
ぜ
）」
で
は
「
欵
乃
」
に
作
る
。
○
牆
面
…
『
論

語
』
陽
貨
篇
に
、
見
通
し
が
利
か
な
い
こ
と
を
言
う
表
現
と
し
て

見
え
る
。
履
軒
は
『
論
語
雕
題
』
で
、「
面
、
虚
字
、
猶
向
也
。

牆
面
、
面
於
牆
也
」
と
雕
題
を
付
け
て
い
る
（『
小
学
雕
題
』
で

も
同
様
）。

【
訳
】

（
そ
の
一
）

山
城
の
夜
明
け
の
気
配
は
、
ち
ょ
う
ど
〔
死
人
が
化
し
た
と
い
う
〕

猿
や
鶴
の
よ
う
だ
（
＊
注
参
照
）。

伴
と
と
も
に
城
門
を
出
れ
ば
、す
ぐ
に
揖
保
川
の
ほ
と
り
に
出
る
。

（
そ
の
二
）

長
い
堤
を
歩
い
て
行
け
ば
、
草
は
短
く
草
鞋
の
底
に
柔
ら
か
で
あ

る
。

ま
あ
、
慌
て
る
な
さ
る
な
、
今
、
川
下
り
の
舟
を
呼
び
ま
す
か
ら
。

（
そ
の
三
）

日
は
東
の
峰
の
上
に
出
、
川
一
面
の
靄
は
ま
だ
晴
れ
な
い
。

靄
の
際
を
し
き
り
に
見
回
し
て
み
る
が
、
棹
の
音
だ
け
で
舟
は
見

え
な
い
。

（
そ
の
四
）

靄
を
破
っ
て
棹
の
影
が
現
れ
、
薪
を
載
せ
て
、
霜
は
ま
だ
乾
い
て

い
な
い
。

さ
あ
、
一
酔
い
し
よ
う
か
と
思
い
き
や
、
私
を
乗
せ
て
も
う
網
干

に
着
い
た
。

（
そ
の
五
）

船
頭
は
私
を
見
て
笑
い
、
棹
を
回
し
て
船
が
旋
回
す
る
。

低
く
歌
っ
て
答
え
る
こ
と
も
せ
ず
、舟
を
晴
れ
た
砂
浜
に
着
け
る
。

（
そ
の
六
）

同
人
が
一
椀
の
酒
を
く
じ
引
き
で
飲
む
順
番
を
決
め
る
。

長
江
下
り
を
買
っ
た
気
分
で
、
両
岸
に
は
三
里
の
山
が
続
く
。
？

（
そ
の
七
）

水
面
の
一
筋
の
路
が
た
ち
こ
め
た
靄
を
開
い
て
進
む
。

右
の
山
は
絶
壁
に
面
し
〔
た
よ
う
に
迫
り
〕、
左
の
山
は
遠
く
に

あ
る
。

（
そ
の
八
）

急
流
は
棹
半
分
ぐ
ら
い
の
深
さ
が
あ
り
、
山
は
春
の
色
で
い
っ
ぱ

い
で
あ
る
。

山
鳥
は
鳴
い
て
舟
を
送
り
、
山
花
は
笑
っ
て
人
を
迎
え
る
。

（
そ
の
九
）

舟
は
山
の
麓
を
巡
り
、
山
は
舟
の
後
ろ
へ
と
遠
の
い
て
い
く
。

山
の
姿
を
見
足
り
ず
に
、
瞳
は
常
に
後
ろ
を
振
り
返
る
。

（
そ
の
十
）

水
は
浅
く
人
の
顔
を
映
し
、
魚
は
菱
の
花
の
中
に
い
る
。
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餌
を
投
げ
て
も
釣
り
鉤
を
疑
わ
な
く
て
よ
い
ぞ
、
私
に
は
魚
を
釣

ろ
う
と
い
う
魂
胆
な
ど
す
で
に
な
く
な
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
。

（
そ
の
十
一
）

何
度
も
浅
瀬
を
過
ぎ
、
か
つ
か
つ
と
船
に
音
が
響
く
。

船
底
は
紙
の
よ
う
に
薄
く
、
砂
利
を
打
ち
な
が
ら
進
ん
で
い
く
。

（
そ
の
十
二
）

春
の
水
は
よ
く
舟
を
進
め
、
春
の
風
は
帆
に
や
さ
し
く
吹
く
。

た
ち
ど
こ
ろ
に
長
い
岸
が
尽
き
、網
干
の
竹
林
が
厳
か
に
現
れ
る
。

【
参
考
】
懐
徳
堂
文
庫
所
蔵
「
竹
山
・
履
軒
諸
先
生
張
交
（
は
り

ま
ぜ
）」
と
題
箋
の
張
ら
れ
た
屏
風
中
の
「
舟
行
雑
詠
」
で
は
、『
履

軒
古
風
』
の
そ
の
十
が
九
番
目
に
、
そ
の
九
が
十
一
番
目
に
あ
り
、

両
首
の
間
に
『
履
軒
古
風
』
に
は
な
い
以
下
の
作
品
が
あ
る
。

舟
中
有
屈
生＊　
　

舟
中
に 

屈
生
有
り
て

莫
謾＊

誇
独
醒　
　

独
り
醒
め
た
り
と
謾
誇
す
る
こ
と
莫
か
れ

魚
小
不
堪
葬　
　

魚 

小
さ
く
し
て 

葬
る
に
堪
え
ず

水
浅
不
没
脛　
　

水 

浅
く
し
て 

脛
を
没
せ
ず

【
注
】
○
屈
生
…
憂
国
の
詩
人
と
し
て
有
名
な
屈
原
の
こ
と
。
以

下
、【
解
説
】
を
参
照
さ
れ
た
い
。
○
謾
…
あ
な
ど
る
。

【
訳
】
舟
の
中
で
、
屈
原
が
い
て
、〔
世
の
中
で
〕
自
分
だ
け
が
醒

め
て
い
る
と
誇
る
な
。

魚
は
小
さ
く
て
〔「
漁
夫
辞
」
に
あ
る
よ
う
に
、
人
を
〕
葬
る
こ

と
も
で
き
な
い
し

水
は
浅
く
て
脛
に
も
達
し
な
い
（「
漁
夫
辞
」
に
あ
る
よ
う
に
、

足
を
洗
う
こ
と
も
で
き
な
い
）。

【
解
説
】『
楚
辞
』
で
屈
原
作
と
伝
え
ら
れ
る
「
漁
夫
辞
」
を
踏
ま

え
る
。
同
詩
で
は
、
放
逐
さ
れ
、
世
の
混
濁
を
嘆
く
屈
原
に
対
し
、

漁
夫
が
世
に
合
わ
せ
て
生
き
て
い
く
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
関
係

す
る
原
文
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

・ 

屈
原
曰
、
挙
世
皆
濁
、
我
独
清
。
衆
人
皆
酔
、
我
独
醒
。
是

以
見
放
。 

 

（
屈
原
が
、
世
の
中
は
皆
濁
り
、
私
だ
け
が
清
ん
で
い
る
の

で
放
逐
さ
れ
た
と
言
う
。）

・ 

屈
原
曰
、
…
寧
赴
湘
流
、
葬
於
江
魚
之
腹
中
、
安
能
以
皓
皓

之
白
而
蒙
世
俗
之
塵
埃
乎
。 

 

（
屈
原
が
、
純
白
の
身
を
濁
っ
た
世
の
中
で
汚
す
よ
り
、
投

身
自
殺
し
て
魚
の
餌
に
な
る
方
が
ま
し
だ
と
言
う
。）

・ 
漁
夫
…
乃
歌
曰
、
滄
浪
之
水
清
兮
、
可
以
濯
吾
纓
、
滄
浪
之

水
濁
兮
、
可
以
濯
吾
足
。 

 

（
漁
夫
が
、
水
が
清
ん
で
い
れ
ば
冠
の
紐
を
洗
え
ば
良
い
し
、
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濁
っ
て
い
れ
ば
足
を
洗
え
ば
良
い
（
状
況
に
合
わ
せ
て
行
動

し
ろ
）
と
言
う
。）

食
板
銘

＊
ま
な
板
を
擬
人
化
し
て
そ
の
食
へ
の
耽
溺
を
諫
め
る
銘
。
銘
は
い
さ
め
の

言
葉
。

民
之
有
生　
　

民
の
生
有
る
は

得
食
維
艱　
　

食
を
得
る
こ
と
維こ

れ
艱か
た

ん
ず
。

惟
玆
口
腹　
　

惟
だ
玆こ

の
口
腹

有
性
自
天　
　

性
の
天
よ
り
す
る
有
り
。

惟
哲
知
命　
　

惟
だ
哲
の
み
命
を
知
り

不
敢
沈
湎　
　

敢
え
て
沈ち
ん

湎め
ん

せ
ず
。

几
案
申
警　
　

几
案
に
警
を
申の

ぶ

厳
恪
饔
飱＊　
　

饔よ
う

飱そ
ん

を
厳
恪
に
せ
よ
、
と
。

彼
昏
不
知　
　

彼
昏く
ら

く
し
て
知
ら
ず

溺
心
芻
豢＊　
　

心
を
芻す
う

豢か
ん

に
溺
る
。

饕
餮＊

敗
義　
　

饕と
う

餮て
つ 

義
を
敗
り

与
色
同
愆　
　

色
と
愆あ
や
まち
を
同
じ
く
す
。

易
牙＊

乱
斉　
　

易え
き

牙が 

斉
を
乱
し

阿
衡＊

昌
殷　
　

阿
衡 

殷
を
昌さ
か

ん
に
す
。

矧
此
蒙
士　
　

矧い
わ

ん
や
此
の
蒙
士
の

敢
求
飽
安　
　

敢
え
て
飽
安
を
求
む
る
を
や
。

古
人
有
言　
　

古
人 

言
有
り

咬
得
菜
根＊　
　

菜
根
を
咬
み
得
る
、
と
。

【
注
】
○
饔よ
う

飱そ
ん

…
饔
は
朝
食
、
飱
は
夕
食
。
○
芻す
う

豢か
ん

…
家
畜
。
転

じ
て
ご
馳
走
の
意
。
○
饕と
う

餮て
つ

…
飲
食
を
貪
る
と
さ
れ
る
悪
獣
。
青

銅
器
の
装
飾
に
多
く
用
い
ら
れ
た
。○
易え
き

牙が

…
斉
の
桓
公
の
宦
者
。

厨
房
を
司
り
桓
公
の
寵
愛
を
受
け
た
。
君
主
に
取
り
入
る
た
め
に

自
ら
の
子
を
料
理
し
た
故
事（「
蒸
子
食
君
」）で
有
名（『
韓
非
子
』

十
過
篇
、
二
柄
篇
、『
管
子
』
小
称
篇
な
ど
に
見
え
る
）。

○
阿
衡
…
殷
代
の
名
宰
相
、
伊
尹
の
職
名
。『
蒙
求
』
の
「
伊
尹

負
鼎
」
の
項
に
、
伊
尹
が
湯
王
に
仕
え
る
た
め
に
料
理
人
に
な
り
、

遂
に
志
を
得
て
宰
相
の
位
に
の
ぼ
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
○
咬
得

菜
根
…
朱
子
『
小
学
（
外
篇
）』
末
尾
に
、
汪
信
民
の
言
葉
と
し

て「
人
常
咬
得
菜
根
、則
百
事
可
做
」と
あ
る
。『
呂
氏
師
友
雑
録
』

に
因
る
言
葉
だ
と
言
う
。
貧
窮
の
中
に
大
事
を
な
す
素
地
が
で
き

る
、
の
意
。
ま
た
、
こ
の
言
葉
に
題
名
を
取
っ
た
明
代
の
洪
自
誠

の
『
菜
根
譚
』
も
有
名
。

【
訳
】

庶
民
の
生
活
に
お
い
て
は
、
食
を
得
る
こ
と
が
問
題
だ
。

こ
の
飲
食
は
、
天
性
に
よ
る
も
の
だ
（
ど
う
し
よ
う
も
な
い
）。
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た
だ
賢
人
だ
け
が
天
命
を
知
っ
て
酒
食
に
耽
る
こ
と
が
な
い
。

机
の
上
に
「
食
事
を
慎
め
」
と
い
う
警
句
を
書
い
て
も
、

彼
は
蒙
昧
無
知
に
し
て
、
ご
馳
走
に
耽
溺
す
る
。

饕と
う

餮て
つ

（
＊
こ
こ
で
は
心
の
悪
い
面
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
）
が
道
義

を
破
り
、
色
欲
と
罪
を
同
じ
く
す
る
。

易え
き

牙が

は
〔
道
義
に
背
い
た
飲
食
で
〕
斉
の
国
を
乱
し
、〔
一
方
〕

伊
尹
は
殷
を
盛
ん
に
し
た
。

〔
古
の
賢
人
さ
え
こ
の
よ
う
に
様
々
あ
っ
た
。〕
ま
し
て
や
こ
の
蒙

昧
の
士
が
満
腹
や
安
逸
を
求
め
る
の
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。

古
の
人
は
次
の
よ
う
に
言
っ
た
。

草
の
根
を
噛
め
〔
そ
う
す
る
と
何
事
も
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き

る
〕、
と
。

履
軒
吟

＊
履
軒
が
自
ら
の
生
き
方
を
表
明
し
た
詩
。
履
軒
と
い
う
号
に
託
し
た
思
い

が
読
み
取
れ
る
。

寥
々
乎
林
之
丘
乎　
　
　
　

寥
々
た
り 

林
の
丘

浩
＊々

乎
河
之
洲
乎　
　
　
　

浩
々
た
り 

河
の
洲

飄
々
乎
天
之
衢
乎　
　
　
　

飄
々
た
り 

天
の
衢み
ち

隠
々
乎
山
之
幽
乎　
　
　
　

隠
々
た
り 

山
の
幽

気
象
之
殊
兮
有
昼
夜
乎　
　

気
象
の
殊
な
る
や 

昼
夜
有
る
も

吾
心
所
適
兮
無
春
秋
乎　
　

吾
心
適
う
所 

春
秋
無
し
。

紅
塵
不
至
兮
白
丁
弗
遇　
　

紅
塵
至
ら
ず 

白
丁
遇
わ
ず

披
陳
編
兮
尚
友
兮
前
修　
　

陳
編
を
披ひ
ら

き
て 

前
修
を
尚
友
す
。

務
遠
心
之
害
兮　
　
　
　
　

務
め
て
心
の
害
を
遠
ざ
け

胡
憫
乎
躬
之
疾　
　
　
　
　

胡な
ん

ぞ
躬
の
疾
を
憫
ま
ん
や
。

嗟
嗟
、
履
之
无
妄＊

兮　
　
　

嗟あ

嗟あ

、
之
を
履
む
こ
と
妄
な
ら
ず

庶
幾
乎
彷
彿　
　
　
　
　
　

彷
彿
た
る
を
庶こ
い

幾ね
が

う
。

中
而
下
位
兮　
　
　
　
　
　

中
に
し
て
下
位
に
あ
り

剛
而
能
屈　
　
　
　
　
　
　

剛
に
し
て
能
く
屈
す
。

我
其
夙
夜　
　
　
　
　
　
　

我
其
れ
夙つ
と

に
夜
に

履
道
之
坦
兮　
　
　
　
　
　

道
を
履
む
こ
と
之
れ
坦
た
り
。

享
貞
之
吉　
　
　
　
　
　
　

貞
の
吉
を
享
け

優
哉
游
哉　
　
　
　
　
　
　

優
な
る
か
な 

游
な
る
か
な

聊
以
卒
歳＊

兮
度
日　
　
　
　

聊
か
以
て
歳
を
卒お

え
日
を
度わ
た

ら
ん
。

【
校
勘
】
○
浩
々
…
中
井
木
莵
麻
呂
『
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲
遺
事
』

所
収
の
「
履
軒
幽
人
伝
」
で
は
「
澔
々
」
に
作
る
。
○
妄
…
北
山

写
本
は
「
忘
」
に
誤
る
。

【
注
】○
履
之
无
妄
以
下
…『
易
経
』履
卦
九
二
爻こ
う

辞じ

に「
履
道
坦
々
、

幽
人
貞
吉（
道
を
履
む
こ
と
坦
々
、幽
人
貞
に
し
て
吉
）」と
あ
り
、

そ
の
象
伝
に
「
幽
人
貞
吉
、
中
不
自
乱
也
（
幽
人
貞
吉
と
は
、
中
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自
ら
乱
れ
ざ
る
な
り
）」
と
あ
る
。
履
軒
は
こ
れ
を
自
分
の
生
き

方
の
基
準
と
し
た
。
○
卒
歳
…
『
楚
辞
』「
九
辯
」
に
見
え
る
。

【
訳
】ひ
っ
そ
り
と
し
た
林
。
広
々
し
た
川
の
洲
。
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー

と
天
の
道
。
黒
々
と
し
た
山
の
深
み
。
様
々
な
現
象
に
よ
り
昼
夜

が
で
き
る
が
、
私
の
心
の
適
う
と
こ
ろ
に
は
春
秋
が
な
い
。
俗
事

も
至
ら
ず
仕
官
も
せ
ず
、
古
い
書
物
を
開
き
、
古
人
を
友
に
す
る
。

つ
と
め
て
心
の
害
を
遠
ざ
け
、
ど
う
し
て
我
が
身
の
病
を
憂
え
よ

う
。
あ
あ
、
道
を
踏
み
行
う
こ
と
正
し
く
、〔
完
璧
は
望
ま
ず
〕

だ
い
た
い
の
と
こ
ろ
を
目
標
に
す
る
。
中
ぐ
ら
い
で
あ
り
な
が
ら

下
位
に
お
り
、
剛つ
よ

い
が
よ
く
屈
す
。
朝
に
夕
に
坦
々
と
道
を
踏
み

行
い
、
正
し
い
吉
を
受
け
る
。〔
そ
う
し
て
〕
ゆ
っ
た
り
と
、
い

さ
さ
か
年
を
終
え
、
日
を
過
ご
そ
う
と
し
よ
う
。

【
参
考
】

「
履
軒
幽
人
伝
」（『
懐
徳
堂
水
哉
館
先
哲
遺
事
』
所
収
、
同
書
に

は
「
弊
帚
旧
稿
ニ
載
ス
」
と
言
う
）

　

幽
人
居
一
楼
、
南
北
有
牖
、
南
棚
葡
萄
延
蔓
盈
区
、
翠
光
撼
席
、

実
之
離
々
可
頫
（
フ
・
ふ
す
）
而
哺
也
。
故
命
斯
楼
曰
、
龍
珠
之

楼
。
北
牖
之
外
、
展
枝
可
踞
、
施
欄
可
倚
、
脩
竹
青
々
、
傍
欄
而

宜
上
者
数
十
竿
矣
。
扁
其
上
曰
履
、
志
其
脩
也
。
故
自
号
曰
、
履

軒
幽
人
。
性
多
病
不
喜
出
、
不
邀
客
、
終
日
兀
坐
、
図
書
著
作
之

外
、
無
復
嗜
好
也
。
読
書
又
不
能
彊
力
、
毎
未
及
倦
而
輟
、
輒
倚

梧
対
此
君
、
隠
几
眄
龍
珠
、
清
風
時
来
、
簷
鐸
鏘
然
、
幽
人
意
甚

適
也
。
若
斯
者
十
年
如
一
日
、
蓋
将
以
是
自
終
焉
者
也
。
其
所
誦

詩
曰
、

　

寥
々
乎
林
之
丘
乎
、
…

詠
史
（
史
を
詠
ず
）　
孔
安
国

＊
孔
安
国
は
、
前
漢
の
儒
者
。
孔
子
旧
宅
の
壁
か
ら
発
見
さ
れ
た
と
い
う
古

文
の
『
尚
書
』、『
論
語
』
を
献
じ
た
こ
と
で
有
名
。

漢
家
尊
礼
執
唾
壺＊　
　

漢
家 

礼
を
尊
び 

唾
壺
を
執
ら
し
め

僕
＊々

胡
遑
耻
鼎
問＊　
　

僕
々
は
胡な
ん

ぞ
鼎
問
を
耻
ず
る
に

 

遑
あ
ら
ん
や
。

祖
孫
遺
業
壁
中
簡　
　

祖
孫
の
遺
業 

壁
中
の
簡

寧
料
大
道
資
詁
訓　
　

寧い
ず
くん
ぞ
料
ら
ん
や

 

大
道 

詁
訓
を
資
け
ん
と
は
。

褒
聖＊

任
他
万
斯
年　
　

褒
聖 

任
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
他 

万
斯
年

掌
上
天
下＊

不
復
運　
　

掌
上
の
天
下 

復
び
は
運
ら
ず

【
注
】
○
執
唾
壺
…
『
漢
書
』
孝
献
帝
紀
注
が
引
く
『
漢
官
儀
』

に
「
武
帝
時
、
孔
安
国
為
侍
中
、
以
其
儒
者
、
特
聴
掌
御
唾
壺
、

朝
廷
栄
之
」
と
見
え
る
。
○
僕
々
…
煩
わ
し
い
こ
と
と
い
う
意
味
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も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
し
も
べ
、
下
々
の
者
の
意
に
解
し
た
。

○
耻
鼎
問
…
「
耻
下
問
」
と
い
う
語
を
踏
ま
え
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
論
語
』
公
冶
長
篇
で
は
「
耻
下
問
」（
下
問
を
恥
じ
る
＝
目
下
に

尋
ね
る
こ
と
を
恥
じ
る
）
こ
と
の
な
い
こ
と
が
、「
文
」
の
要
素

と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
（
原
文
「
敏
而
好
学
、
不
恥
下
問
、
是

以
謂
之
文
也
」）。「
問
鼎
軽
重
」
と
い
う
語
「
問
鼎
軽
重
」（
鼎
の

軽
重
を
問
う
）
で
、
天
下
を
窺
う
こ
と
の
意
が
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
関
係
が
な
い
と
考
え
た
。
○
褒
聖
…
孔
子
の
こ
と
。
後
世
に
贈

ら
れ
た
追
謚
の
一
つ
。
○
掌
上
天
下
…
『
孟
子
』
公
孫
丑
上
篇
に
、

儒
教
の
仁
政
を
行
え
ば
、
天
下
を
治
め
る
こ
と
は
掌
上
に
運
ら
す

よ
う
な
も
の
だ
（
簡
単
だ
）
と
言
っ
た
と
あ
る
（
原
文
「
孟
子
曰
、

「
人 

皆
有
不
忍
人
之
心
。
先
王
有
不
忍
人
之
心
、
斯
有
不
忍
人
之

政
矣
。
以
不
忍
人
之
心
、
行
不
忍
人
之
政
、
治
天
下
、
可
運
之
掌

上
」」）。

【
訳
】
漢
王
朝
は
礼
儀
を
尊
ん
で
〔
孔
安
国
に
〕
儒
者
に
皇
帝
の

痰
壺
を
管
理
さ
せ
、
下
々
の
者
は
〔
礼
儀
の
習
得
に
忙
し
く
〕、

ど
う
し
て
儀
式
の
鼎
に
つ
い
て
尋
ね
る
こ
と
を
恥
じ
て
い
る
暇
が

あ
ろ
う
か
。
？ 

祖
先
の
遺
業
で
あ
る
壁
の
中
の
木
簡
が
、
大
道

の
訓
詁
の
助
け
に
な
る
と
は
思
い
も
寄
ら
な
か
っ
た
。〔
だ
が
〕

孔
子
の
時
か
ら
万
年
経
っ
て
、
も
は
や
天
下
を
掌
上
に
運
ら
す
こ

と
は
で
き
な
い
。

題
夢
蝶
図
（
夢
蝶
図
に
題
す
）

＊
有
名
な
『
荘
子
』
の
胡
蝶
の
夢
を
題
材
と
し
た
蔀
関
月
の
画
へ
の
画
賛
。

周
之
未
夢
兮
無
蝶 

 

周
の
未い
ま

だ
夢
み
ざ
る
や
蝶
無
く

蝶
之
方
飛
兮
無
周 

 

蝶
の
方ま
さ

に
飛
ぶ
や
周
無
し
。

蝶
果
不
知
周＊

乎 
 

蝶
果
た
し
て
周
を
知
ら
ざ
る
か

嗟
周
也
既
知
蝶
之
喩＊

矣 

嗟あ
あ 

周
や
既
に
蝶
の
喩た
の

し
み
を

 

知
れ
り
。

周
自
知
其
蘧
＊々

乎 
 

周
自
ら
其
の
蘧き
ょ

々き
ょ

た
る
こ
と

即
蝶
之
栩
々 

 

即
ち
蝶
の
栩く

く々

た
る
を
知
れ
り
。

蝶
自
知
其
栩
々
乎 

 

蝶
自
ら
其
の
栩く

く々

た
る
こ
と

即
周
之
蘧
々 

 

即
ち
周
の
蘧き
ょ

々き
ょ
た
る
を
知
れ
り
。

人
病
不
知
喩
其
所
喩 

 

人 

其
の
喩た
の

し
む
所
を
喩た
の

し
む
を

 

知
ら
ざ
る
を
病
み

必
欲
喩
人
之
所
喩 

 

必
ず
人
の
喩
し
む
所
を
喩
し
ま
ん
と

 

欲
す
る
は

猶
周
之
欲
蝶
於
栩
々 

 

猶
お
周
の
蝶
の
栩く

く々

た
る
を
欲
し

而
蝶
之
欲
周
於
蘧
々 

 

蝶
の
周
の
蘧き
ょ

々き
ょ

た
る
を
欲
す
る
が

 

ご
と
し
。

【
注
】○
不
知
周
…『
荘
子
』斉
物
論
篇
原
文
に
見
え
る
。
履
軒『
荘

子
雕
題
』
は
、
こ
の
部
分
に
「『
不
知
周
』
言
蝶
不
自
知
其
身
本
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為
荘
周
也
」
と
言
う
。
○
喩
…
楽
し
み
。
こ
れ
も
『
荘
子
』
斉
物

論
篇
原
文
に
見
え
る
語
。
○
蘧き
ょ

々き
ょ

…
『
荘
子
』
斉
物
論
篇
原
文
に

見
え
る
語
。
履
軒
『
荘
子
雕
題
』
は
、「『
蘧
々
』
猶
朴
々
、
是
揚
々

之
反
、
即
与
栩
々
対
」
と
言
う
。
つ
ま
り
、「
栩く

く々

」
は
楽
し
げ

な
様
、「
蘧き
ょ

々き
ょ

」
は
気
が
晴
れ
な
い
様
。

【
現
代
語
訳
】
荘
周
が
ま
だ
夢
を
み
て
い
な
い
時
に
は
蝶
は
い
な

い
し
、
蝶
が
飛
ん
で
い
る
時
に
は
荘
周
は
い
な
い
。
蝶
は
果
た
し

て
荘
周
を
知
ら
な
い
の
だ
ろ
う
か
。〔
で
も
〕
荘
周
〔
の
方
〕
は

蝶
の
楽
し
み
を
知
っ
て
い
る
。
荘
周
は
、
自
ら
自
分
が
鬱
々
と
し

て
い
る
こ
と
は
、〔
実
は
〕
蝶
が
楽
し
げ
な
こ
と
と
同
じ
で
あ
る

こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
蝶
は
、自
ら
が
楽
し
げ
な
こ
と
は
、〔
実
は
〕

荘
周
が
鬱
々
と
し
て
い
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い

る
。
人
が
自
分
が
楽
し
む
と
こ
ろ
を
楽
し
む
こ
と
を
知
ら
な
い
こ

と
を
思
い
煩
い
、人
の
楽
し
む
と
こ
ろ
を
楽
し
も
う
と
す
る
の
は
、

荘
周
が
蝶
に
楽
し
み
を
求
め
、
蝶
が
荘
周
に
鬱
々
と
す
る
こ
と
を

求
め
る
の
と
同
じ
だ
（
適
わ
ぬ
望
み
、
あ
る
い
は
求
め
る
べ
き
で

な
い
望
み
だ
）。

【
参
考
】
履
軒
の
文
集
『
弊
帚
続
編
』
に
も
、
胡
蝶
の
夢
を
題
材

に
し
た
詩
が
以
下
の
三
首
に
見
え
る
。

題
夢
蝶
図
（
夢
蝶
図
に
題
す
）

周
之
夢
為
蝶
与＊

。
蝶
之
夢
為
周
与
。
自
千
載
之
後
観
之
、
蝶
亦
夢

也
、
周
亦
夢
也
。
栩
々
之
与
蘧
々
、
奚
択
焉
。
嚮
製
此
図
者
、
亦

已
夢
、
今
之
題
言
者
、
独
得
非
夢
邪
。
則
後
之
観
焉
者
、
遞
亦
皆

夢
已
。
嗟
乎
、
人
能
自
知
身
之
夢
、
而
不
動
於
欲
、
不

於
利
与

名
、
逍
遙
保
其
性
、
而
全
其
天
、
此
則
善
処
乎
夢
者
、
斯
之
謂
真

覚
。

　

履
軒
幽
人
夢
中
、
筆
於
華
胥
国
天
楽
楼
偸
語
欄＊

之
下
。

【
注
】
○
周
之
夢
為
蝶
与
…
『
荘
子
』
本
文
に
も
あ
る
。
○
華
胥

国
天
楽
楼
偸
語
欄
…
履
軒
は
自
分
の
居
宅
、
書
斎
、
書
斎
の
欄
干

を
こ
の
よ
う
に
名
づ
け
た
。
華
胥
国
と
は
、
黄
帝
が
夢
に
遊
ん
だ

と
さ
れ
る
古
代
の
理
想
国
で
、『
列
子
』
に
見
え
る
。
天
楽
と
は
、

『
荘
子
』
天
道
篇
の
「
与
人
和
者
、
謂
之
人
楽
。
与
天
和
者
、
謂

之
天
楽
（
人
の
和
に
与あ
ず
かる
者
、
之
を
人
楽
と
謂
い
、
天
の
和
に
与
あ
ず
か

る
者
、
之
を
天
楽
と
謂
う
）」
に
因
る
言
葉
で
、
高
い
境
地
の
楽

し
み
を
言
う
。
ま
た
、
偸
ち
ゅ
う

語ご

と
は
、
い
い
加
減
な
言
葉
。
履
軒
が

自
分
が
放
言
す
る
様
を
謙
遜
し
て
言
っ
た
も
の
。『
春
秋
左
氏
伝
』

襄
公
三
一
年
に
、
叔
孫
豹
が
趙
孟
の
死
を
予
言
し
「
趙
孟
将
死
矣
。

其
語
偸
、
不
似
民
主
（
そ
の
言
葉
が
な
お
ざ
り
で
と
て
も
君
主
の

よ
う
に
見
え
な
い
）」
と
言
っ
た
と
あ
る
こ
と
に
基
づ
く
。
履
軒

著
『
弊へ
い

帚そ
う

続ぞ
く

編へ
ん

』
に
は
、「
華
胥
国
記
」、「
天
楽
楼
記
」、「
偸
語
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欄
戒
約
」
と
い
う
文
章
が
見
え
る
。

【
書
き
下
し
文
】周
の
夢
に
蝶
と
為
る
か
。蝶
の
夢
に
周
と
為
る
か
。

千
載
の
後
よ
り
之
を
観
れ
ば
、
蝶
亦
た
夢
な
り
、
周
亦
た
夢
な
り
。

栩
々
の
蘧
々
と
、
奚い
ず

れ
か
択
ば
ん
。
嚮さ
き

に
此
の
図
を
製
す
る
者
、

亦
た
已
に
夢
な
り
、
今
の
題
言
す
る
者
、
独
り
夢
に
非
ざ
る
を
得

ん
や
。
則
ち
後
の
焉こ
れ

を
観
る
者
、
遞た
が

い
に
亦
た
皆
な
夢
の
み
。
嗟あ

乎あ

、
人
能
く
自
ら
身
の
夢
た
る
を
知
り
、
欲
に
動
か
ず
、
利
と
名

と
にい

ざ
な
われ

ず
、
逍
遙
と
し
て
其
の
性
を
保
ち
、
其
の
天
を
全
う
す

れ
ば
、
此
れ
則
ち
善
く
夢
に
処
す
る
者
に
し
て
、
斯
れ
を
之
れ
真

覚
と
謂
わ
ん
。

　

履
軒
幽
人 

夢
中
に
、
華
胥
国
天
楽
楼
偸
語
欄
の
下
に
筆
す
。

【
訳
】
荘
周
が
夢
で
蝶
に
な
っ
た
の
か
、
蝶
が
夢
で
荘
周
に
な
っ

た
の
か
。
千
年
の
後
か
ら
見
れ
ば
、
蝶
も
ま
た
夢
、
荘
周
も
ま
た

夢
で
あ
る
。
楽
し
げ
な
の
と
が
っ
か
り
し
て
い
る
の
と
、
ど
ち
ら

も
変
わ
り
は
な
い
。先
に
こ
の
図
を
作
っ
た
人
は
、す
で
に
夢（
幻
）

と
消
え
て
い
っ
た
。
今
、
題
辞
を
書
く
人
も
夢
（
幻
）
と
消
え
て

ゆ
き
、
後
に
こ
の
図
を
見
る
人
も
、
夢
（
幻
）
と
消
え
て
い
く
で

あ
ろ
う
。
あ
あ
、
人
が
自
分
の
身
が
夢
（
幻
）
で
あ
る
こ
と
を
知

り
、
欲
に
動
か
さ
れ
ず
、
名
利
の
誘
惑
を
受
け
ず
、
悠
然
と
養
生

し
、
そ
の
天
性
を
全
う
で
き
れ
ば
、
こ
れ
が
す
な
わ
ち
夢
に
よ
く

対
処
す
る
す
る
者
で
あ
り
、
こ
れ
を
真
覚
（
本
当
に
覚
め
て
い
る

者
）
と
い
う
の
だ
。

　

履
軒
幽
人
が
夢
の
中
で
、華
胥
国
天
楽
楼
偸
語
欄
の
も
と
で
記
す
。

【
解
説
】
荘
子
よ
り
さ
ら
に
高
み
に
立
ち
、
す
べ
て
は
夢
で
あ
る

と
い
う
。

題
夢
蝶
図
（
夢
蝶
図
に
題
す
）

周
之
覚
之
蘧
々
、
而
羨
蝶
之
夢
之
栩
々
、
其
亦
有
味
哉
。
夫
転
世

輪
廻
、
苟
信
有
焉
、
吾
願
従
事
焉
。
如
牛
之
臥
嚼
草
、
鶴
之
舞
于

天
、
夏
魚
之
浮
游
、
秋
虫
之
悲
吟
、
可
羨
者
亦
多
矣
。
夫
畏
転
輪

者
、
不
知
何
悲
。

【
書
き
下
し
文
】
周
の
覚
む
る
や
蘧
々
た
り
て
、
蝶
の
夢
の
栩
々

た
る
を
羨
む
は
、
其
れ
亦
た
味
有
る
か
な
。
夫
れ
転
世
輪
廻
、

苟い
や
し
く
ま
こ
と

も
信
に
焉こ
れ

有
れ
ば
、
吾 

焉こ
れ

に
従
事
せ
ん
こ
と
を
願
う
。
牛
の

臥
し
て
草
を
嚼
み
、
鶴
の
天
に
舞
い
、
夏
魚
の
浮
游
し
、
秋
虫
の

悲
吟
す
る
が
如
き
、
羨
む
べ
き
者
亦
た
多
し
。
夫
れ
転
輪
を
畏
る

る
者
、
何
を
悲
し
む
か
を
知
ら
ず
。

【
訳
】
荘
周
が
覚
め
て
い
る
時
に
は
が
っ
か
り
し
て
い
て
、
蝶
が

夢
で
楽
し
げ
な
こ
と
を
羨
む
の
は
、
ま
た
味
が
あ
る
こ
と
だ
。
本
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当
に
輪
廻
転
生
と
い
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
私
は
ぜ
ひ
体
験
し
た
い

も
の
だ
。
牛
が
寝
転
が
っ
て
草
を
噛
ん
だ
り
、
鶴
が
天
に
舞
っ
た

り
、
夏
の
魚
が
遊
泳
し
た
り
、
秋
の
虫
が
鳴
い
た
り
な
ど
、
羨
む

べ
き
も
の
は
多
い
。
輪
廻
転
生
を
畏
れ
る
者
は
何
を
悲
し
ん
で
い

る
の
か
理
解
で
き
な
い
。

【
解
説
】
仏
教
で
は
苦
し
み
と
見
る
輪
廻
を
、
相
対
的
視
点
か
ら

ま
た
よ
し
と
し
、
動
物
と
な
る
の
も
よ
い
で
は
な
い
か
と
言
う
。

題
画
蝶
（
画
蝶
に
題
す
）

栩
々
然
、
蝶
之
楽
也
至
矣
。
豈
吾
精
魂
所
化
耶
。
抑
千
載
之
前
、

荘
周
所
化
、
儼
然
猶
存
于
今
耶
。
酔
中
夢
思
朦
朧
、
不
能
辨
是
非
、

且
録
此
、
以
問
於
観
者
。

【
書
き
下
し
文
】
栩
々
然
と
し
て
、
蝶
の
楽
し
み
や
至
れ
り
。
豈

に
吾
が
精
魂
化
す
る
所
な
ら
ん
や
。
抑そ
も
そ
も
千
載
の
前
、
荘
周 

化

す
る
所
、
儼
然
と
し
て
猶
お
今
に
存
す
る
や
。
酔
中 

夢
思
朦
朧

と
し
、
是
非
を
辨
ず
る
能
わ
ざ
れ
ば
、
且し
ば
らく
此
に
録
し
、
以
て
観

者
に
問
う
。

【
訳
】
栩
々
と
し
て
、
蝶
の
楽
し
み
は
極
ま
っ
て
い
る
。
も
し
や
、

私
の
精
神
が
化
し
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
千
年
前

に
、
荘
周
が
化
し
た
と
こ
ろ
が
厳
然
と
し
て
今
も
存
在
す
る
の
だ

ろ
う
か
。
酔
っ
ぱ
ら
い
夢
う
つ
つ
の
状
態
で
、
是
非
の
判
断
が
で

き
な
い
の
で
、
と
り
あ
え
ず
こ
こ
に
記
録
し
て
、
見
る
人
に
問
い

た
い
。

【
解
説
】
こ
こ
で
は
、
蝶
の
楽
し
み
は
私
の
楽
し
み
か
、
あ
る
い

は
荘
周
の
思
い
が
残
っ
て
い
る
の
か
と
嘯
く
。
先
の
詩
で
は
、
現

実
が
夢
（
幻
）
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
履
軒
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
、
む
し
ろ
、
時
代
を
超
越
し
た
精
神
の
永
遠
性
を
詠
っ

て
い
る
か
よ
う
で
あ
る
。

　

以
上
、
履
軒
は
「
栩
々
」「
蘧
々
」（
う
れ
し
い
感
情
と
悲
し
い

感
情
）と
い
う
言
葉
を
多
く
取
り
上
げ
て
い
る
。「
蘧
々
」を「
栩
々
」

と
対
に
し
、
鬱
々
た
る
状
態
を
い
う
と
す
る
の
は
一
般
的
訓
詁
で

は
な
い
（
成
玄
英
疏
に
は
「
驚
動
之
貌
」
と
言
う
。
履
軒
が
雕
題

を
付
け
て
い
る
林
希
逸
『
荘
子
鬳
斎
口
義
』
は
「
僵
直
之
貌
」
と

言
う
。
こ
こ
の
注
釈
で
は
な
い
が
『
韻
会
』
に
は
「
蘧
々
」
は
「
自

得
之
貌
」
と
あ
る
（
履
軒
と
全
く
逆
））。
そ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
対
に

解
釈
し
、
こ
の
一
節
は
幸
福
感
が
云
々
し
た
も
の
と
と
ら
え
る
点

に
履
軒
の
特
徴
が
あ
る
。
や
や
強
引
だ
と
言
え
る
が
、
履
軒
の
特

徴
（
世
俗
的
幸
不
幸
か
ら
解
放
さ
れ
た
い
？
）
が
よ
く
表
れ
た
箇

所
と
言
え
よ
う
（
拙
稿
「
中
井
履
軒
の
老
荘
観
」
の
末
尾
近
く
「
履
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軒
の
思
想
が
表
れ
た
部
分
」
の
履
軒
の
人
生
に
対
す
る
考
え
を
参

照
さ
れ
た
い
）。

【
参
考
】
画
に
関
す
る
情
報

　

履
軒
の
孫
の
『
並
河
寒
泉
遺
稿
』
巻
八
（
丁
巳
稿
（
安
政
四
年
）

一
ノ
上
、
第
八
）
二
十
五
葉
「
安
政
丁
巳
仲
冬
」
に
「
書
幽
人
先

生
賛
荘
周
画
幅
匣
陰
」
と
い
う
文
章
が
あ
る
（
注
）。
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
蔀
関
月
（
一
七
四
七
～
一
七
九
七
）
の
画
に
履
軒
が
賛
を

付
け
た
も
の
と
言
う
。
題
名
か
ら
す
る
と
「
題
夢
蝶
図
」
な
の
で

あ
ろ
う
。

（
注
）
原
文
「
荘
生
夢
蝶
図
、
関
月
蔀
氏
画
之
、
幽
人
先
生
賛
之
。
賛
辞
収
在

先
生
『
弊
帚
』
中
、
其
賛
辞
蓋
是
幅
而
成
焉
者
、
可
珍
襲
焉
。
嘗
聞
斯
幅
也
、

丹
丘
醸
家
某
氏
所
蔵
、
今
也
転
為
他
家
之
蔵
、
是
亦
荘
生
夢
蝶
妄
幻
之
所

以
験
也
与
。
噫
」。

　

蔀
関
月
に
つ
い
て
は
、
高
松
良
幸
「
蔀
関
月
の
画
業―

懐
徳
堂

と
の
交
流
を
中
心
に
」（『
フ
ィ
ロ
カ
リ
ア
』
十
一
号
、
大
阪
大
学

文
学
部
美
学
科
、
一
九
九
四
年
）
が
詳
し
い
。
同
稿
で
は
、
蔀
関

月
が
一
七
八
三
年
か
ら
一
七
九
二
年
ま
で
懐
徳
堂
に
住
ん
だ
こ
と

や
、
そ
の
画
に
竹
山
や
履
軒
の
賛
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
荘
生
夢
蝶
図
」
に
つ
い
て
は
言
及
さ

れ
て
い
な
い
。

　

竹
山
が
賛
を
着
け
た
蔀
関
月
の
画
に
は
確
認
で
き
る
も
の
は
以

下
の
よ
う
で
あ
る
。
一
つ
は
、「
海
楼
之
図
」（『
関
西
大
学
所
蔵

大
坂
画
壇
目
録
』
一
二
九
頁
）
の
「
巋
矣
城
楼
、
煥
矣
丹
青
、
滄

溟
万
里
、
坐
我
洞
庭
（
竹
山
居
士
題
）」
と
い
う
も
の
で
、『
奠
陰

集
（
詩
集
）』
巻
三
（
影
印
本
三
一
一
頁
）
に
「
岳
陽
楼
図
賛
」

と
し
て
見
え
る
。
も
う
一
つ
は
、
蔀
関
月
筆
、
中
井
竹
山
賛
「
春

山
花
見
図
」（
大
阪
大
学
懐
徳
堂
文
庫
蔵121 042 001

、
平
成
十

年
購
入
、『
懐
徳
』
六
七
彙
報
に
紹
介
あ
り
）
で
あ
る
。

観
青
赤
二
神
相
撲
図
、
戯
題

　
（
青
赤
二
神
相
撲
図
を
観
、
戯
れ
に
題
す
）

＊
画
賛
。
ど
の
よ
う
な
画
で
あ
っ
た
か
は
未
詳
。
博
雅
の
士
の
ご
教
示
を
仰

ぎ
た
い
。

赤
者
南
極
之
老＊

耶　
　

赤
は
南
極
の
老
か

青
者
東
帝＊

之
使
乎　
　

青
は
東
帝
の
使
い
か

争＊

霊
功
兮＊

不
相
下＊　
　

霊
功
を
争
い
て
相
い
下
ら
ず

卜＊

贏
兮＊

一
場
戯　
　
　

贏か

ち
を
卜う
ら
なう 

一
場
の
戯

【
校
勘
】
○
争
…
「
救
済
」
を
見
せ
消
ち
。
○
兮
…
「
争
」
を
見

せ
消
ち
。
○
相
下
…
「
決
」
を
見
せ
消
ち
。
○
卜
…
「
輸
」
を
見
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せ
消
ち
。
○
兮
…
「
枉
付
」（
？
）
を
見
せ
消
ち
。

【
注
】
○
南
極
之
老
…
七
福
神
の
中
の
寿
老
人
の
こ
と
を
南
極
老

人
と
も
言
う
。
○
東
帝
…
未
詳
。

【
訳
】
赤
い
方
は
南
極
老
人
（
寿
老
人
）
で
あ
ろ
う
か
。
青
い
方

は
東
帝
？
の
使
い
で
あ
ろ
う
か
。
霊
功
を
争
っ
て
相
い
下
ら
ず
、

雌
雄
を
決
せ
ん
と
一
試
合
交
え
る
。

壻
語
婦
（
壻む
こ 

婦つ
ま

に
語
る
）
二
首

＊
婿
が
嫁
に
語
る
詩
。
履
軒
は
、
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
に
革
嶋
み
わ

を
娶
っ
て
い
る
。
こ
の
詩
は
、
配
列
順
か
ら
す
る
と
、
そ
れ
よ
り
以
前
に

書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

貯
爾
無
金
屋　
　

爾な
ん
じを
貯
う
る
に
金
屋
無
く

紙
窓
任
爾
補　
　

紙
窓 

爾な
ん
じの
補
う
に
任
す
。

借
問
鮑
宣
妻＊　
　

借
問
す 

鮑
宣
の
妻

有
短
布
裳
無　
　

短
き
布
裳
有
り
や
無
し
や
、
と
。

伯
姒
爾
兄
姊　
　

伯
姒
は
爾な
ん
じの
兄
姊
に
し
て

阿
姑
爾
阿
母　
　

阿
姑
は
爾な
ん
じの
阿
母
な
り
。

我
短
向
他
説　
　

我
の
短
は 

他
に
向
か
い
て
説
く
も

向
我
莫
説
他　
　

我
に
向
か
い
て
は 

他
を
説
く
莫
か
れ
。

【
注
】
○
鮑
宣
妻
…
桓
少
君
。
裕
福
な
出
身
で
あ
っ
た
が
、
自
ら

進
ん
で
貧
し
く
し
て
贅
沢
を
好
ま
な
い
夫
に
従
い
、
賢
婦
と
し
て

称
え
ら
れ
た
と
言
う
。『
後
漢
書
』
鮑
宣
妻
伝
に
短
い
衣
裳
を
着

た
（「
著
短
布
裳
」）
と
あ
る
。

【
現
代
語
訳
】
お
前
を
住
ま
わ
せ
る
の
に
立
派
な
屋
敷
も
な
く
、

障
子
は
お
前
が
繕
う
に
任
せ
る
。
ち
ょ
っ
と
お
尋
ね
す
る
、
鮑
宣

の
妻
よ
、短
い
衣
裳
は
あ
る
か（
貧
乏
の
覚
悟
は
で
き
て
い
る
か
）。

　

義
理
の
姉
も
お
前
の
実
の
姉
だ
、
姑
は
お
前
の
実
の
母
だ
。
私

の
短
所
は
彼
ら
に
告
げ
て
も
よ
い
が
、
彼
ら
の
短
所
は
私
に
告
げ

る
な
。

小
婦
釣
魚
（
小
婦 

魚
を
釣
る
）

＊
釣
り
に
慣
れ
な
い
若
い
娘
が
青
年
に
助
け
を
求
め
る
様
子
を
詠
っ
た
詩
。

未
慣
釣
魚
術　
　

未
だ
釣
魚
の
術
に
慣
れ
ず

鈎
餌
倩
郎
理　
　

鈎
餌
は
倩
郎
が
理お
さ

む
。

更
請
釣
出
時　
　

更
に
請
う
、
釣
り
出
だ
す
時

為
儂
卸
魚
鰓　
　

儂わ
れ

の
為
に
魚ぎ
ょ

鰓さ
い

を
卸
せ
と
。
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【
訳
】
ま
だ
釣
り
に
は
慣
れ
ず
、
エ
サ
や
釣
鉤
は
若
者
任
せ
。
そ

の
上
さ
ら
に
、
釣
り
上
げ
た
時
に
は
私
の
た
め
に
鰓
か
ら
針
を
外

し
て
ち
ょ
う
だ
い
と
お
ね
だ
り
す
る
。

霜
葉

＊
霜
葉
は
紅
葉
の
こ
と
。

喚
霜
染
我
衣　
　

霜
を
喚よ

び
て 

我
が
衣
を
染
め

呵
風
戒
我
駕　
　

風
を
呵し
か

り
て 
我
が
駕
を
戒
む
。

料
知
草
玄＊

人　
　

料
り
知
る 

草
玄
の
人
の

奇
字＊

待
我
写　
　

奇
字 

我
が
写
す
を
待
つ
を
。

【
注
】
○
草
玄
…
漢
の
楊
雄
作
の
『
太
玄
経
』
の
別
名
。
後
、
世

事
か
ら
離
れ
て
著
述
に
専
念
す
る
こ
と
を
言
う
。
○
奇
字
…
『
漢

書
』
芸
文
志
に
書
体
の
一
つ
と
し
て
見
え
る
が
、
こ
こ
で
は
、
奇

な
る
字
、
あ
る
い
は
文
章
と
解
し
た
。

【
訳
】
霜
を
喚
ん
で
私
の
衣
を
染
め
、
風
を
し
か
っ
て
私
が
舞
い

上
が
る
の
を
押
さ
え
る
。
お
そ
ら
く
、風
流
人
が
妙
な
る
文
字（
文

章
）（
紅
葉
が
美
し
い
文
を
な
す
こ
と
を
喩
え
る
か
）
を
私
が
書

く
の
を
待
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

擬
唐
詩
（
唐
詩
に
擬
す
）

＊
【
解
説
】
を
参
照
さ
れ
た
い
。

人
言
生
男
好　
　

人
は
男
を
生
む
は
好
し
と
言
う
も

争
知
父
母
情　
　

争い
か

で
か
父
母
の
情
を
知
ら
ん
や
。

生
女
不
下
堂　
　

女
を
生
め
ば
堂
を
下
さ
れ
ざ
る
も

生
男
向
辺
城　
　

男
を
生
め
ば
辺
城
に
向
か
う
。

【
訳
】
人
は
男
を
生
む
の
が
よ
い
と
言
う
が
、
ど
う
し
て
、
父
母

の
情
を
知
り
え
よ
う
か
。
女
を
生
ん
で
も
離
縁
は
さ
れ
な
い
が

（
？
）、
男
を
生
め
ば
辺
疆
の
城
に
向
か
う
こ
と
に
な
る
。

【
解
説
】
息
子
を
生
む
よ
り
も
娘
を
生
む
方
が
良
い
と
詠
う
唐
詩

に
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

・ 

杜
甫
「
兵
車
行
」「
信
知
生
男
悪
、
反
是
生
女
好
。
生
女
猶
得

嫁
比
隣
、
生
男
埋
没
随
百
草
。」

・
白
居
易
「
長
恨
歌
」「
遂
令
天
下
父
母
心
、
不
重
生
男
重
生
女
。」

周
道
有
松

＊『
詩
経
』風
の
四
言
詩
で
讃
岐
の
良
医
尾
池
恭
菴
の
長
寿
を
祝
す
。
竹
山『
奠

陰
集
（
詩
集
）』
巻
二
に
「
寿
恭
菴
医
士
六
袠
詞
二
闋
」（
影
印
本
二
九
三
頁
）

が
あ
る
。
履
軒
の
詩
も
同
じ
時
（
竹
山
は
吉
野
行
（
宝
暦
十
三
年
（
一
七
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六
三
））
の
頃
）
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
恭
菴
の
還
暦
を
祝
う
詩
な
の
で
あ

ろ
う
。
讃
岐
は
、
懐
徳
堂
初
代
学
主
の
三
宅
石
庵
が
四
年
滞
在
し
た
こ
と

も
あ
り
、
懐
徳
堂
と
繋
が
り
が
あ
っ
た
。

周
道
有
松
、
寿
尾
池
恭
菴
也
。
恭
菴
、
讃
之
良
医
、
邦
人
仰
之
如

神
。
故
詩
人
賦
此
、
使
讃
人
歌
以
送
觴
。

「
周
道
有
松
」
は
、
尾
池
恭
菴
を
寿こ
と
ほ
ぐ
な
り
。
恭
菴
、
讃
の
良
医

に
し
て
、邦
人
之
を
仰
ぐ
こ
と
神
の
如
し
。
故
に
詩
人
此
を
賦
し
、

讃
人
を
し
て
歌
い
て
以
て
觴
さ
か
ず
きを
送
ら
し
む
。

周
道＊

有
松　
　
　

周
道 

松
有
り

其
陰
翳
　々
　
　

其
の
陰 

翳
々
。

君
子
寿
考＊　
　
　

君
子 

寿
考
し

靡
勩
我
思　
　
　

我
が
思
い
を
勩つ
か

る
靡な

か
れ
。

周
道
有
松　
　
　

周
道 

松
有
り

翳
々
其
陰　
　
　

翳
々
た
り 

其
の
陰
。

君
子
豈
楽　
　
　

君
子 

豈が
い

楽ら
く

し

実
慰
我
心　
　
　

実
に
我
が
心
を
慰
む
。

周
道
有
松　
　
　

周
道 

松
有
り

可
以
留
連　
　
　

以
て
留
連
す
べ
し
。

彼
其
之
子　
　
　

彼
れ
其
の
子

邦
之
司
命　
　
　

邦
の
司
命
。

我
有
父
母　
　
　

我
に
父
母
有
り

我
有
稲
梁　
　
　

我
に
稲
梁
有
り
。

君
子
之
光　
　
　

君
子
の
光

俾
我
能
養　
　
　

我
を
し
て
能
く
養
わ
し
む
。

我
有
子
兮　
　
　

我 

子
有
り

我
有
孫
兮　
　
　

我 

孫
有
り
。

君
子
有
祉　
　
　

君
子
祉
さ
い
わ
い有
り

庶
幾
靡
患　
　
　

患
い
靡な

き
に
庶ち

幾か

し
。

父
母
生
我　
　
　

父
母 

我
を
生
み

誰
俾
我
寿　
　
　

誰
か
我
を
し
て 

寿
い
の
ち
な
がか
ら
し
む
。

欲
報
之
徳　
　
　

之
が
徳
に
報
い
ん
と
欲
し
て

我
心
悠
　々
　
　

我
心
悠
々
た
り
。

春
酒
在
瓶　
　
　

春
の
酒
は
瓶
に
在
り

嘉
肴
在
俎　
　
　

嘉
き
肴
は
俎
ま
な
い
たに
在
り
。

酌
言＊

献
之　
　
　

酌
み
て
之
を
献
じ
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以
永
厥
祜　
　
　

以
て
厥そ

の
祜
さ
い
わ
いを
永
く
す
。

春
酒
盈
瓶　
　
　

春
の
酒
は
瓶
に
盈み

ち

穠
花
盈
庭　
　
　

穠し
げ

れ
る
花
は
庭
に
盈み

つ
。

且
歌
且
舞　
　
　

且
つ
歌
い
且
つ
舞
う

君
子
之
堂　
　
　

君
子
の
堂
。

黄
髪
台
背＊　
　
　

黄
髪
台
背
を

毋
謂
一
家
之
慶　

一
家
の
慶
び
と
謂
う
毋
か
れ
。

祈
爾
永
年　
　
　

爾
が
永
年
を
祈
る
は

維
百
里＊

之
寿
星　

維
だ
百
里
の
寿
星
な
れ
ば
な
り
。

　
　

周
道
有
松
、
九
章
章
四
句

【
注
】
○
周
道
…
『
詩
経
』「
小
雅
」「
四
牡
」
な
ど
に
見
え
る
。
大

き
な
路
の
意
。
○
寿
考
…
長
生
き
の
意
。『
詩
経
』「
大
雅
」「
行
葦
」

に
見
え
る
。
○
酌
言
…
言
は
助
字
。
酌
言
は
、『
詩
経
』「
小
雅
」「
瓠

葉
」
に
見
え
る
。
○
台
背
…
し
み
肌
。『
詩
経
』「
大
雅
」「
行
葦
」

に
見
え
る
。
○
百
里
…
方
百
里
の
地
。
転
じ
て
一
県
の
地
。

【
訳
】

大
き
な
路
に
松
が
あ
り
、
そ
の
陰
は
深
々
と
し
て
い
ま
す
。
君
子

が
長
生
き
な
さ
れ
、
私
は
安
心
し
て
い
ら
れ
ま
す
。

大
き
な
路
に
松
が
あ
り
、
深
々
と
し
て
い
ま
す
、
そ
の
陰
は
。
君

子
が
お
楽
し
み
あ
そ
ば
さ
れ
、
私
の
心
は
慰
め
ら
れ
ま
す
。

大
き
な
路
に
松
が
あ
り
、
引
き
留
め
ら
れ
ま
す
。
あ
な
た
、
そ
の

人
は
、
国
の
重
要
な
救
い
主
で
す
。

私
に
父
母
が
お
り
、食
べ
物
も
あ
り
ま
す
。
君
子
の
お
光
に
よ
り
、

私
は
養
生
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
に
子
が
お
り
、
孫
が
お
り
ま
す
。〔
こ
れ
も
〕
君
子
の
お
恵
み

の
お
陰
で
、
ほ
と
ん
ど
患
い
が
あ
り
ま
せ
ん
。

父
母
は
私
を
生
み
、
誰
が
私
を
長
生
き
さ
せ
る
の
で
し
ょ
う
。
こ

の
ご
恩
に
報
い
よ
う
と
し
て
、
私
の
心
は
思
い
悩
み
ま
す
。

春
の
酒
は
瓶
に
あ
り
、
お
い
し
い
肴
は
俎
ま
な
い
たの
上
に
あ
り
ま
す
。
こ

こ
に
こ
れ
ら
を
献
上
し
て
、
そ
の
幸
せ
が
長
く
続
く
よ
う
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

春
の
酒
は
瓶
に
満
ち
、
咲
き
誇
る
花
は
庭
に
溢
れ
て
い
ま
す
。
歌

い
か
つ
踊
り
ま
す
、
君
子
の
屋
敷
で
。

長
寿
を
全
う
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
一
家
の
慶
び
と
言
わ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
あ
な
た
の
長
寿
を
祈
る
の
は
、
国
全
体
の
長
寿
星
だ
か

ら
な
の
で
す
。

幽
情
賦

＊
こ
れ
も
履
軒
が
自
ら
の
生
き
方
を
宣
言
し
た
詩
と
し
て
重
要
。
な
お
、「
幽
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情
」
と
い
う
語
は
、
班
固
『
西
都
賦
』
に
見
え
る
。

　

履
軒
幽
人
独
坐
読
書
。
思
方
濃
、
有
客
来
勧
其
仕
。
幽
人
仰
而

笑
、
俯
弗
答
。
客
弗
懌
、
援
古
談
今
、
問
難
旁
午＊

。
幽
人
竟
不
有

所
答
焉
。
援
笔
作
幽
情
賦
、
以
寓
意
。
客
受
読
焉
、
怡
然
若
有
領

意
、
盛
諸
懐
而
去
。
其
辞
曰
、

　

履
軒
幽
人
独
り
坐
し
読
書
す
。
思
い
方ま
さ

に
濃
た
け
な
わに
し
て
、
客
有
り

来
た
り
て
其
の
仕
う
る
を
勧
む
。
幽
人
仰
ぎ
て
笑
い
、
俯
し
て
答

え
ず
。
客
懌よ
ろ
こば
ず
、
古
を
援
き
今
を
談
じ
、
問
難
す
る
こ
と
旁ぼ
う

午ご

た
り
。
幽
人
竟つ
い

に
答
う
る
所
有
ら
ず
。
笔ふ
で

を
援
き
て
幽
情
の
賦
を

作
り
、
以
て
意
を
寓
す
。
客 

受
け
て
読
み
、
怡
然
と
し
て
意
を
領さ
と

る
所
有
る
が
若
く
、
諸こ
れ

を
懐
に
盛
り
て
去
る
。
其
の
辞
に
曰
く
、

春
日
遅
遅＊　
　
　
　
　
　

春
日 

遅
遅
た
り

鳥
鳴
喈
喈　
　
　
　
　
　

鳥 

鳴
く
こ
と 

喈か
い

喈か
い

た
り
。

春
去
在
昨　
　
　
　
　
　

春 

去
る
こ
と 

昨
に
在
り

忽
諸
又
来　
　
　
　
　
　

忽
ち
諸こ
れ

又
来
た
る

四
序
之
循
環
兮　
　
　
　

四
序
の
循
環
す
る
や

紛
轇
轇
其
如
馳　
　
　
　

紛
轇こ
う

々こ
う
と
し
て
其
れ
馳
せ
る
が
如
し
。

感
我
生
之
易
邁　
　
　
　

我
が
生
の
邁す

ぎ
易
き
に
感
じ

思
昔
人
兮
流
涕　
　
　
　

昔
の
人
を
思
い
て
涕
を
流
す
。

嚱
嘻
、
皇
考
之
愛
我＊　
　

嚱あ

嘻あ

、
皇
考
の
我
を
愛
す
る
や

誨
我
兮
自
夫
未
有
知　
　

我
を
誨お
し

う
る
に
夫か

の
未
だ 

知
有
ら
ざ
る

 

よ
り
す
。

言
則
以
愈　
　
　
　
　
　

言
は
則
ち
以
て
愈な
お

し

食
則
以
右　
　
　
　
　
　

食
は
則
ち
以
て
右
に
す
。

維
方
齠
齓＊　
　
　
　
　
　

維こ

れ
齠
ち
ゅ
う

齓し
ん

す
る
に
方あ
た

り

載
就
師
氏＊　
　
　
　
　
　

載す
な
わち
師
氏
に
就
く
（
就
か
し
む
？
）。

容
止
是
修　
　
　
　
　
　

容
止
は
是
れ
修
め

組
紃
麻
枲＊　
　
　
　
　
　

紃じ
ゅ
んを
組
み
麻ま

枲し

と
り

習
劉
向
之
伝＊　
　
　
　
　

劉
向
の
伝
を
習
い

誦
班
氏
之
誡＊　
　
　
　
　

班
氏
の
誡
め
を
誦
す
。

素
心
洵
其
為
矢　
　
　
　

素
心
洵ま
こ
とに
其
れ
矢ち
か

い
を
為
し

指
古
人
兮
自
期　
　
　
　

古
人
を
指
し
て
自
ら
期
す
。

胡
我
之
不
揚
兮　
　
　
　

胡な
ん

ぞ
我
の
揚
が
ら
ず

乏
玉
容
与
壞
姿　
　
　
　

玉
容
と
壞
姿
と
に
乏
し
き
や
。

幸
無
贅
瘤＊

懸
於
頥　
　
　

幸
い
に
贅
瘤
の
頥
に
懸
か
る
無
く

庶
幾
修
飾
以
潔
思　
　
　

修
飾
し
以
て
思
い
を
潔き
よ

く
せ
ん
こ
と
を

 

庶こ
い

幾ね
が

う
。

愧
夫
粉
墨
也
乱
真　
　
　

夫か

の
粉
墨
の
真
を
乱
す
を
愧
じ

羞
於
妖
妍
之
嫵
媚　
　
　

妖
妍
の
嫵
媚
の
厖ぼ
う

雑さ
つ

を
服
し
て

服
厖
雑
兮
不
衷　
　
　
　

衷
な
ら
ざ
る
を
羞
ず
。

鑑
於
詩
人
之
刺　
　
　
　

詩
人
の
刺い
さ

め
に
鑑
み
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介
然
而
自
守　
　
　
　
　

介
然
と
し
て
自
ら
守
り

維
以
与
世
違　
　
　
　
　

維
れ
以
て
世
と
違た
が

う
。

春
日
遅
遅　
　
　
　
　
　

春
日 

遅
遅
た
り

鳥
鳴
喈
喈　
　
　
　
　
　

鳥 

鳴
く
こ
と 

喈か
い

喈か
い

た
り
。

含
哺
而
反　
　
　
　
　
　

哺
を
含
ん
で
反
り

将
雛
而
飛　
　
　
　
　
　

将
に
雛
た
り
て
飛
ば
ん
と
す
。

草
木
綺
其
栄
茂　
　
　
　

草
木 

綺
と
し
て
其
れ
栄
茂
し

発
芬
芳
乎
清
墀　
　
　
　

芬
芳
を
清せ
い

墀ち

に
発
す
。

万
物
得
其
情　
　
　
　
　

万
物 
其
の
情
を
得

欣
々
其
相
嬉　
　
　
　
　

欣
々
と
し
て 
其
れ
相
い
嬉
ぶ
。

維
我
之
独
矣　
　
　
　
　

維
れ 

我
之
れ
独
り
な
り

誰
与
而
展
懐　
　
　
　
　

誰
と
与と
も

に
懐お
も

い
を
展の

べ
ん
。

当
冷
風
而
奏
梳マ
マ（
疏
？
）　

冷
風
に
当
た
り
て 

奏
梳マ
マ

（
疏
？
）
し

髪
鬖
々
兮
長
垂　
　
　
　

髪
鬖さ
ん

々さ
ん

と
し
て
長
く
垂
る
。

臨
清
漣
而
靧
面　
　
　
　

清
漣
に
臨
み
て 

面
を
靧あ
ら

い

素
顔
映
而
相
視　
　
　
　

素
顔 

映
じ
て 

相
い
視
る
。

曳
朱
裾
而
襲
素
衣　
　
　

朱
裾
を
曳
き
て 

素
衣
を
襲き

佩
芳
蕙
兮
簪
花
枝　
　
　

芳
蕙
を
佩
び
て 

花
枝
を
簪
と
す
。

賦
窈
窕
兮
托
興＊　
　
　
　

窈
窕
を
賦
し 

興
を
托
し

撫
錦
瑟
以
写
思　
　
　
　

錦
瑟
を
撫
し
て 

以
て
思
い
を
写も
ち

す
。

景
翳
々
漸
以
傾　
　
　
　

景か
げ

翳
々
と
し
て 

漸
く
以
て
傾
き

鳥
声
喧
而
帰
棲　
　
　
　

鳥
声
喧
か
ま
び
すし
く
し
て
棲す
み
かに
帰
る
。

思
断
続
而
弗
接　
　
　
　

思
い 

断
続
し
て
接つ
な
がら
ず

魂
迷
朦
其
如
疲　
　
　
　

魂 

迷
朦
し
て
其
れ
疲
る
る
が
如
し
。

天
黯
淡
而
弗
辨　
　
　
　

天 

黯
淡
と
し
て
辨
ぜ
ず

心
鬱
陶
其
傷
悲　
　
　
　

心 

鬱
陶
し
て 

其
れ
傷
悲
す
。

就
角
枕
而
憩
息　
　
　
　

角
枕
に
就
き
て 

憩
息
す
れ
ど
も

耿
々
兮
不
成
寐　
　
　
　

耿
々
と
し
て 

寐ね
む

り
を
成
さ
ず
。

推
衾
而
起
以
坐　
　
　
　

衾ふ
す
まを
推
し
て 

起
き
て
以
て
坐
し

聊
整
衣
而
蹇
帷　
　
　
　

聊
か
衣
を
整
え
て 

帷と
ば
りを
蹇か
か

げ
れ
ば

月
娟
々
懸
乎
樹
端　
　
　

月
娟
々
と
し
て 

樹
端
に
懸
か
る
。

帯
唐
棣
之
瑶
枝　
　
　
　

唐と
う

棣て
い

の
瑶
枝
を
帯
び

光
璨
々
入
我
懐　
　
　
　

光
璨
々
と
し
て 

我
が
懐
に
入
り

気
凄
々
徹
乎
肌　
　
　
　

気
凄
々
と
し
て 

肌
に
徹
す
。

歎
貞
操
之
無
儔　
　
　
　

貞
操
の
儔
と
も
が
ら無
き
を
歎
き

悼
歳
月
之
徒
逝　
　
　
　

歳
月
の
徒
ら
に
逝
く
を
悼
む
。

嗟
夫
、
世
之
昧
昧
兮　
　

嗟あ

夫あ

、
世
の
昧
昧
た
る
や
。

淫
辟
日
以
熾　
　
　
　
　

淫い
ん

辟ぺ
き 

日
々
以
て
熾さ
か

ん
に

嘉
冶
容
之
虚
飾　
　
　
　

冶や

容よ
う

の
虚
飾
を
嘉
み
す
。

棄
中
情＊

之
貞
思　
　
　
　

中
情
の
貞
思
を
棄
て

汨
蕩
々
乎
無
所
戻
止　
　

汨こ
つ

蕩
々
と
し
て 

戻
止
す
る
所
無
し
。

夫
天
倫
之
炳
如　
　
　
　

夫
れ 

天
倫
の
炳
如
た
る

我
胡
為
乎
廃
之　
　
　
　

我 

胡な
ん

ぞ
之
を
廃
す
る
を
為
さ
ん
。
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輝
章
甫
於
越
郷　
　
　
　

章
甫
を
越
郷
に
輝
か
せ
れ
ば

烏
知
我
之
匪
戻　
　
　
　

烏い
ず
くん
ぞ
我
の
戻
ら
ざ
る
を
知
ら
ん
。

毀
玉
而
為
瓦　
　
　
　
　

玉
を
毀
ち
て
瓦
と
為
す
は

心
寧
忍
為
之　
　
　
　
　

心
寧な
ん

ぞ
之
を
為
す
に
忍
び
ん
。

噫
、
伯
鸞＊

弗
再
矣　
　
　

噫あ
あ

、
伯
鸞
再
び
し
て

欽
徳
輝
于
千
載　
　
　
　

欽
徳
千
載
に
輝
か
ず
。

維
我
其
無
所
遇
矣　
　
　

維た

だ
我
其
れ
遇
う
所
無
し

寧
幽
独
兮
守
素
志　
　
　

寧む
し

ろ
幽
独
し
て
素
志
を
守
ら
ん
。

【
校
勘
】
○
愛
我
…
「
愛
乎
我
」
の
「
乎
」
を
墨
筆
で
消
す
。
北

山
写
本
で
は
残
し
て
い
る
。
○
就
師
氏
…
「
就
」
は
墨
筆
で
消
し

て
い
る
が
残
し
た
。

【
注
】○
旁
午
…
入
り
交
じ
る
こ
と
。
○
春
日
遅
遅
…『
詩
経
』「
豳

風
」「
七
月
」、『
詩
経
』「
小
雅
」「
出
車
」
に
見
え
る
。

○
齠
齓
…
歯
が
生
え
替
わ
る
こ
と
。『
顔
氏
家
訓
』「
序
致
」に「
昔

在
齠
齓
、
便
蒙
誨
誘
」
と
あ
る
。
○
組
紃
麻
枲
…
組
紃
は
ひ
も
。

麻
枲
は
麻
。
こ
れ
ら
を
作
れ
る
こ
と
が
女
子
の
た
し
な
み
と
し
て

『
礼
記
』「
内
則
」（
家
庭
で
の
礼
を
述
べ
る
）
に
見
え
る
。（「
女
子

十
年
不
出
。
姆
…
執
麻
枲
、
治
絲
繭
、
織
経
、
組
紃
。」）

○
劉
向
之
伝
…
前
漢
の
学
者
劉
向
作
の
『
列
女
伝
』
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
○
班
氏
之
誡
…
『
漢
書
』
の
編
纂
で
有
名
な
班
固
の
妹
の

班
昭
（
曹
大
家
）
が
女
子
教
育
た
め
に
著
し
た
『
女
誡
』
七
篇
を

言
う
の
で
あ
ろ
う
。
○
贅
瘤
…
名
誉
や
位
の
こ
と
。
嵆
康
「
答
難

養
生
論
」
に
「
蓋
将
以
名
位
為
贅
瘤
…
」
と
あ
る
。
○
興
…
物
に

託
し
て
表
現
す
る
法
。
古
来
『
詩
経
』
に
つ
い
て
「
風
・
雅
・
頌
、

比
・
賦
・
興
」の
六
義
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
○
中
情
…『
楚

辞
』
に
多
く
見
え
る
。
○
伯
鸞
…
後
漢
の
梁
鴻
の
字
。
梁
鴻
は
人

に
頼
ら
ず
行
い
を
全
う
し
た
人
。履
軒
が
雕
題
を
つ
け
て
い
る『
世

説
新
語
補
』「
徳
行
上
」に
見
え
る
。
な
お
、『
履
軒
古
風
』巻
三「
祭

亡
妻
」
で
は
「
十
載
伯
鸞
妻
」
と
自
分
を
伯
鸞
に
喩
え
て
い
る
。

【
訳
】
履
軒
幽
人
が
独
り
座
り
読
書
し
思
考
が
深
ま
っ
て
い
た
そ

の
時
、
客
が
来
て
仕
官
を
勧
め
た
。
幽
人
は
顔
を
上
げ
て
笑
い
う

つ
む
い
て
答
え
な
か
っ
た
。
客
は
気
分
を
損
ね
、
昔
を
例
に
し
今

を
談
じ
て
質
問
責
め
に
し
た
。幽
人
は
終
始（
と
う
と
う
）答
え
ず
、

筆
を
引
き
幽
情
の
賦
を
作
っ
て
思
い
を
託
し
た
。
客
は
受
け
て
こ

れ
を
読
み
、
な
る
ほ
ど
と
思
い
を
悟
っ
た
よ
う
で
、
こ
れ
を
懐
に

し
ま
っ
て
帰
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
言
葉
は
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

春
の
日
は
う
ら
う
ら
、
鳥
は
ち
っ
ち
っ
と
鳴
く
。

春
が
去
っ
た
の
は
昨
日
な
の
に
、
た
ち
ま
ち
ま
た
来
る
。

四
時
が
循
環
す
る
の
は
ご
う
ご
う
と
駆
け
る
か
の
よ
う
だ
。

我
が
人
生
の
過
ぎ
や
す
い
の
に
感
じ
、昔
の
人
を
思
っ
て
涙
を
流
す
。
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あ
あ
、
亡
き
父
は
私
を
慈
し
ん
で
く
だ
さ
っ
た
。

私
が
物
心
つ
か
な
い
う
ち
か
ら
教
育
し
、
言
葉
を
直
し
、
箸
を
右

手
に
持
た
せ
て
く
だ
さ
っ
た
。

歯
の
生
え
替
わ
る
頃
に
は
、
教
師
を
つ
け
、
容
儀
を
修
め
さ
せ
て

く
だ
さ
っ
た
。

紐
の
編
み
方
や
麻
の
取
り
方
を
習
い
、
劉
向
の
『
列
女
伝
』
を
習

い
、
班
氏
の
『
女
誡
』
を
暗
誦
し
た
。

先
人
を
目
標
に
し
よ
う
と
、
心
か
ら
誓
い
を
立
て
た
。

〔
そ
れ
な
の
に
〕
な
ん
と
私
の
不
甲
斐
な
い
こ
と
か
。

見
目
麗
し
く
も
な
く
、
た
だ
余
計
な
瘤
が
ぶ
ら
下
が
っ
て
い
な
い

こ
と
を
幸
い
に
、
行
い
を
慎
み
、
思
想
を
清
く
す
る
こ
と
を
願
う
。

女
性
の
化
粧
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
を
羞
じ
、
美
人
の
媚
び
が
純
粋

で
な
く
心
正
し
く
な
い
（
下
心
に
満
ち
て
い
る
）
の
を
羞
じ
る
。

詩
人
の
諫
め
に
鑑
み
て
、
堅
く
自
ら
守
り
、
そ
の
た
め
世
の
中
と

合
わ
な
い
。

春
の
日
は
う
ら
う
ら
、
鳥
は
ち
っ
ち
っ
と
鳴
く
。

餌
を
含
ん
で
帰
り
、
雛
が
飛
び
立
と
う
と
す
る
。

草
木
は
美
し
く
茂
り
、
清
い
庭
に
芳
香
を
放
つ
。

万
物
は
そ
の
情
に
適
い
、
に
こ
に
こ
と
喜
び
合
う
。

た
だ
私
だ
け
が
ひ
と
り
ぼ
っ
ち
で
、
誰
に
思
い
を
述
べ
る
こ
と
が

で
き
よ
う
か
。

冷
た
い
風
に
当
た
り
思
い
を
述
べ
（
髪
を
と
か
す
？
）、
髪
は
乱

れ
長
く
垂
れ
る
。

清
い
漣
に
臨
み
顔
を
洗
え
ば
、
素
顔
が
映
っ
て
、
見
つ
め
あ
う
。

朱
色
の
裾
を
白
い
衣
に
重
ね
、
香
草
を
身
に
纏
い
、
花
の
枝
を
簪

に
す
る
。

美
し
き
を
賦
し
、
感
興
を
託
し
、
錦
の
琴
を
奏
で
て
思
い
を
表
す
。

影
は
黒
々
と
次
第
に
傾
き
、
烏
は
喧
し
く
鳴
い
て
巣
に
帰
る
。

思
い
は
切
れ
切
れ
で
つ
な
が
ら
ず
、魂
は
混
迷
し
て
疲
れ
た
よ
う
だ
。

天
は
暗
澹
と
し
て
よ
く
見
え
ず
、
心
は
鬱
屈
し
て
痛
み
悲
し
む
。

角
枕
に
つ
い
て
休
も
う
と
す
る
が
、
意
識
が
は
っ
き
り
し
て
寝
ら

れ
な
い
。

布
団
を
推
し
て
起
き
て
座
わ
り
、
い
さ
さ
か
衣
服
を
整
え
て
帳
を

上
げ
れ
ば
、

月
は
清
ら
か
に
梢
に
懸
か
り
、
唐
棣
（
＊
履
軒
著
『
画え
く

觽じ
り

』
に
よ

れ
ば
「
は
ね
ず
」）
が
玉
の
よ
う
な
枝
を
帯
び
て
い
る
。

光
が
燦
々
と
私
の
懐
に
入
り
、空
気
は
凛
と
し
て
肌
に
突
き
通
る
。

貞
操
を
守
る
同
志
が
い
な
い
の
を
嘆
き
、
歳
月
が
無
駄
に
過
ぎ
て

い
く
の
を
悼
む
。

あ
あ
、
世
の
中
の
暗
い
こ
と
よ
。

よ
こ
し
ま
が
日
々
盛
ん
に
な
り
、
な
ま
め
か
し
い
姿
の
虚
飾
を
よ

し
と
す
る
。

衷
情
の
正
し
い
志
を
棄
て
、
ゆ
ら
ゆ
ら
さ
ま
よ
い 

戻
る
こ
と
が
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な
い
。

そ
も
そ
も
天
の
道
の
明
ら
か
な
る
も
の
を
、
私
は
ど
う
し
て
廃
す

こ
と
が
で
き
よ
う
。

儒
冠
を
異
郷
に
輝
か
せ
れ
ば
（
他
の
地
方
に
仕
官
す
れ
ば
）、
ど

う
し
て
私
が
戻
ら
な
い
こ
と
を
知
ろ
う
（
必
ず
戻
る
）。

玉
を
壊
し
て
瓦
と
す
る
こ
と
は
、
ど
う
し
て
な
す
に
忍
び
よ
う
。

あ
あ
、〔
独
り
徳
行
を
全
う
し
た
〕
伯
鸞
が
再
び
現
れ
、
徳
を
千

載
に
輝
か
す
こ
と
は
な
い
。

私
は
世
の
中
と
合
わ
な
い
。

む
し
ろ
独
り
静
か
に
清
き
志
を
守
る
と
し
よ
う
。

有
感
（
感
有
り
）

＊
こ
れ
も
自
ら
の
思
い
を
述
べ
た
詩
。

読
書
破
万
巻　
　

読
書 

万
巻
を
破
る
も

身
上
無
一
成　
　

身
上 

一
つ
も
成
る
無
く
ん
ば
、

雖
多
其
何
益　
　

多
し
と
雖
も
其
れ
何
の
益
あ
ら
ん

均
不
知
一
丁　
　

一
丁
を
知
ら
ざ
る
に
均
し
。

傲
然
誇
俗
士　
　

傲
然
と
し
て
俗
士
に
誇
り

皐
比＊

坐
揚
揚　
　

皐
比
に
坐
す
る
こ
と
揚
揚
た
り
、

是
謂
為
他
人　
　

是
れ
を
他
人
の
為
に

裁
縫
嫁
衣
裳＊　
　

嫁
の
衣
裳
を
裁
縫
す
る
と
謂
う
。

窃
痛
此
風
長　
　

窃
か
に
此
の
風
長
ず
る
を
痛
み

惕
然
以
自
警　
　

惕
然
と
し
て
以
て
自
ら
警い
ま
しむ
。

言
之
若
甚
易　
　

之
を
言
う
は
甚
だ
易
き
が
若
き
も

践
之
実
匪
軽　
　

之
を
践
む
は
実
に
軽
か
ら
ず
。

眇
眇
我
所
服　
　

眇
眇
た
り 

我
が
服
す
所

日
夕
労
経
営　
　

日
夕 

経
営
を
労
す
。

短
褐＊

雖
不
温　
　

短
褐 

温あ
た
たか
か
ら
ず
と
雖
も

庶
幾
以
自
養　
　

以
て
自
ら
養
う
を
庶こ
い

幾ね
が

う
。

【
注
】
○
皐
比
…
虎
の
皮
。
転
じ
て
、
講
義
の
席
。
○
為
他
人
裁

縫
嫁
衣
裳
…
他
人
の
た
め
に
働
く
こ
と
（
秦
韜
玉
「
貧
女
」
詩
）。

ま
た
、『
論
語
』
憲
問
篇
に
「
古
之
学
者
為
己
、
今
之
学
者
為
人
」

と
あ
る
の
を
参
照
。
○
短
褐
…
貧
し
い
人
の
喩
え
。
こ
こ
で
は
徳

を
言
う
か
。

【
訳
】万
巻
の
書
を
読
破
し
て
も
、何
も
身
に
付
い
て
い
な
け
れ
ば
、

多
い
と
言
っ
て
も
何
の
益
が
あ
ろ
う
。
一
字
も
知
ら
な
い
の
と
同

じ
だ
。
傲
慢
に
一
般
人
に
誇
り
、
得
意
げ
に
講
義
の
席
に
着
く
。

こ
う
い
う
の
を
「
他
人
の
た
め
に
嫁
入
り
衣
装
を
作
る
」
と
い
う

の
だ
。〔
私
は
〕
密
か
に
こ
の
風
潮
が
蔓
延
す
る
の
を
痛
み
、
慎

ん
で
自
ら
を
諫
め
て
い
る
。こ
れ
を
言
う
の
は
簡
単
な
よ
う
だ
が
、

実
践
す
る
の
は
実
に
難
し
い
。
私
が
実
行
で
き
る
の
は
わ
ず
か
な
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こ
と
だ
が
、朝
に
夕
に
努
力
す
る
。
短
い
衣
は
温
か
く
は
な
い
が
、

自
分
を
養
え
れ
ば
い
い
（
養
う
こ
と
を
希
望
す
る
）。

城
南
墳

＊
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）、
履
軒
が
師
の
五
井
蘭
洲
の
墓
参
り
を
し
た
際
の

作
。
自
ら
の
不
甲
斐
な
さ
を
嘆
く
。
五
井
蘭
洲
は
宝
暦
十
二
年（
一
七
六
二
）

亡
く
な
り
、
現
大
阪
市
天
王
寺
区
に
あ
る
実
相
寺
に
葬
ら
れ
た
。

甲
申
之
歳　
　
　
　
　
　

甲
申
の
歳

季
春
之
望　
　
　
　
　
　

季
春
の
望
、

愾
我
夙
歎　
　
　
　
　
　

我
が
夙
歎
を
愾な
げ

き

歩
言
南
行　
　
　
　
　
　

歩
み
て
言こ
こ

に
南
行
す
。

経
閭
閻
之
喧
闐
兮　
　
　

閭り
ょ

閻え
ん

の
喧け
ん

闐て
ん

た
る
を
経

臨
郊
野
之
蒼
茫　
　
　
　

郊
野
の
蒼
茫
た
る
に
臨
む
。

晨
景
惨
而
小
雨　
　
　
　

晨
景 

惨
と
し
て
小
雨
ふ
り

霑
我
之
衣
裳　
　
　
　
　

我
の
衣
裳
を
霑う
る
おす
。

飛
花
寂
兮
鳥
音　
　
　
　

飛
花 

鳥
音
に
寂
と
し
て

雑
彼
兮
鐘
磬　
　
　
　
　

彼
を
鐘
磬
に
雑
ぜ
る
。
？
み
だ
す
？

蕭
寺
綿
相
連　
　
　
　
　

蕭
寺 

綿
と
し
て
相
い
連
な
り

墳
塋
累
稠
　々
　
　
　
　

墳ふ
ん

塋え
い 

累 

稠
ち
ゅ
う

々ち
ゅ
うた
り
。

惟
人
生
之
須
臾
兮　
　
　

人
生
の
須
臾
な
る
を
惟お
も

う
も

曽
弗
遑
乎
回
頭　
　
　
　

曽
て
頭
を
回
ら
す
に
遑
あ
ら
ず
。

顧
瞻
連
甍
之
矗
々
兮　
　

顧
み
て
連
甍
の
矗
々
た
る
を
瞻み

る
。

死
生
昼
夜
而
相
求　
　
　

死
生
は
昼
夜
な
る
も
相
い
求
め

素
旆
相
逐　
　
　
　
　
　

素そ

旆は
い

相
い
逐
い

如
之
或
駆　
　
　
　
　
　

之ゆ

く 

或
い
は
駆
け
る
が
如
し

独
行
易
感　
　
　
　
　
　

独
行
し
て
感
じ
易
く

神
愴
踟
躊　
　
　
　
　
　

神
愴い
た

み
て
踟ち

躊ち
ゅ
うす
。

肆
上
実
相
之
丘
兮　
　
　

肆つ
い

に
実
相
の
丘
に
上
り

展
苔
墳
而
洒
掃　
　
　
　

苔
墳
に
展ま
い

り
て
洒
掃
す
。

維
先
師
之
幽
室
兮　
　
　

維
れ
先
師
の
幽
室
な
り
。

懐
音
容
而
灑
涕　
　
　
　

音
容
を
懐お
も

い
て
涕
を
灑
ぐ
。

歎
日
月
之
遄
逝
兮　
　
　

日
月
の
遄す
み
やか
に
逝
く
を
歎
く
に

再
期
之
忌
欻
将
至　
　
　

再
期
の
忌 

欻た
ち
まち
将
に
至
ら
ん
と
す
。

夫
箕
裘
之
莫
継
兮　
　
　

夫
れ
箕
裘
の
継
ぐ
莫
く

誰
其
頌
徳
而
紀
事　
　
　

誰
か
其
の
徳
を
頌た
た

え
事
を
紀し
る

さ
ん
。

弟
子
故
旧
兮　
　
　
　
　

弟
子
故
旧

揮
涙
以
相
規　
　
　
　
　

涙
を
揮ぬ
ぐ

い
て
以
て
相
い
規は
か

る
。

謂
我
兄
弟
兮　
　
　
　
　

謂い
わ

く
我
が
兄
弟

久
学
且
芸　
　
　
　
　
　

久
し
く
学
び
且
つ
芸
あ
る
を
。

兄
也
撰
辞＊　
　
　
　
　
　

兄
や
辞
を
撰
し

弟
也
制
字　
　
　
　
　
　

弟
や
字
を
制
す
。

爰
咨
爰
謀　
　
　
　
　
　

爰こ
こ

に
咨は
か

り
爰
に
謀は
か

り

遂
済
其
志　
　
　
　
　
　

遂
に
其
の
志
を
済と

ぐ
。
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買
石
命
工　
　
　
　
　
　

石
を
買
い
て
工
に
命
じ

是
董＊

是
視　
　
　
　
　
　

是
れ
董は
か

り
是
れ
視は
か

り

碑
成
孔
懿　
　
　
　
　
　

碑
成
り
孔は
な
はだ
懿よ

し
。

適
今
之
時　
　
　
　
　
　

今
の
時
に
適あ

た
り

載
建
載
植　
　
　
　
　
　

載す
な
わち
建
て
載
ち
植た

て

載
土
載
築　
　
　
　
　
　

載
ち
土
し
載
ち
築
く
。

環
之
以
棘　
　
　
　
　
　

之
を
環
ら
す
に
棘
を
以
て
し

有
曄
花
樹　
　
　
　
　
　

曄よ
う

花か

の
樹
有
り

以
照
其
域　
　
　
　
　
　

以
て
其
の
域
を
照
ら
す
。

其
人
如
玉　
　
　
　
　
　

其
の
人 
玉
の
如
し
。

整
衣
拝
跪　
　
　
　
　
　

衣
を
整
え
拝
跪
し

傾
衷
情
以
愬
思　
　
　
　

衷
情
を
傾
け
以
て
思
い
を
愬う
っ
たう
。

噫
、
民
之
生
于
三
兮　
　

噫あ
あ

、
民
の
三
に
生
ま
る
る
や

我
独
隠
淪
於
草
野　
　
　

我
れ
独
り
草
野
に
隠
淪
し

遘
疚
之
未
瘥
兮　
　
　
　

疚や
ま
いの
未
だ
瘥い

え
ざ
る
に
遘あ

い

復
遭
師
之
徂　
　
　
　
　

復
た
師
の
徂ゆ

く
に
遭
い

心
旆
旆
而
弗
繋
兮　
　
　

心
旆は
い

旆は
い

と
し
て
繋
が
れ
ず
。

胡
我
生
之
多
岨　
　
　
　

胡な
ん

ぞ
我
が
生
の
岨そ

多
き
や
。

惆
悵
以
思
念
兮　
　
　
　

惆
ち
ゅ
う

悵ち
ょ
うし
て
以
て
思
念
す
。

伊
遺
音
之
誘
我　
　
　
　

伊こ

れ
遺
音
の
我
を
誘
い

矢
心
其
循
止　
　
　
　
　

心
に
其
の
循
止
す
る
を
矢ち
か

う
。

豈
謂
報
徳
乎　
　
　
　
　

豈
に
徳
に
報
い
る
と
謂
わ
ん
や
。

心
愠
無
為　
　
　
　
　
　

心
愠
い
き
ど
おれ
ど
も
為
す
無
く

此
之
長
歌　
　
　
　
　
　

此こ
こ

に
之
れ
長
歌
す
。

【
校
勘
】
○
董
…
北
山
写
本
は
「
薫
」
に
誤
る
。

【
注
】
○
兄
也
撰
辞
…
『
大
阪
訪
碑
録
』（
浪
速
叢
書
一
〇
）（
浪
速

叢
書
刊
行
会
、
一
九
二
九
年
）
に
実
相
寺
の
五
井
蘭
洲
の
墓
碑
文

が
あ
る
。
末
尾
に
、「
中
井
積
善
撰　

弟
積
徳
書
並
篆
額
」と
あ
る
。

ま
た
、『
奠
陰
集
（
文
集
）』
巻
三
（
影
印
本
四
八
頁
）
に
「
祭
蘭

洲
五
井
先
生
文
」（
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）、
竹
山
三
十
三
歳
）

が
あ
る
。
ま
た
、
同
巻
（
影
印
本
五
五
頁
）
に
「
蘭
洲
先
生
墓
表
」

（
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
三
）
五
月
）
も
題
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。

【
訳
】
甲
申
の
歳
（
明
和
元
年
（
一
七
六
四
））、
三
月
十
五
日
、

私
の
か
ね
て
の
嘆
き
に
た
め
息
を
つ
き
、徒
歩
で
南
に
向
か
っ
た
。

喧
し
い
町
中
を
過
ぎ
、
青
々
と
広
が
る
郊
外
の
野
に
臨
ん
だ
。
朝

の
景
色
は
寂
し
げ
で
小
雨
が
降
り
、
私
の
衣
を
濡
ら
す
。
鳥
の
声

の
中
、
花
び
ら
が
静
か
に
散
り
、
鐘
の
音
が
聞
こ
え
る
（
割
っ
て

入
る
？
）。
寺
院
が
連
綿
と
続
き
、
墳
墓
が
重
な
り
合
う
。
人
生

が
短
い
こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
ま
で
振
り
返
る
余
裕
が
な

か
っ
た
。
連
な
る
甍
が
高
く
聳
え
る
の
を
見
る
。
死
生
は
昼
夜
の

よ
う
に
は
か
な
い
の
に
追
い
求
め
、
旗
を
奪
い
合
い
（
権
力
闘
争
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五井蘭州の墓のある実相寺の門（上本町）（二〇〇八年四月一九日 著者撮影）

五
井
蘭
州
墓

し
）、
奔
走
す
る
よ
う
だ
。
独
り
行
け
ば
感
じ
や
す
く
、
気
持
ち

が
ふ
さ
い
で
行
き
な
ず
む
。
よ
う
や
く
実
相
寺
の
丘
に
上
り
、
苔

む
す
墓
に
参
り
掃
除
す
る
。
こ
れ
が
先
師
の
幽
室
だ
。
お
声
と
お

姿
と
を
思
い
出
し
て
涙
を
流
す
。
時
間
が
速
や
か
に
過
ぎ
る
の
を

嘆
く
う
ち
に
、
三
回
忌
が
も
う
す
ぐ
来
る
。
先
師
の
学
を
継
ぐ
者

は
な
く
、誰
が
そ
の
徳と
く

を
頌
え
事
跡
を
記
そ
う
。
弟
子
と
旧
友
は
、

涙
を
拭
っ
て
相
談
し
た
。〔
結
果
〕
我
が
兄
弟
は
、
久
し
く
学
問

し
か
つ
文
才
が
あ
る
と
の
こ
と
で
、
兄
が
文
辞
を
撰
し
、
弟
が
文

字
を
書
い
た
。
よ
く
よ
く
考
え
、
遂
に
念
願
を
遂
げ
た
。
墓
石
を

買
っ
て
石
工
に
命
じ
、
よ
く
よ
く
相
談
し
、
墓
碑
は
け
っ
こ
う
に
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仕
上
が
っ
た
。
こ
の
時
、
墓
標
を
建
て
て
、
土
を
固
め
、
築
き
上

げ
た
。
そ
の
周
り
に
棘い
ば
らを
め
ぐ
ら
せ
、麗
し
い
花
の
木
を
植
え
て
、

あ
た
り
を
照
ら
し
た
。
か
の
人
は
玉
の
よ
う
な
お
方
だ
っ
た
。
衣

服
を
正
し
て
拝
礼
し
、
衷
情
を
傾
け
て
我
が
思
い
を
訴
え
る
。
あ

あ
、
民
が
三
界
（
迷
い
多
き
こ
の
世
）
に
生
ま
れ
る
や
、
私
独
り

が
在
野
に
埋
没
し
（
隠
れ
）、
病
気
も
癒
え
ず
、
さ
ら
に
師
の
逝

去
に
遭
遇
し
、
心
が
揺
れ
動
き
落
ち
着
か
な
い
。
ど
う
し
て
私
の

人
生
に
は
障
害
が
多
い
の
だ
ろ
う
。
悲
し
み
嘆
き
思
い
悩
む
。
師

の
声
が
私
を
導
き
、
心
に
遵
守
す
る
こ
と
を
誓
う
。〔
だ
が
〕
ど

う
し
て
そ
の
徳
に
報
い
る
と
言
え
よ
う
か
。
腹
立
ち
を
感
じ
な
が

ら
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
こ
こ
に
こ
の
長
歌
を
賦
し
た
。

錦
雉
賦

＊
錦
雉
は
、
お
そ
ら
く
は
キ
ン
ケ
イ
（
口
絵
２
参
照
）。
博
物
学
史
上
の
資
料

と
し
て
も
重
要
。
特
に
、
履
軒
の
描
写
は
注
目
に
値
す
る
。

　

夫
羽
族
之
多
類
、
固
紛
綸＊

難
窮
譬＊

。
或
因
徳
賞
、
或
以
才
媚
、

或
懐
臭
味
而
登
俎
、
或
籍
文
章
兮
飾
君
子
之
儀
、
簡
冊
所
記
、
挙

不
可
備
。

　

我
観
錦
雉
之
状
、
実
雉
而
錦
文
、
朱
身
輝
兮
孔
陽
、
翠
翰＊

翩
其

琅
玕＊

、
金
線
環
頸
而
婆
娑＊

、
頂
糸
厖
其
如
弁
。
是
其
概
而
可
言
者
。

若
夫
五
采
相
繆＊

、
鬱
郁＊

縟
以
繽
紛＊

、
糾
錯＊

如
綺
、
比
連
如
淪
、
如

画
如
刻
、
如
貝
如
鱗
、
則
目
不
可
究
察
焉
、
矧
口
可
得
談
哉
。
洵

羽
族
之
鍾
美
、
豈
孔
翠
之
足
論
。
我
独
傷
其
離
故
土
而
飄
零
也
、

撫
籠
而
唁
之
、
因
称
曰
、

　

夫そ

れ
羽
族
の
類
の
多
き
は
、固
よ
り
紛
綸
と
し
て
窮
譬
し
難
し
。

或
い
は
徳
に
因
り
て
賞
さ
れ
、
或
い
は
才
を
以
て
媚
び
、
或
い
は

臭
味
を
懐い
だ

き
て
俎
ま
な
い
たに
登
り
、
或
い
は
文
章
を
籍か

り
て
君
子
の
儀
を

飾
り
、
簡
冊 

記
す
る
所
、
挙
げ
て
備
う
べ
か
ら
ず
。

　

我 

錦
雉
の
状
を
観
る
に
、
実
に
雉
に
し
て
錦
の
文
、
朱
身 

輝

き
て
孔は
な
は
だ
陽あ
き

ら
か
に
、
翠
翰 

翩
と
し
て
其
れ
琅
玕
た
り
、
金
線  

頸
を
環
り
て
婆
娑
た
り
、頂
糸 

厖
と
し
て
其
れ
弁と
さ
かの
如
し
。是
れ

其
の
概お
お
むね
に
し
て
言
う
べ
き
者
な
り
。
若も

し 

夫か

の
五
采 

相
い
繆ま
じ

り
、鬱
郁
と
し
て
縟じ
ょ
くと
し
て
以
て
繽
紛
た
り
、糾
錯
す
る
こ
と
綺
あ
や
ぎ
ぬの

如
く
、
比
連
す
る
こ
と
淪
さ
ざ
な
みの
如
く
、
画
の
如
く
刻
す
る
が
如
く
、

貝
の
如
く
鱗
の
如
き
は
、
則
ち
目
究
察
す
べ
か
ら
ず
、
矧い
わ
んや
口 

談

ず
る
を
得
べ
け
ん
や
。
洵ま
こ
とに
羽
族
の
鍾
美
に
し
て
、
豈
に
孔
・
翠

の
論
ず
る
に
足
ら
ん
や
。
我 

独
り
其
の
故
土
を
離
れ
て
飄
零
す

る
を
傷
み
、
籠
を
撫
し
て
之
を
唁な
ぐ
さみ
、
因
り
て
称
し
て
曰
く
、

嗟
爾
遐
産
於
海
表
之
国　
　

嗟あ
あ 

爾な
ん
じ 

遐と
お

く
海
表
の
国
に
産
し

娟
妙
姿
兮
自
累
重　
　
　
　

娟け
ん

な
る
妙
姿
を
自
ら
累
重
し

凌
波
濤
兮
万
里　
　
　
　
　

波
濤
を
万
里
に
凌こ

え
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淹
萍
跡
于
玆
邦　
　
　
　
　

萍
跡
を
玆こ

の
邦
に
淹と
ど

む
。

祈
愛
顧
乎
通
人　
　
　
　
　

愛
顧
を
通
人
に
祈
り

寄
微
命
於
樊
籠　
　
　
　
　

微
命
を
樊
籠
に
寄
せ

木
葉
飄
兮
秋
風　
　
　
　
　

木
葉 

秋
風
に
飄た
だ
よい

気
凛
々
兮
寒
空　
　
　
　
　

気 

寒
空
に
凛
々
た
り
。

望
家
山
兮
引
領　
　
　
　
　

家
山
を
望
み
て
領く
び

を
引
く
も

雲
千
重
兮
万
重　
　
　
　
　

雲
は
千
重
に
万
重
た
り
。

恋
旧
林
兮
抗
音　
　
　
　
　

旧
林
を
恋お
も

い
音
を
抗た
か

く
す
る
も

誰
其
察
爾
之
恫　
　
　
　
　

誰
か
其
れ
爾な
ん
じの
恫い
た

み
を
察
せ
ん
や
。

楚
囚
之
悲
兮　
　
　
　
　
　

楚
囚
の
悲
し
み
な
り
。

胡
爾
無
辜
而
遭
斯
憫
凶　
　

胡い
ず
くん
ぞ 
爾な
ん
じ 
辜つ
み

無
く
し
て
斯こ

の

 

憫
凶
に
遭
う
。

於
是
雉
方
歩
玉
趾
峩
金
弁　

是こ
こ

に
於
い
て
雉 
方ま
さ

に
玉
趾
を
歩
み

 
金
弁
を
峩さ
か
だて

揺
瑶
觜
而
啄
黄
粒　
　
　
　

瑶
觜
を
揺
ら
し
て
黄
粒
を
啄つ
い
ばむ
に

聴
斯
言
也　
　
　
　
　
　
　

斯こ

の
言
を
聴
く
や

載
勃
＊々

而
業
＊々　
　
　
　
　

載す
な
わち
勃
々
と
し
て
業
々
と
し

鼓
翼
而
徐
進　
　
　
　
　
　

翼
を
鼓
し
て
徐お
も
むろ
に
進
み

復
顧
而
却
立　
　
　
　
　
　

復
顧
し
却
立
し

若
欲
語
而
不
能　
　
　
　
　

語
ら
ん
と
欲
し
て
能あ
た

わ
ざ
る
が
若ご
と

く

似
将
辨
而
弗
及　
　
　
　
　

将ま
さ

に
辨
ぜ
ん
と
し
て
及
ば
ざ
る
に

 

似
た
り
。

噫＊

我
知
之　
　
　
　
　
　
　

噫あ
あ 

我 

之
を
知
れ
り
。

吾
過
矣
吾
過
矣　
　
　
　
　

吾 

過あ
や
まれ
り 

吾 

過あ
や
まれ
り
。

今
夫
貴
遊
之
門　
　
　
　
　

今 

夫か

の
貴
遊
の
門

素
封
之
家　
　
　
　
　
　
　

素
封
の
家

宝
遠
物
而
胥
傚　
　
　
　
　

遠
物
を
宝
と
し
て
胥あ

い
傚な
ら

い

尚
異
物
而
相
誇　
　
　
　
　

異
物
を
尚と
う
とび
て
相あ

い
誇
り

畜
錦
雉
者　
　
　
　
　
　
　

錦
雉
を
畜た
く
わう
る
者

豈

十
百
数　
　
　
　
　
　

豈
に

た

だ
に
十
百
数
な
ら
ん
や
。

胡
海
外
之
貢　
　
　
　
　
　

胡な

ん
ぞ
海
外
の
貢
ぎ

若
斯
之
繁
且
多　
　
　
　
　

斯か

く
の
若ご
と

く
繁
く
且
つ
多
き
や
。

故
踰
海
之
禽　
　
　
　
　
　

故
に
海
を
踰こ

ゆ
る
の
禽

於
今
為
曽
為
祖　
　
　
　
　

今
に
お
い
て
曽
と
為
り
祖
と
為
り

而
今
之
所
有　
　
　
　
　
　

今
の
有
る
所

咸
卵
翼＊

於
樊
籠
之
中
者　
　

咸み

な
樊
籠
の
中
に
卵
翼
す
る

 

者
に
し
て

條
桷
為
山
兮　
　
　
　
　
　

條
桷
を
山
と
為
し

竹
欄
為
林　
　
　
　
　
　
　

竹
欄
を
林
と
為
し

板
屋
為
蒼
穹
兮　
　
　
　
　

板
屋
を
蒼
穹
と
し

頃
歩
之
地
為
平
原　
　
　
　

頃
歩
の
地
を
平
原
と
為
し

一
勺
盤
水
兮　
　
　
　
　
　

一
勺
の
盤
水
を

為
澗
谷
源
泉　
　
　
　
　
　

澗
谷
の
源
泉
と
為
し

曽
無
家
山
兮
可
望　
　
　
　

曽か
つ

て
家
山
の
望
む
べ
き
無
く
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又
無
旧
林
兮＊

可
恋　
　
　
　

又ま

た
旧
林
の
恋お
も

う
べ
き
無
し
。

宜
也
乎
怪
於
吾
斯
言
矣　
　

宜む
べ

な
る
か
な 

吾
が
斯こ

の
言
を

 

怪
し
む
は
。

嗟
爾
之
為
生　
　
　
　
　
　

嗟あ
あ 

爾な
ん
じの
生
為た

る
や

肉
臭
腥
兮
不
可
食
也　
　
　

肉 

臭
腥
に
し
て
食
ら
う
べ
か
ら
ず

声
喔

＊

兮
不
可
聴
也　
　
　

声 

喔あ
く
い

と
し
て
聴
く
べ
か
ら
ず
。

既
無
徳
可
称
兮　
　
　
　
　

既
に
徳
の
称
す
べ
き
無
く

又
無
聡
慧
之
性　
　
　
　
　

又ま

た
聡
慧
の
性
無
く

徒
以
采
色
兮
媚
嫵
於
人　
　

徒
ら
に
采
色
を
以
て
人
に
媚
嫵
し

而
不
足
以
飾
儀
表
兮
壮
観
望　

儀
表
を
飾
る
を
以
て

 
観
望
を
壮さ
か

ん
に
す
る
に
足
ら
ず

独
抅
囚
於
犴
狴＊

兮　
　
　
　

独
り
犴か
ん

狴ぺ
い

に
抅
囚
さ
る
る
も

載
揚
々
以
為
性
所
然　
　
　

載す
な
わち
揚
々
と
し
て

 

以
て
性
の
然
る
所
と
為
し

弗
悟
野
禽
肥
乎
得
意　
　
　

野
禽
の
意
を
得
て
肥
ゆ
る
を
悟
ら
ず

翻
慍
怒
乎
仁
人
之
言　
　
　

翻
り
て
仁
人
の
言
に
慍
怒
す
。

信
可
哀
而
憫　
　
　
　
　
　

信ま
こ
とに
哀あ
わ

れ
み
憫あ
わ

れ
む
べ
し
。

雖
然
爾
微
物
也
已　
　
　
　

然
り
と
雖
も
爾な
ん
じ 

微
物
な
る
の
み
。

我
又
安
知
無
人
而
類
斯
禽
焉
哉　

我 

又ま

た 

安い
ず
くん
ぞ

 

人
に
し
て
斯こ

の
禽
に
類
す
る
無
き
を
知
ら
ん
や
。

【
校
勘
】
○
噫
…
「
嘻
」
を
消
す
。
○
兮
…
手
稿
本
で
は
、「
兮
」

を
「
可
」
に
直
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
諸
本
に
よ
り
「
兮
」
が
適

当
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

【
注
】
○
紛
綸
…
多
く
て
乱
れ
る
こ
と
。
○
窮
譬
…
譬
は
説
明
す

る
の
意
。
○
翠
翰
…
翰
は
羽
の
意
。
○
琅
玕
…
美
し
い
様
。

○
婆
娑
…
舞
う
、ゆ
っ
た
り
す
る
。
○
繆
…
合
わ
さ
る
。
交
わ
る
。

○
鬱
郁
…
綾
が
盛
ん
。
○
繽
紛
…
乱
れ
る
様
。
○
糾
錯
…
も
つ
れ

る
。
○
勃
々
、
業
々
…
と
も
に
盛
ん
な
様
、
動
く
様
。
○
卵
翼
…

は
ぐ
く
み
育
て
る
。
○
喔あ
く
い

…
鶏
な
ど
の
鳴
き
声
の
擬
態
。

○
犴か
ん

狴ぺ
い

…
牢
獄
。

【
訳
】
そ
も
そ
も
鳥
類
の
種
類
の
多
さ
は
、
も
と
よ
り
様
々
で
あ
っ

て
窮
め
が
た
い
。
品
が
良
い
こ
と
を
も
っ
て
称
さ
れ
る
も
の
も
あ

れ
ば
、
人
に
媚
び
る
才
能
の
あ
る
の
も
あ
り
、
独
特
の
香
り
に
よ

り
食
に
供
さ
れ
る
も
の
も
あ
り
、
き
れ
い
な
文
様
で
飾
り
に
使
わ

れ
る
も
の
も
あ
り
、
書
物
に
記
載
さ
れ
る
も
の
は
、
枚
挙
に
暇
が

な
い
。

　

私
が
金
鶏
の
様
子
を
見
る
と
、
ま
こ
と
に
雉
で
あ
り
、
錦
の
文

様
が
あ
り
、
朱
色
の
体
は
明
る
く
輝
き
、
翡
翠
色
の
羽
（
＊
翡
翠

色
は
青
緑
だ
が
、
実
際
の
キ
ン
ケ
イ
の
羽
は
主
に
青
色
）
美
し
く

翻
り
、
金
色
の
線
が
首
を
巡
っ
て
舞
い
、
頭
上
の
羽
が
豊
か
で
と

さ
か
の
よ
う
だ
。
表
現
で
き
る
概
略
は
以
上
の
よ
う
で
あ
る
。
五
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色
が
混
じ
り
合
い
、
様
々
に
綾
を
織
り
な
し
、
さ
ざ
波
の
よ
う
に

連
な
り
、
絵
の
よ
う
で
も
あ
り
彫
刻
の
よ
う
で
も
あ
り
、
螺
鈿
の

よ
う
で
も
あ
り
鱗
の
よ
う
で
も
あ
る
の
は
、
目
で
窮
め
る
こ
と
も

で
き
な
い
し
、
ま
し
て
口
で
表
現
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
ま
こ

と
に
鳥
類
の
美
の
粋
で
あ
り
、
孔
雀
や
翡
翠
も
論
ず
る
に
足
る
ま

い
。
私
は
、
ひ
と
り
、
そ
の
故
郷
を
離
れ
て
落
ち
ぶ
れ
た
の
を
傷

み
、
籠
を
撫
で
て
こ
れ
を
慰
め
て
言
っ
た
。

　

あ
あ
、
お
前
は
遠
く
海
外
に
生
ま
れ
、
艶
や
か
な
る
姿
を
患
い

と
し（
？
）、万
里
に
波
濤
を
越
え
て
、こ
の
国
に
漂
う
こ
と
に
な
っ

た
。
風
流
人
（
趣
味
人
）
に
可
愛
が
ら
れ
る
こ
と
を
祈
り
、
は
か

な
い
命
を
籠
に
寄
せ
、
木
の
葉
は
秋
風
に
漂
い
、
空
気
は
寒
空
に

凛
々
と
す
る
。
故
郷
の
山
を
望
ん
で
首
を
伸
ば
し
て
も
、
雲
は
幾

重
に
も
重
な
る
。
故
郷
の
林
を
想
い
声
を
上
げ
て
も
、
誰
が
お
前

の
傷
み
を
察
し
よ
う
か
。
他
国
に
囚
わ
れ
た
者
の
悲
哀
で
あ
る
。

ど
う
し
て
お
前
は
罪
な
く
し
て
こ
の
よ
う
な
憂
き
目
に
遭
う
こ
と

に
な
っ
た
の
か
。

　

こ
の
時
、
金
鶏
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
お
み
足
を
歩
ま
せ
金
色
の
と

さ
か
を
逆
立
て
、
玉
の
よ
う
な
く
ち
ば
し
を
動
か
し
て
雑
穀
を
啄

ん
で
い
た
が
、
私
の
言
葉
を
聞
く
と
、
さ
か
ん
に
動
い
て
、
翼
を

ば
た
つ
か
せ
て
お
も
む
ろ
に
進
み
出
、振
り
返
り
退
い
て
立
ち（
私

を
何
回
も
見
て
姿
勢
を
正
し
て
立
ち
？
）、
何
か
を
言
お
う
と
し

て
言
え
な
い
様
子
で
あ
っ
た
。

キンケイ
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あ
あ
、
私
に
は
わ
か
っ
た
。
私
の
間
違
い
で
あ
っ
た
。
今
、
あ

の
お
金
持
ち
の
方
々
は
、
遠
く
の
物
を
宝
と
し
て
、
珍
し
い
物
を

尊
ん
で
競
い
あ
っ
て
お
り
、
金
鶏
を
飼
う
人
も
少
な
く
は
な
い
。

ど
う
し
て
海
外
か
ら
の
貢
ぎ
物
が
こ
の
よ
う
に
頻
繁
で
多
い
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
海
を
越
え
て
来
る
鳥
は
、
そ
れ
が
祖
先
と

な
り
、
今
い
る
鳥
は
、
す
べ
て
籠
の
中
で
生
ま
れ
育
っ
た
も
の
で
、

止
ま
り
木
を
山
だ
と
思
い
、
竹
柵
を
林
だ
と
思
い
、
板
葺
き
の
家

を
大
空
だ
と
思
い
、
わ
ず
か
ば
か
り
の
土
地
を
平
原
だ
と
思
い
、

一
掬
い
の
鉢
の
水
を
谷
の
泉
と
思
い
、
望
む
べ
き
故
郷
の
山
も
か

つ
て
な
く
、
ま
た
懐
か
し
む
べ
き
故
郷
の
林
も
な
い
。
ど
う
り
で

私
の
言
葉
を
怪
し
ん
だ
は
ず
だ
。
あ
あ
、
お
前
の
生
態
は
、
肉
は

臭
く
て
食
え
ず
、
声
は
ギ
ャ
ー
ギ
ャ
ー
と
聞
く
に
堪
え
ず
、
称
え

る
べ
き
徳
も
な
く
、
聡
明
な
性
質
も
な
く
、
い
た
ず
ら
に
美
し
い

容
姿
を
も
っ
て
人
に
媚
び
、〔
か
と
言
っ
て
〕
儀
式
の
飾
り
と
し

て
そ
の
雰
囲
気
を
厳
か
に
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
ひ
と
り
牢
獄
に

閉
じ
こ
め
ら
れ
な
が
ら
、
意
気
揚
々
と
こ
の
よ
う
な
も
の
だ
と
思

い
、野
生
の
鳥
が
意
を
得
て
健
康
に
過
ご
し
て
い
る
の
を
知
ら
ず
、

か
え
っ
て
思
い
や
り
あ
る
人
（
＊
履
軒
自
身
の
こ
と
を
言
う
の
で

あ
ろ
う
）
の
言
に
憤
慨
す
る
。
ま
こ
と
に
憐
れ
む
べ
き
こ
と
だ
。

だ
が
、
お
前
は
畜
生
に
過
ぎ
な
い
〔
だ
か
ら
許
そ
う
〕。
人
で
こ

の
鳥
の
よ
う
な
者
が
い
な
い
と
誰
が
知
ろ
う
か
。

【
参
考
】
江
戸
時
代
に
お
け
る
キ
ン
ケ
イ

　

磯
野
直
秀
『
日
本
博
物
誌
年
表
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
二
）
に

よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
に
は
キ
ン
ケ
イ
が
頻
繁
に
も
た
ら
さ
れ
、
飼

育
さ
れ
た
り
、
見
せ
物
に
な
っ
た
り
し
て
い
た
。
同
書
に
よ
り
、

キ
ン
ケ
イ
に
関
わ
る
主
な
記
述
を
整
理
し
て
み
る
と
、
以
下
の
よ

う
に
な
る
。

　

キ
ン
ケ
イ
は
、
早
く
に
、
慶
長
一
五
年
（
一
六
一
〇
）
に
献
上

記
録
が
見
え
、水
戸
光
圀
が
飼
っ
て
い
た
と
い
う
記
録
も
あ
る（
元

禄
一
三
年
（
一
七
〇
〇
））。
宝
永
二
年
（
一
七
〇
六
）
に
は
玩
弄

の
た
め
の
鳥
の
飼
育
が
禁
じ
ら
れ
た
が
、唐
鳥
は
輸
入
さ
れ
続
け
、

宝
永
三
年
（
一
七
〇
七
）
に
も
キ
ン
ケ
イ
が
も
た
ら
さ
れ
た
と
の

記
録
が
あ
る
。
享
保
二
年（
一
七
一
七
）に
は
四
条
河
原
で
ク
ジ
ャ

ク
や
キ
ン
ケ
イ
が
見
せ
物
に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
宝
暦
八
年

（
一
七
五
八
）
夏
に
は
、
大
坂
の
道
頓
堀
で
珍
鳥
の
見
せ
物
が
開

か
れ
、
こ
こ
で
も
キ
ン
ケ
イ
は
見
ら
れ
た
（『
摂
陽
奇
観
』）。
こ

れ
は
、
も
と
は
高
槻
藩
主
永
井
直
行
侯
の
愛
鳥
で
あ
っ
た
。
安
永

二
年
（
一
七
七
三
）、
城
西
山
人
巨
川
著
『
唐
鳥
秘
伝
百
千
鳥
』

に
は
キ
ン
ケ
イ
の
飼
育
に
成
功
し
て
い
た
記
述
が
あ
る
。
寛
政
一

二
年
（
一
八
〇
〇
）
に
は
江
戸
浅
草
・
両
国
、
大
坂
下
寺
町
、
名

古
屋
末
広
町
な
ど
に
、人
寄
せ
に
珍
鳥
を
飼
う
孔
雀
茶
屋
が
で
き
、

こ
こ
で
も
キ
ン
ケ
イ
は
見
ら
れ
た
（
大
田
南
畝
は
享
和
一
年
（
一

八
〇
一
）、
大
坂
の
孔
雀
茶
屋
で
キ
ン
ケ
イ
を
見
て
い
る
）。
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孔雀茶屋の様子（『摂津名所図会』巻二）

　

な
お
、
孔
雀
茶
屋
の
様
子
は
、『
摂
津
名
所
図
会
』
巻
二
に
あ

る
（
下
図
参
照
）。
そ
こ
に
は
以
下
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

「
孔く

雀じ
ゃ
くは
、孔こ
う

子し

の
家か

禽き
ん

と
し
、文ぶ
ん

恵け
い

太た
い

子し

は
羽う

毛も
う

を
織お
り

て
裘こ
ろ
もと
し
、

交こ
う

趾ち

の
人
は
翠す
い

毛も
う

を
取
っ
て
扇
と
す
。
こ
こ
に
は
孔
雀
の
錦き
ん

毛も
う

の

美び

な
る
を
出
し
其
外
諸し
ょ

鳥て
う

を
飼
て
茶さ

店て
ん

の
賑
ひ
と
な
す
事
こ
れ
を

俗ぞ
く

に
ま
ね
き
と
い
ふ
」

　

そ
の
他
、
井
原
西
鶴
『
好
色
五
人
女
』（
一
六
八
六
）
巻
五
「
も

ろ
き
は
命
の
鳥
さ
し
」
に
見
え
る
（「
そ
の
奥
に
庭
籠
あ
り
て
、

は
つ
が
ん
、
唐
鳩
、
金
鶏
、
さ
ま
ざ
ま
の
声
な
し
て
…
」）。
ま
た
、

『
百
千
鳥
』『
飼
鳥
必
用
』
に
は
飼
い
方
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（『
古

事
類
苑
』
に
よ
る
）。

　

ま
た
、『
国
立
国
会
図
書
館
月
報
』
二
〇
〇
八
、
四
（
№
565
）

表
紙
に
、『
梅
園
禽
譜
』（
天
保
一
〇
年
（
一
八
三
九
）
序
）
の
美

し
い
キ
ン
ケ
イ
図
が
見
え
る
（「
鷩
雉
」
と
題
さ
れ
て
い
る
）。

　

な
お
、
履
軒
の
時
代
、
大
坂
船
場
の
八
百
屋
町
筋
に
は
鳥
を
扱

う
商
人
が
多
く
、
鳥
屋
町
筋
と
も
呼
ば
れ
た
と
言
う
（
秋
里
籬
島

著
、竹
原
春
朝
斎
画『
摂
津
名
所
図
会
』（
寛
政
八
年（
一
七
九
六
）、

十
年
（
一
七
九
八
））（
七
八
頁
図
参
照
）。
そ
こ
に
は
以
下
の
よ

う
に
書
か
れ
て
い
る
。
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「
孔く

雀じ
ゃ
く、
風ふ
う

鳥て
い

、
音い
ん

呼こ

鳥て
い

、
金き
ん

鶏け
い

、
あ
る
は
林り
ん

泉せ
ん

に
田た

鶴づ

の
放は
な

し
飼か
い

、

鴛ゑ
ん

鴦わ
う

、
水く
い

鶏な

も
遠
く
飛と
ば

ざ
る
や
う
自じ

在ざ
い

に
育そ
だ

て
、
こ
れ
を
賈あ
き
なふ
な

り
。
鸚あ
ふ

鵡む

に
言
も
の
い
はせ
て
来ら
い

客き
ゃ
くを
も
て
な
さ
す
る
も
お
か
し
き
の
業
な
り
は
いな

る
べ
し
」（
巻
四「
八
百
屋
町
飛
禽
店（
や
お
や
ま
ち
と
り
み
せ
）」）

【
参
考
】
キ
ン
ケ
イ
の
名
称

　
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
で
は
、
キ
ン
ケ
イ
の
和
名
と
し
て
「
に

し
き
ど
り
」
を
挙
げ
る
。
お
そ
ら
く
、
江
戸
時
代
は
一
般
に
こ
う

呼
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、『
和
漢
三
才
図
会
』
巻
四

二
「
原
禽
類
」
や
、
小
野
蘭
山
『
重
訂
本
草
綱
目
啓
蒙
』
巻
三
二

「
原
禽
」
で
は
、
キ
ン
ケ
イ
の
名
称
（
別
名
）
と
し
て
、「
山
鶏
」「
錦

鶏
」「
金
鶏
」「
采
鶏
」「
鷩
雉
」「

」
な
ど
多
く
の
漢
名
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
も
履
軒
の
「
錦
雉
」
は
見
え
な
い
。

履
軒
は
事
物
の
名
称
に
こ
だ
わ
り
を
持
ち
、
自
ら
新
し
い
命
名
を

試
み
る
こ
と
も
あ
っ
た（
拙
稿「
中
井
履
軒
の
名
物
学―
そ
の『
左

九
羅
帖
』『
画
觽
』
を
読
む
」「
中
井
履
軒
『
左
九
羅
帖
』『
画
觽
』

本
文
・
注
釈
」（
と
も
に
武
田
科
学
振
興
財
団
杏
雨
書
屋
編『
杏
雨
』

一
一
号
、
二
〇
〇
八
年　

所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
）。「
錦
雉
」

も
お
そ
ら
く
は
履
軒
が
考
え
出
し
た
名
称
な
の
で
あ
ろ
う
。

＊ 

そ
の
他
、
菅
原
浩
他
編
『
日
本
鳥
名
由
来
辞
典
』（
柏
書
房
、
一
九
九
三
）

に
も
「
錦
雉
」
の
名
は
見
え
な
い
。

大坂船場の八百屋町筋　飛
と

禽
り

店
みせ

（『摂津名所図会』巻四）
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書
寧
静
舎
壁
示
諸
子
（
寧
静
舎
の
壁
に
書
し
諸
子
に
示
す
）

＊
寧
静
舎
は
懐
徳
堂
の
学
寮
の
名
。
こ
れ
は
、
竹
山
が
一
年
間
京
都
の
西
岡

に
行
き
、
履
軒
が
校
務
を
執
っ
た
時
の
作
と
言
わ
れ
て
い
る
（
加
地
伸
行

編
『
中
井
竹
山
・
中
井
履
軒
』
一
九
二
頁
）。

盈
々
白
露
下　
　

盈
々
た
る
白
露
の
下

啾
々
冷
風
来　
　

啾
々
と
し
て
冷
風
来
た
る
。

沈
々
天
色
浄　
　

沈
々
と
し
て
天
色
浄
く

草
木
凄
其
衰　
　

草
木 

凄
と
し
て
其
れ
衰
う
。

風
光
如
逝
川　
　

風
光
は 

逝ゆ

く
川
の
如
く

情
愕
更
若
疑　
　

情 

愕
と
し
て 

更
に
疑
う
若ご
と

し
。

諸
君
何
為
哉　
　

諸
君 

何
為す

れ
ぞ

負
笈
茲
相
随　
　

笈お
い

を
負
い
て 

茲こ
こ

に
相
い
随
う
。

既
無
塵
慮
雑　
　

既
に
塵
慮
の
雑み
だ

す
無
く

又
絶
室
家
累　
　

又
た
室
家
の
累わ
ず
らい
を
絶
つ
。

如
今
不
努
力　
　

如
今 

努
力
せ
ず
ん
ば

悠
悠
待
何
時　
　

悠
悠 

何
時
を
待
た
ん
。

水
流
不
可
挽　
　

水
流
れ
れ
ば 

挽ひ

く
べ
か
ら
ず

時
去
不
可
追　
　

時
去
れ
ば 

追
う
べ
か
ら
ず
。

青
年
能
幾
日　
　

青
年 

能
く
幾
日
ぞ

白
頭
徒
懐
愧　
　

白
頭 

徒
ら
に
懐
愧
す
。

太
息
長
太
息　
　

太
息
し 

長
く
太
息
す

為
之
者
誰
居　
　

之
を
為
す
は
誰
ぞ
や
。

酣
歌
聖
所
戒　
　

酣
と
歌
と 

聖 

戒
む
る
所

玩
好
儆
喪
志　
　

玩
好 

喪
志
を
儆い
ま
しむ
。

況
敢
弗
顧
矱　
　

況
ん
や 

敢
え
て
矱の
り

を
顧
み
ざ
る
を
や

豈
遑
提
爾
耳＊　
　

豈
に
爾な
ん
じが
耳
を
提
ぐ
る
に
遑
あ
ら
ん
や
。

勧
君
青
燈
下　
　

君
に
勧
む 

青
燈
の
下

他
事
毋
歴
思　
　

他
事 

歴
思
す
る
こ
と
毋な

か
れ
。

言
言
爾
薬
石　
　

言
言 

爾な
ん
じが
薬
石

語
語
爾
老
師　
　

語
語 

爾な
ん
じが
老
師
。

降
心
其
玩
索　
　

心
を
降く
だ

し 

其
れ
玩
索
し

強
聒＊

靡
用
為　
　

強
き
ょ
う

聒か
つ 

用
て
為
す
こ
と
靡な

か
れ
。

【
注
】
○
提
爾
耳
…
「
提
耳
」
は
懇
ろ
に
諭
し
教
え
る
こ
と
。『
詩

経
』「
大
雅
」「
抑
」
に
見
え
る
。
○
強
聒
…
か
ま
び
す
し
い
こ
と
。

学
舎
の
名
（
寧
静
）
通
り
、
静
か
に
し
ろ
と
い
う
の
だ
ろ
う
。

【
訳
】
満
ち
満
ち
た
白
露
の
下
、
ヒ
ュ
ー
ヒ
ュ
ー
と
冷
た
い
風
が

吹
く
。
天
は
澄
み
渡
り
、
草
木
は
萎
む
。
時
間
は
流
れ
行
く
川
の

よ
う
で
、〔
そ
の
早
さ
に
〕
驚
き
、〔
本
当
か
と
〕
疑
う
ほ
ど
だ
。

諸
君
は
何
の
た
め
に
、
書
箱
を
負
っ
て
〔
は
る
ば
る
遠
く
〕
こ
こ

に
集
ま
っ
た
の
か
。
す
で
に
雑
事
に
心
乱
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、

ま
た
家
庭
の
煩
い
も
な
い
。
今
、
努
力
し
な
け
れ
ば
、
ぐ
ず
ぐ
ず
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と
何
時
を
待
つ
の
か
。
水
は
流
れ
る
と
引
き
戻
す
こ
と
が
で
き
な

い
。
時
は
去
る
と
追
い
か
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
若
い
時
は
ど

れ
ほ
ど
あ
る
だ
ろ
う
、
白
髪
に
な
っ
て
い
た
ず
ら
に
後
悔
す
る
。

た
め
息
を
つ
き
ま
た
た
め
息
を
つ
く
。
そ
う
な
る
の
は
誰
か
。
飲

酒
と
歌
と
は
聖
人
が
戒
め
る
と
こ
ろ
だ
。〔
ま
た
〕
器
物
を
も
て

あ
そ
ん
で
精
神
を
乱
す
こ
と
（
玩
物
喪
志
）
を
戒
め
る
。
ま
し
て
、

規
則
（
学
則
か
）
を
顧
み
な
い
こ
と
は
、
ど
う
し
て
、
懇
ろ
に
教

え
諭
す
暇
が
あ
ろ
う
か
。
君
た
ち
に
勧
め
る
。
灯
り
の
下
、
他
の

こ
と
は
妄
り
に
考
え
る
な
。
す
べ
て
の
言
葉
は
君
た
ち
の
薬
だ
。

す
べ
て
の
語
が
君
た
ち
の
先
生
だ
。
謙
虚
に
熟
読
熟
考
し
、
声
高

に
説
く
こ
と
な
か
れ
。

甲
申
歳
晩
自
叙

＊
甲
申
は
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）。
歳
末
に
自
ら
の
思
い
を
吐
露
し
た
詩
。

歳
晏
人
事
休　
　

歳
晏 

人
事
休や

み

対
酒
聊
自
叙　
　

酒
に
対
し
て
聊
か
自
ら
叙の

ぶ
。

軒
冕＊

非
吾
事　
　

軒け
ん

冕べ
ん

は
吾
が
事
に
あ
ら
ず

琴
書
性
所
娯　
　

琴
書
は
性 

娯
し
む
所
な
り
。

且
欣
無
知
己　
　

且か

つ
知
己
無
き
を
欣よ
ろ
こび

囂
＊々

守
窮
廬　
　

囂ご
う

々ご
う

と
し
て
窮
廬
を
守
る
。

八
紘
入
胸
襟　
　

八
紘 

胸
襟
に
入
り

俛
仰＊

得
我
所　
　

俛ふ

仰ぎ
ょ
うに
我
が
所
を
得
。

刺
字＊

久
已
漫　
　

刺
字 

久
し
く
已
に
漫み
だ

れ

簡
牘
不
出
戸　
　

簡
牘 

戸
を
出
で
ず
。

豈
乏
縫
腋＊

士　
　

豈
に
縫
腋
の
士
に
乏
し
か
ら
ん
や

志
尚
異
所
趨　
　

志
尚 

趨
く
所
を
異
に
す
。

退
蔵
日
加
慎　
　

退
蔵
し 

日
々
慎
を
加
え

避
名
若
蝎
蛇　
　

名
を
避
く
る
こ
と 

蝎
蛇
の
若
し
。

問
我
奚
為
然　
　

我
に
問
う
、
奚い
ず
くん
ぞ
然
り
と
為
す

請
看
蕩
＊々

者　
　

看
る
を
請
う 

蕩
々
た
る
者
を
。

秖
怕
浮
名
伝　
　

秖た

だ
怕お
そ

る
、
浮
名
の
伝
わ
り

偶
在
指
頭
伍　
　

偶た
ま

々た
ま

指
頭
の
伍
に
在
る
を
。

【
注
】
○
軒
冕
…
高
官
の
こ
と
。
○
囂
々
…
自
得
の
様
。
○
俛ふ

仰
ぎ
ょ
う

…
伏
し
た
り
仰
い
だ
り
。
日
常
の
起
居
動
作
を
言
う
。
○
刺
字
…

「
刺
字
漫
滅
」
で
、
久
し
く
人
付
き
合
い
を
し
な
い
た
め
に
名
刺

の
字
が
読
め
な
く
な
る
こ
と
。
○
縫
腋
…
上
官
の
衣
。
○
蕩
々
…

『
論
語
』
述
而
篇
に
「
君
子
坦
蕩
々
、
小
人
長
戚
々
」
と
あ
る
。

【
訳
】
年
の
暮
れ
、
仕
事
を
終
え
、
酒
に
向
か
っ
て
い
さ
さ
か
自

分
の
こ
と
を
述
べ
る
。
宮
仕
え
は
私
の
仕
事
で
は
な
く
、
琴
と
書

物
と
が
好
む
と
こ
ろ
だ
。
か
つ
、
知
己
の
い
な
い
の
を
喜
び
、
平

然
と
み
す
ぼ
ら
し
い
庵
を
守
っ
て
い
る
。
宇
宙
を
我
が
物
と
し
、
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起
居
に
我
が
所
を
得
た
り
と
す
る
。
名
刺
も
〔
使
わ
な
い
た
め
〕

字
が
読
め
な
く
な
り
、
手
紙
の
や
り
取
り
も
な
い
。
ど
う
し
て
地

位
の
高
い
人
が
い
な
い
で
あ
ろ
う
か
。〔
た
だ
〕
目
指
す
と
こ
ろ

が
違
う
だ
け
だ
。
引
退
し
て
日
々
謹
慎
し
、
名
が
知
れ
る
こ
と
を

蛇
蝎
の
如
く
避
け
る
。私
に
尋
ね
る
、ど
う
し
て
そ
う
な
の
だ
、と
。

見
て
く
だ
さ
い
、
あ
の
ゆ
っ
た
り
し
た
人
を
。〔
彼
ら
は
〕
た
だ

名
前
が
空
し
く
伝
わ
っ
て
、
五
本
の
指
に
入
る
（
有
名
に
な
る
）

こ
と
だ
け
を
怖
れ
て
い
る
の
だ
。

孝
思
詩
三
首

＊
稲
垣
子
華
の
孝
養
を
称
え
た
詩
、
子
華
（
一
七
二
三
～
一
七
九
七
）
は
、

美
作
出
身
の
懐
徳
堂
門
人
。
安あ

ん

志じ

藩
に
仕
え
た
が
、
親
の
介
護
の
た
め
に

仕
事
を
辞
し
、
宝
暦
十
三
年
（
一
七
六
四
）
に
孝
子
と
し
て
幕
府
か
ら
褒

賞
を
受
け
た
。
こ
の
作
品
は
そ
の
時
の
作
。『
履
軒
古
風
』
巻
三
に
、
子
華

を
詠
い
本
人
に
贈
っ
た「
招
隠
士
」（
贈
稲
垣
子
華
）と「
席
上
贈
稲
垣
子
華
」

が
見
え
る
（
帰
坂
（
一
七
六
七
年
）
後
す
ぐ
、
履
軒
三
六
歳
、
子
華
四
四

歳
の
作
）。
な
お
、「
招
隠
士
」
は
『
楚
辞
』
に
同
名
の
賦
が
あ
る
。

克
孝
維
人　
　

克よ

く
孝
た
り 

維こ

の
人

百
行
攸
基　
　

百
行 

基
づ
く
攸と
こ
ろ。

維
伊
稲
生　
　

維た

だ
伊こ

れ 

稲
生

洵
是
孝
思　
　

洵ま
こ
とに
是
れ 

孝
思
。

童

離
郷　
　

童ど
う
か
ん

に
し
て
郷
を
離
れ

裹
粮
尋
師　
　

粮か
て

を
裹つ
つ

み
て
師
を
尋
ぬ
。

我
考
是
師　
　

我
が
考ち
ち

は
是
れ
師
た
り
て

誘
以
孝
弟　
　

誘い
ざ
なう
に
孝
弟
を
以
て
す
。

服
膺
弗
爽　
　

服
膺
し
て
爽た
が

わ
ず

学
優
而
仕　
　

学 

優す
ぐ

れ
て
仕
う
。

資
事
公
卿　
　

公
卿
に
資
事
し

順
徳
攸
比　
　

順
徳
は 

比し
た

し
む
攸と
こ
ろな
り
。

親
老
無
養　
　

親
老
い
て
養
な
う
無
く

逖
労
其
思　
　

逖は
る

か
に
其
の
思
い
を
労
す
。

愾
焉
永
歎　
　

愾が
い

焉え
ん

と
し
て
永
歎
す

盍
帰
乎
来　
　

盍な
ん

ぞ
帰
り
て
来
た
ら
ざ
る
、
と
。

云
旋
云
帰　
　

云こ
こ

に
旋か
え

り
云こ
こ

に
帰
る
も

薄
田
二
頃　
　

薄
田
二
頃
の
み
。

執
彼
耒
耜　
　

彼
の
耒ら
い

耜し

を
執
り

蓺
玆
黍＊

梁　
　

玆こ

の
黍
梁
を
蓺う

う
。

稲
梁
生
矣　
　

稲
梁
生
じ

莠
稂＊

盛
矣　
　

莠ゆ
う

稂ろ
う

盛
ん
な
り
。

蓬
髪
鶉
衣　
　

蓬ほ
う

髪は
つ

鶉じ
ゅ
ん

衣い

に
し
て

帯
経
而
耡　
　

経
を
帯
び
て
耡す

く
。

既
饑
且
渇　
　

既
に
饑
え
て
且
つ
渇
く
も
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子
職
靡
堕　
　

子
の
職 

堕
す
る
こ
と
靡な

し
。

上
堂
奉
親　
　

堂
に
上
り
親
に
奉
ず
る
は

維
魚
曁
脯　
　

維た

だ 

魚
曁お
よ

び
脯
な
り
。

酒
醴＊

是
承　
　

酒
醴 

是
れ
承
く
る
は

維
子
曁
婦　
　

維
だ 

子
曁
び
婦
な
り
。

左
之
右
之　
　

之
に
左
し
之
に
右
し

嬉
々
其
娯　
　

嬉
々
と
し
て
其
れ
娯た
の

し
む
。
ま
し
む
？

眉
寿＊

永
年　
　

眉
寿
は
永
年

靡
知
憂
虞　
　

憂
虞
を
知
る
靡な

し
。

厥
徳
升
聞　
　

厥そ

の
徳 

升
り
聞
こ
え

旌
典
是
膺　
　

旌
典
を
是
れ
膺う

く
。

大
君
有
命　
　

大
君 

命
有
り

錫
爾
十
朋　
　

爾な
ん
じに
十
朋
を
錫た
ま

う
。

俾
爾
終
養　
　

爾な
ん
じを
し
て
養
う
を
終
う
る
ま
で

無
不
充
矣　
　

充
て
ざ
る
無
か
ら
し
む
、
と
。

友
朋
咸
喜　
　

友
朋
咸み

な
喜
び

如
躬
受
賜　
　

躬み
ず
から
賜
を
受
く
る
が
如
し
。

幽
人
積
徳　
　

幽
人
積
徳

式
作
此
詩　
　

式も
っ

て
此
の
詩
を
作
り
、

遥
貽
稲
生　
　

遥
か
に
稲
生
に
貽お
く

り

称
颺
其
美　
　

其
の
美
を
称
し
ょ
う

颺よ
う

し
、

以
伝
四
方　
　

以
て
四
方
に
伝
え

俾
民
興
起　
　

民
を
し
て
興
起
せ
し
む
。

我
聞
古
訓　
　

我 

古
訓
を
聞
く

孝
子
不
匱＊　
　

孝
子 

匱と
ぼ

し
か
ら
ず
、
と
。

　
（
稲
垣
子
華
、
名
隆
秀
、
美
作
人
。）

【
校
勘
】
○
黍
…
「
稲
」
の
上
に
「
黍
」
と
書
く
。

【
注
】
○
莠
稂
…
ユ
ウ
ロ
ウ
。
雑
草
。『
詩
経
』「
小
雅
」「
大
田
」

に
「
不
莠
不
稂
」
と
あ
る
。
○
酒
醴
…
醴
は
甘
酒
。
○
眉
寿
…
老

人
の
こ
と
。『
詩
経
』「
豳
風
」「
七
月
」
に
見
え
る
。
○
孝
子
不
匱

…
『
詩
経
』「
大
雅
」「
生
民
之
什
」「
既
酔
」
に
「
孝
子
不
匱
、
永

錫
爾
類
」（
孝
子
匱
し
か
ら
ず
、
永
く
爾そ

の
類
を
錫た
ま

う
）
と
あ
る
。

ち
な
み
に
、
履
軒
は
豊
後
の
孝
女
は
つ
を
称
え
る
文
章
を
「
錫
類

記
」
と
名
づ
け
て
い
る
。

【
訳
】

す
ば
ら
し
く
孝
行
で
あ
る
、
こ
の
人
は
。〔
孝
は
〕
百
行
の
基
礎

で
あ
る
。

た
だ
、
こ
の
稲
垣
生
が
、
本
当
に
孝
行
で
親
思
い
で
あ
る
。

幼
く
し
て
故
郷
を
離
れ
、
糧
を
包
ん
で
師
を
尋
ね
た
。

私
の
父
が
そ
の
師
で
あ
り
、
孝
悌
の
道
で
誘
い
ざ
な

っ
た
。
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慎
ん
で
心
に
銘
記
し
違
う
こ
と
な
く
、学
問
は
優
秀
で
宮
仕
え
し
た
。

公
卿
を
助
け
仕
え
、
徳
に
親
し
ん
だ
。

親
が
老
い
て
養
う
者
も
な
く
、
遥
か
に
思
い
を
馳
せ
た
。

長
く
た
め
息
を
つ
い
て
思
っ
た
、
ど
う
し
て
帰
ら
な
い
で
お
ら
れ

よ
う
か
、
と

そ
こ
で
帰
っ
た
が
、
痩
せ
た
田
が
二
頃
（
＊
一
頃
は
百
畝
）
あ
る

の
み
。

鋤
を
執
っ
て
穀
物
を
植
え
る
。

稲
穂
が
生
じ
て
も
、
雑
草
が
生
い
茂
る
。

ぼ
さ
ぼ
さ
髪
に
粗
末
な
服
で
、
経
書
を
片
手
に
田
を
耕
す
。

飲
食
に
不
自
由
し
て
も
、
子
と
し
て
の
務
め
は
怠
ら
な
い
。

座
敷
に
上
が
っ
て
親
に
奉
じ
る
の
は
、た
だ
魚
と
干
し
肉
だ
け
だ
。

酒
や
甘
酒
を
承
け
る
の
は
、
た
だ
子
供
と
婦
人
だ
け
だ
〔
自
分
は

口
に
し
な
い
〕。

親
の
側
に
仕
え
、
嬉
々
と
し
て
楽
し
ん
で
い
た
。
ま
せ
て
い
た
？

ご
老
人
は
ず
っ
と
憂
い
と
い
う
も
の
を
知
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
徳
が
お
上
に
届
き
、
表
彰
を
受
け
た
。

主
君
よ
り
命
が
あ
っ
た
。
お
前
に
報
奨
金
を
賜
う
、

お
前
が
孝
を
全
う
す
る
の
に
必
要
な
も
の
は
す
べ
て
与
え
る
、
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

友
ら
は
皆
、
自
分
が
表
彰
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
喜
ん
だ
。

世
捨
て
人
の
私
、
積
徳
が
、
こ
の
詩
を
作
り
、

は
る
か
に
稲
垣
生
に
贈
り
、
そ
の
美
徳
を
賞
揚
し
、

世
の
中
に
伝
え
、
人
民
が
感
動
し
奮
起
す
る
よ
う
に
し
た
。

古
の
言
い
伝
え
に
言
う
、
孝
子
は
乏
し
く
な
い
、
と
。

　
（
稲
垣
子
華
は
、
名
は
隆
秀
、
美
作
の
人
で
あ
る
。）

【
参
考
】

　

懐
徳
堂
の
孝
子
顕
彰
運
動
に
つ
い
て
は
、
西
村
天
囚
著
『
懐
徳

堂
考
』
下
巻
「
好
善
の
家
風
」（
一
九
一
一
年
）、
加
地
伸
行
編
『
中

井
竹
山
・
中
井
履
軒
』（
明
徳
出
版
社
〈
叢
書
・
日
本
の
思
想
家

二
四
〉、
一
九
八
〇
年
）
第
二
章
第
五
節
「
孝
子
顕
彰
運
動
」（
小

堀
一
正
執
筆
）
に
見
え
る
。

　

な
お
、
稲
垣
子
華
墓
碑
は
、
今
も
岡
山
県
美
作
町
田
殿
に
存
在

す
る
（『
懐
徳
堂
セ
ン
タ
ー
報
』
二
〇
〇
五
口
絵
参
照
）。
竹
山
の

子
蕉
園
作
の
墓
碑
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

稲
垣
子
華
碑
銘

寛
政
九
年
丁
巳
春
正
月
六
日
、
瀧
嵓＊

先
生
稲
垣
子
華
諱
隆
秀
卒
于
播
、
其
弟

子
在
作
者
三
十
餘
人＊

、
相
會
而
哭
、
乃
相
議
曰
、「
剖
析
周
密
以
訓
詁
章
句
鳴

焉
者
世
或
有
之
。
高
逸
妍
麗
以
辭
賦
文
章
鳴
焉
者
亦
或
有
之
。
矯
揉
自
修
僅

得
一
節
之
長
者
寔
蕃
有
徒＊

。
夫
温
厚
恭
倹
、
博
學
篤
行
、
能
風
化
邦
國
、
如
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吾
夫
子
粹
而
全
者
未
之
有
也
。
吾
夫
子
之
德
大
矣
哉
。
今
也
夫
子
捐
我
諸
子
、

我
諸
子
將
安
放＊

。
盍
碑
于
其
故
邑
、
擇
諳
夫
子
之
悳
行
而
文
焉
者
而
銘
之
、

我
諸
子
歳
時
拝
薦
有
所
適
、
後
世
子
孫
景
慕
者
有
所
仰
、
不
亦
善
乎
。」
乃
使

三
宅
生
來
請
于
余
曰
、「
竹
山
先
生
向
有
孝
状
之
撰＊

、
吾
師
之
行
事
、
於
是
乎

詳
矣
。
不
可
重
煩
先
生
。
請
子
銘
之
。」
余
與
生
語
、
問
之
以
其
侍
疾
助
葬
之

状
、
則
對
辭
愿
款＊

、
目
潤
色
戚
、
追
慕
之
誠
、
可
掬
也
。
則
可
以
知
其
徒
咸

然
也
。
亦
可
以
想
其
後
世
子
孫
咸
然
也
。
夫
子
之
遺
愛
何
其
深
也
。
昔
蔡
邕＊

爲
郭
太
碑
文
、
謂
其
友
曰
、「
吾
爲
碑
文
多
矣
、
皆
有
慚
德
、
唯
郭
有
道＊

無
愧

色
耳
。」
余
於
斯
銘
亦
然
。
銘
曰
、

嗚
呼
夫
子
、
何
德
之
純
。
孝
友
其
素
、
飾
之
以
文
。
清
約
其
守
、
能
惠
于
人
。

學
之
斯
優
、
内
彼
玄
纁＊

。

有
赫
之
都
、
肉
粟＊

之
郡
。
侯
氏
乃
喜
、
台
得
藎
臣＊

。
士
庶
胥
慶
、
戎
有
良
翰＊

。

父
兮
土
思
、
不
肯
徙
遷
。

軔
其
迎
養
、
歸
養
之
牽
。
夫
子
曰
噫
、
曷
以
官
爲
。
言
告
侯
氏＊

、
言
告
言
歸
。

厥
養
維
何
、
其
體
其
志
。

厥
業
維
何
、
其
耒
其
耜
。
扇
枕
臥
氷＊

、
豈
足
專
美＊

。
炎
畦
霜
疇
、
胼
胝＊

其
支
。

出
酸
處
辛
、
其
色
有
怡
。

父
兮
安
此
、
逸
豫
無
期＊

。
孝
弟
力
田
、
邦
家
之
本
。
王
侯
爲
光
、
紛
擧
旌
典
。

三
命
之
俯＊

、
德
音＊

孔
膠
。

彼
其
丕
蹟
、
胥
則
效
矣
。
隣
保
之
訛
、
覃
及＊

邦
陲
。
愛
之
愛
之
、
愛
莫
助
之＊

。

日
月
已
慆＊

、
孝
潰
于
成
。

載
琹
載
書＊

、
韞
其
名
聲
。
侯
曰
於
戯
、
既
畢
爾
志
。
勉
爾
遁
思＊

、
誨
台
赤
子
。

夫
子
曰
嘻
、
我
事
全
矣
。

旧
恩
亦
渥
、
豈
有
遐
心＊

。
乃
眷
東
顧
、
往
即
前
職
。
所
居
風
草
、
民
莫
不
穀＊

。

嗚
呼
夫
子
、
何
德
之
純
。

濟
濟
多
士＊

、
莫
之
與
倫
。
維
時
丁
巳
、
何
歳
之
厲
。
天
不
憗
遺＊

、
俾
民
亡
師
。

郷
人
貿
貿
、
如
喪
家
狗＊

。

仰
歎
俯
泣
、
銜
恤
相
＊

。
我
之
無
辜
、
夫
子
之
故
。
拊
我
育
我
、
我
之
父
母
。

再
駕
于
播
、
俾
我
心
苦
。

尚
曰
旋
歸
、
豈
遐
棄＊

我
。
噫
今
若
斯
、
云
何
其
盱＊

。
蒼
天
有
命
、
斯
謂
之
何
。

乃
石
乃
文
、
于
彼
田
殿
。

以
酌
以
羞＊

、
歳
時
不
倦
。
豈
敢
爲
報
、
薄＊

以
慰
心
。
視
死
之
日＊

、
猶
生
之
年＊

。

嗚
呼
夫
子
、
何
德
之
純
。

唯
其
純
矣
、
是
以
有
然
。

 

大
阪　

中
井
曾
弘
撰
并
書

【
解
説
】
碑
銘
の
作
者
は
、
中
井
曾
弘
、
号
蕉
園
（
一
七
六
七
～
一
八
〇
三
）。

中
井
竹
山
の
子
。
詩
才
に
恵
ま
れ
、
一
晩
で
十
篇
の
賦
を
書
き
上
げ
た
「
一

宵
十
賦
」
を
残
し
て
い
る
。
将
来
を
期
待
さ
れ
た
が
、
三
十
六
歳
の
若
さ
で

亡
く
な
っ
た
。「
子
華
碑
銘
」
は
、
三
十
歳
の
時
の
作
（
寛
政
九
年
は
一
七
九

七
年
）。
蕉
園
の
詩
文
を
集
め
た
『
塤け
ん

集し
ゅ
う』
に
も
見
え
る
。
序
と
銘
か
ら
な
り
、

銘
は
、
経
書
に
出
典
を
持
つ
四
字
句
を
連
ね
た
荘
重
な
文
章
で
あ
る
（
注
参

照
）。
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【
訳
】

　

寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
の
正
月
六
日
に
瀧ろ
う

嵓が
く

先
生
稲
垣
子
華
、
本
名
隆

秀
は
播
磨
で
亡
く
な
っ
た
。
美
作
に
い
る
弟
子
三
十
人
ほ
ど
は
、
集
ま
っ
て

慟
哭
し
、
相
談
し
て
言
っ
た
。

　
「
分
析
が
緻
密
な
儒
教
経
典
の
注
釈
で
世
の
中
に
知
ら
れ
た
人
は
い
る
だ
ろ

う
。
ま
た
、
非
凡
で
美
麗
な
辞
賦
文
章
で
知
ら
れ
た
人
も
い
る
だ
ろ
う
。
自

制
心
を
持
ち
勉
学
に
励
み
一
芸
に
優
れ
る
人
は
非
常
に
多
い
。
た
だ
、
温
厚

で
慎
ま
し
く
、
博
学
で
篤
行
家
で
、
国
を
感
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、

我
が
師
ほ
ど
純
粋
か
つ
完
全
な
人
は
、
い
ま
だ
か
つ
て
い
な
か
っ
た
。
我
が

師
の
徳
は
な
ん
と
偉
大
な
こ
と
か
。今
、師
は
我
々
諸
子
を
お
捨
て
に
な
っ
た
。

我
々
は
こ
れ
か
ら
何
に
よ
っ
た
ら
よ
い
の
か
。
そ
の
故
郷
に
碑
を
建
て
、
師

の
徳
行
を
覚
え
て
い
る
者
を
選
び
、
文
章
を
作
り
銘
に
彫
れ
ば
い
い
で
は
な

い
か
。そ
う
す
れ
ば
、我
々
諸
子
は
季
節
ご
と
の
墓
参
に
行
く
所
が
で
き
る
し
、

後
世
の
子
孫
で
敬
慕
す
る
者
も
拝
む
所
が
で
き
る
。
こ
れ
は
よ
い
こ
と
で
は

な
い
か
」
と
。

　

そ
こ
で
三
宅
生
を
私
の
処
に
遣
わ
し
て
言
っ
た
。「
先
に
竹
山
先
生
に
孝
状

を
お
書
き
頂
き
、
我
が
師
の
こ
れ
ま
で
の
行
い
は
、
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

再
度
先
生
を
煩
わ
せ
る
わ
け
に
も
ま
い
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
様
に
銘
を
書
い

て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
。
私
は
生
と
語
り
、
看
病
や
葬
儀
の
助

け
た
様
子
を
尋
ね
た
。
答
え
は
慎
ま
し
や
か
で
、
涙
を
浮
か
べ
沈
痛
な
表
情

で
あ
り
、
真
心
か
ら
師
を
追
慕
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
。
よ
っ
て
、

そ
の
弟
子
は
皆
そ
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
し
、
ま
た
、
後
世
の
子
孫

も
皆
そ
う
で
あ
ろ
う
と
予
測
で
き
る
。
師
の
遺
愛
は
何
と
深
い
こ
と
か
。
昔
、

蔡
邕
が
郭
太
の
碑
文
を
作
り
そ
の
友
人
に
、「
私
は
碑
文
を
た
く
さ
ん
書
い
た

が
、皆
徳
に
不
完
全
な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
た
だ
郭
有
道
だ
け
は
完
璧
で
あ
っ

た
」
と
言
っ
た
。
私
が
こ
の
銘
に
お
い
て
も
そ
の
通
り
だ
。
銘
に
言
う
。

あ
あ
師
よ
、
何
と
純
粋
な
徳
を
お
持
ち
だ
っ
た
こ
と
か
。

生
ま
れ
な
が
ら
に
〔
素
地
と
し
て
〕
孝
徳
を
備
え
、〔
加
え
て
〕
文
才
も
お
持

ち
で
あ
っ
た
。

謙
虚
で
慎
ま
し
や
か
で
、
人
に
は
恵
み
深
く
、

学
問
は
優
れ
、
徳
を
蔵
し
、

都
に
名
を
馳
せ
、
郡
に
招
聘
さ
れ
、

国
に
忠
臣
が
得
ら
れ
た
と
、
領
主
は
お
喜
び
に
な
り
、

い
い
人
が
得
ら
れ
た
と
、
武
士
や
役
人
は
喜
ん
だ
。

父
上
は
土
地
に
こ
だ
わ
り
、
引
っ
越
し
を
承
知
な
さ
ら
ず
、

迎
え
て
養
う
こ
と
を
拒
ま
れ
、
帰
っ
て
養
う
よ
う
引
か
れ
た
。

師
は
「
あ
あ
、
ど
う
し
て
宮
仕
え
し
て
お
ら
れ
よ
う
か
」
と
お
っ
し
ゃ
い
、

そ
こ
で
領
主
に
告
げ
て
お
帰
り
に
な
っ
た
。

　
　

注
（
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
））

〔
父
上
の
〕
お
体
と
お
心
を
お
養
い
な
さ
り
、

畑
仕
事
を
生
業
と
さ
れ
た
。

師
の
す
ば
ら
し
さ
は
孝
行
だ
け
で
は
な
い
。

炎
暑
厳
寒
の
畑
仕
事
で
、
手
足
は
あ
か
ぎ
れ
だ
ら
け
。

〔
で
も
〕
い
く
ら
辛
い
思
い
を
し
て
も
、
微
笑
ん
で
お
ら
れ
る
。
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父
上
は
す
っ
か
り
ご
安
心
な
さ
れ
、
心
安
ら
か
に
過
ご
さ
れ
た
。

孝
行
で
友
人
に
も
親
切
で
農
業
に
勉
め
る
の
は
、
国
の
礎
。

将
軍
様
と
ご
領
主
と
は
誇
り
と
さ
れ
、
表
彰
さ
れ
た
。

　
　

注
（
明
和
元
年
（
一
七
六
四
））

位
が
進
ん
で
も
ま
す
ま
す
謙
虚
に
、
評
判
は
揺
る
ぎ
な
き
も
の
と
な
っ
た
。

そ
の
す
ば
ら
し
き
行
い
を
、
役
人
は
見
習
い
、

村
を
感
化
し
、
さ
ら
に
国
の
隅
々
に
ま
で
及
ん
だ
。

だ
が
、い
く
ら
お
慕
い
申
し
上
げ
て
も
事
態
を
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。

歳
月
が
経
ち
、
孝
行
を
遂
げ
（
父
上
が
亡
く
な
り
）、

琴
を
弾
き
、
書
を
読
み
、
名
声
を
隠
し
ひ
っ
そ
り
と
住
ま
わ
れ
た
。

ご
領
主
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
志
を
遂
げ
ら
れ
た
（
孝
を
全
う
さ
れ
た
）
今
、

ひ
っ
そ
り
と
暮
ら
し
、
子
弟
の
教
育
で
も
な
さ
い
」
と
。

師
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
私
の
仕
事
は
全
う
し
ま
し
た
。

厚
く
ご
恩
を
被
っ
て
お
り
ま
す
の
に
、ど
う
し
て
お
忘
れ
で
き
ま
し
ょ
う
」と
。

そ
こ
で
、
東
に
赴
き
、
前
職
に
お
就
き
に
な
っ
た
。

そ
の
地
の
民
草
は
悪
い
者
が
い
な
く
な
っ
た
。

あ
あ
師
よ
、
何
と
徳
の
純
粋
な
こ
と
か
。

並
み
い
る
名
士
の
中
に
も
、
こ
れ
ほ
ど
の
人
は
い
な
い
。

た
だ
、
丁
巳
と
い
う
年
は
、
何
と
ひ
ど
い
年
な
の
だ
。

天
は
強
い
て
〔
師
を
〕
お
残
し
に
な
ら
れ
ず
、
民
か
ら
師
を
奪
わ
れ
た
。

里
人
は
意
気
消
沈
し
、
家
を
失
っ
た
犬
の
よ
う
だ
。

仰
い
で
嘆
き
伏
し
て
泣
き
、
悲
し
み
を
抱
い
て
互
い
に
嘆
き
合
っ
た
。

私
が
罪
が
な
い
（
正
し
く
い
ら
れ
た
）
の
は
、
師
の
お
か
げ
だ
。

私
を
撫
で
育
て
て
く
だ
さ
っ
た
、
私
の
父
母
だ
。

再
び
播
磨
へ
と
赴
か
れ
、
私
を
悲
し
ま
せ
た
。

す
ぐ
に
帰
っ
て
く
る
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
に
、
ど
う
し
て
遠
く
私
を
お
棄
て

に
な
っ
た
の
か
。

あ
あ
、
今
こ
の
よ
う
に
な
り
、
何
を
望
め
よ
う
か
。

天
に
は
命
が
あ
り
、
こ
れ
を
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。

そ
こ
で
、
田
殿
に
石
碑
を
建
て
文
を
作
り
、

歳
時
怠
ら
ず
酒
と
食
物
を
お
供
え
申
し
上
げ
、

報
い
と
す
る
に
は
足
り
な
い
が
、
せ
め
て
自
ら
の
慰
め
と
す
る
。

死
を
見
る
こ
と
、
生
の
ご
と
く
〔
少
し
も
恐
れ
ず
〕、

あ
あ
、
師
よ
。
ど
う
し
て
徳
が
か
く
も
純
粋
な
の
か
。

た
だ
、
純
粋
な
ゆ
え
に
純
粋
な
の
だ
。

【
注
】
○
瀧
嵓
…
「
嵓
」
は
「
嶽
（
岳
）」
の
異
体
字
。
故
郷
の
田
殿
の
清
滝

に
因
ん
で
つ
け
ら
れ
た
号
。
○
三
十
餘
人
…
碑
の
下
部
に
名
前
が
彫
ら
れ
て

い
る
。『
塤
集
』
で
は
「
若
干
人
」に
な
っ
て
い
る
。
○
寔
蕃
有
徒
…（『
左
伝
』

昭
公
二
十
八
年
「
実
蕃
有
徒
」、『
書
経
』
仲
虺
之
誥
「
寔
繁
有
徒
」）。
○
放
…

「
よ
る
」（『
論
語
』
里
仁
篇
「
放
乎
利
而
行
多
怨
」）。
○
竹
山
・
孝
狀
之
撰
…

中
井
竹
山
に
「
稲
垣
子
華
孝
状
」（
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
作
）
が
あ
る
。

○
愿
款
…
「
ゲ
ン
カ
ン
」。
慎
み
深
く
て
誠
が
あ
る
こ
と
。
○
蔡
邕
爲
郭
太
碑

文
…
（『
後
漢
書
』
郭
太
伝
、『
高
士
伝
』）。
○
郭
有
道
…
「
有
道
」
は
挙
士
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科
目
の
一
つ
。
○
玄
纁
…
「
ゲ
ン
ク
ン
」。
黒
い
帛
。
人
を
招
聘
す
る
際
に
用

い
る
も
の
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
に
価
す
る
価
値
を
言
う
か
。
○
肉
粟
…
食
料
。

給
料
？
（
白
居
易
『
白
氏
長
慶
集
』
巻
六
五
「
七
十
三
養
老
、
在
使
之
寿
富
貴
」

に
「
特
頒
其
布
帛
肉
粟
之
賜
則
謂
養
老
之
道
尽
於
是
矣
」
と
あ
る
の
を
参
照
）。

○
台
得
藎
臣
…
「
藎
臣
（
ジ
ン
シ
ン
）」
は
「
忠
臣
」（『
詩
経
』
大
雅
、
文
王
）。

○
戎
有
良
翰
…
「
戎
」
は
「
な
ん
じ
」。「
良
翰
」
は
才
能
の
あ
る
人
（『
詩
経
』

大
雅
、
崧
高
）。
○
言
告
侯
氏
、
言
告
言
歸
…
「
言
」
は
「
こ
こ
に
」（
語
調

を
整
え
る
語
、『
詩
経
』
に
よ
く
見
え
る
）（『
詩
経
』
国
風
、
周
南
、
葛
覃
「
言

告
師
氏
、
言
告
言
帰
」）。
○
扇
枕
臥
氷
…
「
扇
枕
」
は
暑
い
夏
に
親
の
枕
を

扇
い
で
涼
し
く
す
る
こ
と
。「
臥
氷
」
は
王
祥
と
い
う
人
が
、
冬
に
親
の
好
き

な
鯉
を
獲
る
た
め
、
臥
し
て
氷
を
解
か
し
た
こ
と
（『
捜
神
記
』）。
と
も
に
、

孝
行
を
言
う
。
○
專
美
…
美
名
を
独
占
す
る（『
書
経
』説
命
下
、『
書
言
故
事
』

評
論
類
、
專
美
）。
○
胼
胝
…
「
ヘ
ン
チ
」。
あ
か
ぎ
れ
。
手
の
も
の
を
「
胼
」、

足
の
も
の
を
「
胝
」
と
い
う
。
○
逸
豫
無
期
…
十
分
に
楽
し
む
こ
と
（『
詩
経
』

小
雅
、
白
駒
）。
○
三
命
之
俯
…
官
位
が
進
む
に
随
っ
て
益
々
謙
遜
す
る
こ
と

（『
左
伝
』
昭
公
七
年
）。
○
徳
音
…
良
い
評
判
（『
詩
経
』
豳
風
、
狼
跋
、
邶
風
、

日
月
）。
○
覃
及
…
「
タ
ン
キ
ュ
ウ
」。
及
ぶ
こ
と
（『
詩
経
』
大
雅
、
蕩
）。

○
愛
莫
助
之
…
（『
詩
経
』
大
雅
、
蒸
民
）。
○
日
月
已
慆
…
「
慆
（
ト
ウ
）」

は
「
過
ぎ
る
」（『
詩
経
』
唐
風
、
蟋
蟀
「
日
月
其
慆
」）。
○
載
琹
載
書
…
「
載
」

は
「
す
な
わ
ち
」（
語
調
を
整
え
る
語
、『
詩
経
』
に
よ
く
見
え
る
）。「
琹
」

は
「
琴
」。
弾
琴
と
読
書
。
と
も
に
風
流
な
も
の
。
○
勉
爾
遁
思
…
「
遁
思
」

は
世
を
遁
れ
る
意
思
（『
詩
経
』
小
雅
、
白
駒
）。
○
遐
心
…
「
遐
」
は
「
遠
い
」。

「
遐
心
」
は
疎
遠
に
す
る
心
（『
詩
経
』
小
雅
、
白
駒
）。
○
不
穀
…
「
穀
」
は

「
善
」。
○
濟
濟
多
士
…（『
詩
経
』
大
雅
、
文
王
）。
○
憗
遺
…
「
ギ
ン
イ
」。

強
い
て
残
す
（『
詩
経
』
小
雅
、
十
月
之
交
「
不
憗
遺
」）。
○
喪
家
狗
…
家
を

失
っ
た
犬
（『
史
記
』
孔
子
世
家
）。
○
銜
恤
相

…
「
銜
恤
」
は
「
悲
し
み

を
抱
く
」（『
詩
経
』
小
雅
、
蓼
莪
）。「
（
シ
ュ
ウ
）」
は
「
呪
う
」。
○
遐
棄

…
遠
く
見
捨
て
る
。
生
者
を
後
に
残
し
て
人
が
死
ぬ
こ
と
（『
詩
経
』
周
南
、

汝
墳
）。
○
云
何
其
盱
…
「
盱
」
は
「
望
む
」（『
詩
経
』
小
雅
、
何
人
斯
「
云

何
其
盱
」）。
○
羞
…
食
物
を
す
す
め
供
え
る
。
○
薄
…
い
さ
さ
か
。
○
視
死

之
日
、
猶
生
之
年
…
『
史
記
』
蔡
沢
伝
に
「
視
死
如
帰
、
生
而
辱
不
如
死
而
栄
、

士
固
有
殺
身
以
成
名
、
唯
義
之
所
在
、
雖
死
無
所
恨
」
と
あ
る
の
を
参
照
。

西
岡
雑
詩

＊
西
岡
で
の
静
か
な
滞
在
を
詠
っ
た
詩
。
京
都
の
西
岡
は
、
竹
山
や
履
軒
の

妻
の
実
家
の
革
嶋
家
の
所
在
地
。
竹
山
は
、
明
和
元
年
（
一
七
六
四
）、
革

嶋
家
の
家
事
を
整
理
す
る
た
め
、
一
年
間
西
岡
に
滞
在
し
、『
西
岡
集
』
と

い
う
漢
詩
文
集
を
残
し
て
い
る
。

環
舎
千
畝
竹　
　

舎
を
環
る 

千
畝
の
竹

翠
光
撼
几
席　
　

翠
光 

几
席
を
撼う
ご

か
す
。

幽
斎
一
炷
香　
　

幽
斎 

一
炷
の
香

中
有
独
眠
客　
　

中
に
独
り
眠
る
客
有
り
。
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其
二

暮
烟
籠
竹
樹　
　

暮
烟 

樹
に
籠こ

め

蛙
鳴
水
声
外　
　

蛙
は
鳴
く 

水
声
の
外
。

露
牀
夢
亦
幽　
　

露
牀 

夢
亦
た
幽

不
復
還
城
市　
　

復
た
城
市
に
還
ら
ず

　

其
三

玉
女
宵
翺
翔　
　

玉
女 
宵
に
翺こ
う

翔し
ょ
うし

遺
却
玳
瑇
簪　
　

玳た
い

瑇ま
い

の
簪
を
遺
却
す
。

朝
来
行
人
得　
　

朝
来
た
り
て 
行
人
得う

れ
ば

尚
帯
雲
髻
沈　
　

尚
お
雲
髻
を
帯
び
て
沈
む
。

　

其
四

褫
繃
戮
龍
児　
　

繃
を
褫と

き
て 

龍
児
を
戮こ
ろ

せ
ば

龍
児＊

鼎
中
泣　
　

龍
児 

鼎
中
に
泣
く
。

秖
為
貞
節
軟　
　

秖た

だ
貞
節
軟よ
わ

き
が
為
に

甘
心
惨
禍
及　
　

惨
禍
及
ぶ
に
甘
心
す
。

　

其
五

竹
芽
烹
初
熟　
　

竹
芽
烹に

え
て 

初
め
て
熟
す
も

村
醪
沽
未
還　
　

村
醪ろ
う 

沽か

い
て
未
だ
還
ら
ず
。

先
生
興
不
舒　
　

先
生 

興
舒の

べ
ず

先
齕
両
三
環　
　

先
に
両
三
環
を
齕か

む
。

　

其
六

為
客
在
竹
郷　
　

客
と
為
り
て 

竹
郷
に
在
り

日
々
林
中
行　
　

日
々 

林
中
を
行
く
。

林
中
斜
々
逕　
　

林
中 

斜
々
の
逕
こ
の
み
ち
　

唯
有
薫
風
清　
　

唯
だ
薫
風
の
清
ら
な
る
有
り
。

　

其
七

為
客
在
竹
郷　
　

客
と
為
り
て 

竹
郷
に
在
り

日
々
林
中
行　
　

日
々 

林
中
を
行
く
。

翠
光
透
肌
骨　
　

翠
光 

肌
骨
を
透と
お

り

冷
然
染
衣
裳　
　

冷
然
と
し
て 

衣
裳
を
染
む
。

　

其
八

為
客
在
竹
郷　
　

客
と
為
り
て 

竹
郷
に
在
り

日
々
林
中
行　
　

日
々 

林
中
を
行
く
。

興
来
一
長
嘯　
　

興
来
た
り
て 

一
た
び
長
嘯
す
れ
ば

上
有
戞
玉
声　
　

上
に
玉
を
戞な

ら
す
声
有
り
。

　

其
九

為
客
在
竹
郷　
　

客
と
為
り
て 

竹
郷
に
在
り
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饔
飱＊

憑
此
君＊　
　

饔よ
う

飱そ
ん 

此
君
に
憑よ

る
。

久
違
腥
膻
気　
　

久
し
く
腥せ
い

膻せ
ん

の
気
か
ら
違さ

り

清
痩
絶
俗
塵　
　

清
痩 

俗
塵
を
絶た

つ
。

【
注
】○
龍
児
…
龍
り
ょ
う

雛す
う

で
タ
ケ
ノ
コ
の
こ
と
。○
饔よ
う

飱そ
ん

…
饔よ
う

は
朝
食
。

飱そ
ん

は
夕
食
。
前
出
の
「
食
板
銘
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
○
此
君
…

竹
の
異
名
。
晋
の
王
徽
之
が
竹
を
指
し
て「
何
可
一
日
無
此
君（
何

ぞ
一
日
も
此
君
無
か
る
べ
け
ん
）」
と
言
っ
た
故
事
に
基
づ
く
。

【
訳
】

家
を
廻
る
広
大
な
の
竹
林
、そ
の
翠み
ど
りの
光
が
机
や
席
を
う
ご
め
か
す
。

ひ
っ
そ
り
と
し
た
書
斎
に
一
筋
の
香
、
そ
の
中
に
一
人
眠
る
客
が

い
る
。

（
そ
の
二
）

暮
れ
の
烟
が
竹
林
に
立
ち
籠
め
、
蛙
は
水
の
音
の
外
に
鳴
く
。

帳と
ば
りの
な
い
寝
床
で
夢
心
地
に
幽
玄
を
巡
り
、
街
中
の
喧
噪
を
忘
れ

去
る
。

（
そ
の
三
）

天
女
が
宵
に
舞
い
降
り
て
（
さ
ま
よ
っ
て
）、
玳た
い

瑁ま
い

の
簪
を
忘
れ

て
い
っ
た
。

朝
が
来
て
通
り
が
か
り
の
人
が
見
つ
け
る
と
、
ま
だ
雲
の
よ
う
な

も
と
ど
り
の
形
跡
を
残
し
て
い
た
（
玳
瑁
の
簪
と
は
、
茶
色
の
皮

を
被
っ
た
竹
の
子
か
。そ
れ
を
朝
だ
れ
か
が
掘
っ
て
き
て
く
れ
た
、

そ
こ
に
は
ま
だ
黒
々
と
土
が
つ
い
て
い
る
、
か
。
沈
は
泥
、
雲
髻

は
天
女
の
黒
々
と
し
た
豊
か
な
髪
＝
黒
々
と
纏
わ
り
つ
い
て
い
る

土
の
様
子
か
？
）

（
そ
の
四
）

皮
を
剥
い
で
龍
の
子
（
タ
ケ
ノ
コ
）
を
殺
す
と
、
龍
の
子
は
、
鍋

の
中
で
泣
く
。

た
だ
貞
節
が
不
十
分
な
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
惨
禍
の
憂
き
目
に

あ
っ
た
の
だ
。

（
そ
の
五
）

筍
が
煮
え
て
火
が
通
っ
た
が
、
村
の
濁
り
酒
を
買
い
に
行
っ
た
者

は
ま
だ
戻
ら
な
い
。

先
生
は
待
ち
き
れ
ず
に
、
先
に
ち
ょ
っ
と
つ
ま
み
食
い
。

（
そ
の
六
）

竹
の
郷
で
客
と
な
り
、
日
々
林
の
中
を
歩
く
。

林
の
中
の
小
径
は
斜
め
で
、
た
だ
清
ら
か
な
風
が
吹
く
。

（
そ
の
七
）

竹
の
郷
で
客
と
な
り
、
日
々
林
の
中
を
歩
く
。

翠み
ど
りの
光
は
肌
に
ま
で
透
き
通
り
、
冷
や
や
か
に
衣
裳
を
染
め
る
。

（
そ
の
八
）

竹
の
郷
で
客
と
な
り
、
日
々
林
の
中
を
歩
く
。

興
に
乗
じ
て
一
節
ぶ
つ
と
、上
で
玉
を
鳴
ら
す
よ
う
な
声
が
す
る
。
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（
そ
の
九
）

竹
の
郷
で
客
と
な
り
、
毎
食
、
こ
の
君
（
竹
）
に
頼
る
。

久
し
く
生
臭
物
か
ら
遠
ざ
か
り
、清
ら
か
に
痩
せ
て
、俗
塵
を
断
つ
。

送
君

之
関
東
（
君

の
関
東
に
之ゆ

く
を
送
る
）

＊
竹
山
の
門
人
で
あ
る
中
村
君く

ん
い

（
一
七
四
〇
～
一
七
八
二
）
の
送
別
詩
。

君く
ん
い

は
履
軒
の
後
妻
（
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
再
婚
）
の
兄
。
名
は
有
則
。

号
は
出
身
地
の
平
野
郷
か
ら
見
え
る
二
上
山
に
因
み
両
峯
と
言
う
。
明
和

三
年
（
一
七
六
六
）
の
履
軒
京
都
行
の
際
、
同
時
に
白
木
屋
に
仕
え
に
行
っ

た
こ
と
も
あ
る
。『
履
軒
古
風
』
巻
三
に
も
「
春
夜
小
集
似
君

」
と
題
す

る
詩
が
、
巻
四
に
「
清
虚
館
小
集
呈
君

」
と
題
す
る
詩
が
あ
る
。
こ
の

詩
の
関
東
行
は
お
そ
ら
く
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）。
竹
山
『
奠
陰
集
（
詩

集
）』
巻
二
に
、
明
和
二
、
三
年
（
一
七
六
五
、
六
）
の
作
だ
と
思
わ
れ
る

「
君
夷
告
別
之
江
都
、
聞
先
到
京
師
留
宿
子
甚
家
、
辨
行
事
而
後
発
、
故
追

寄
此
」
と
い
う
詩
が
あ
る
（
影
印
本
三
〇
〇
頁
）。『
奠
陰
集
（
文
集
）』
巻

四
に
は
、
明
和
三
年
（
一
七
六
六
）
作
の
「
送
中
村
君

之
江
都
序
」
が

あ
る
。

臨
別
問
帰
期　
　

別
れ
に
臨
み
て 

帰
期
を
問
う

帰
期
不
可
久　
　

帰
期 

久
し
か
る
べ
か
ら
ず
と
。

君
言
跋
渉
艱　
　

君
は
言
う
、
跋
渉
艱か
た

く

且
避
煩
熱
時　
　

且し
ば
らく
煩
熱
の
時
を
避
け
ん
、
と
。

東
土
多
士
叢　
　

東
土 

士
叢
多
く

英
華
繽
紛
紛　
　

英
華 

繽
紛
紛
た
り
。

況
君
芝
蘭
姿　
　

況
ん
や
君
が
芝
蘭
の
姿

翩
躚
往
其
間　
　

翩へ
ん

躚せ
ん

し
て 

其
の
間
に
往
く
を
や
。

相
得
且
歎
晩　
　

相
い
得
て 

且
つ
晩お
そ

き
を
歎
き

牽
衣
投
君
轄＊　
　

衣
を
牽
き
て 

君
が
轄
を
投
ぐ
。

離
別
原
太
苦　
　

離
別 

原も
と

よ
り
太
だ
苦
し
け
れ
ど
も

新
交
更
難
割　
　

新
交 

更
に
割
き
難
し
。

偏
恐
三
秋
天　
　

偏
え
に
恐
る 

三
秋
の
天

空
見
鴻
雁
来　
　

空
し
く
鴻
雁
の
来
た
る
を
見
る
を
。

所
頼
在
感
情　
　

頼
る
所
は 

感
情
に
在
る
も

気
象
日
推
移　
　

気
象 

日
々
推
移
す
。

蓴
鱸＊

此
地
多　
　

蓴
じ
ゅ
ん

鱸ろ 

此
の
地
多
く

秋
風
入
君
懐　
　

秋
風 

君
が
懐
に
入
る
。

去
々
千
里
羈　
　

去ゆ

け々 

千
里
の
羈
た
び
び
とよ

霧
露＊

慎
興
寝　
　

霧
露 

興
寝
に
慎
め
。

分
手
意
黙
　々
　

手
を
分
か
つ
に 

意
黙
々
た
り

相
顧
更
一
言　
　

相
い
顧
み
て 

更
に
一
言
す
。

東
土
雖
楽
矣　
　

東
土 

楽
し
と
雖
も

海
上
有
故
人　
　

海
上 

故
人
有
り
と
。

【
注
】
○
投
君
轄
…
投
轄
は
、
車
の
く
さ
び
を
井
戸
の
中
に
投
ず
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る
意
。
客
を
愛
し
て
強
い
て
帰
れ
な
く
す
る
こ
と
。
○
蓴
鱸
…
蓴

羮
鱸
膾
の
略
。
ジ
ュ
ン
サ
イ
の
羮
あ
つ
も
のと
ス
ズ
キ
の
膾な
ま
す。
晋
の
張
翰
は

こ
の
二
つ
の
故
郷
の
名
産
を
味
わ
お
う
と
官
を
辞
し
て
帰
郷
し
た

（『
晋
書
』
文
苑
伝
、
張
翰
伝
）。
後
、
故
郷
を
思
う
情
を
言
う
。

○
霧
露
…
病
気
の
こ
と
。

【
訳
】

別
れ
に
臨
ん
で
帰
る
時
期
を
尋
ね
る
、
遅
く
な
っ
て
は
い
け
な
い

よ
と
。

〔
す
る
と
〕
君
は
言
う
、
山
を
越
え
川
を
渡
る
の
は
大
変
で
す
よ
、

当
分
は
暑
い
時
期
を
避
け
ま
す
、
と
。

関
東
は
名
士
が
多
く
集
ま
っ
て
お
り
、
花
が
咲
き
誇
っ
て
い
る
。

ま
し
て
君
の
芳
し
い
姿
が
、
そ
の
中
で
軽
や
か
に
飛
び
回
れ
ば
ど

う
で
あ
ろ
う
。

知
り
合
い
に
な
る
の
が
遅
か
っ
た
と
嘆
き
、
君
の
衣
を
引
い
て
留

め
る
で
あ
ろ
う
。

別
れ
は
も
と
よ
り
苦
し
い
も
の
だ
が
、
新
し
い
交
わ
り
は
さ
ら
に

そ
う
だ

〔
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
〕私
が
心
配
す
る
の
は
、秋
に
な
っ
て
、

雁
だ
け
帰
っ
て
く
る
（
君
は
帰
っ
て
こ
な
い
）
こ
と
だ
。

頼
り
と
す
る
の
は
感
情
だ
け
だ
が
、
そ
れ
も
日
々
移
り
変
わ
る
。

お
い
し
い
も
の
は
こ
の
地
に
多
く
、
秋
風
が
君
の
懐
に
入
れ
ば
思

い
出
す
だ
ろ
う
（
？
）

行
け
、
千
里
の
旅
人
よ
。
起
き
伏
し
に
病
気
に
は
気
を
つ
け
よ
。

別
れ
に
際
し
て
、
気
持
ち
は
晴
れ
な
い
が
、
振
り
返
っ
て
一
言
だ

け
付
け
足
す
。

関
東
が
楽
し
く
て
も
、
大
阪
に
友
人
が
い
る
こ
と
を
忘
れ
る
な

よ
、
と
。

臥
龍
賛

＊
在
野
に
あ
り
な
が
ら
才
能
を
有
し
て
い
た
諸
葛
亮
を
賛
美
す
る
詩
。

瓊
玉
為
質
、
蕙
蘭＊

為
衣
、
布
衣
之
賢
、
王
佐
之
才
。
三
代
之
下
、

吾
見
若
人
、
偉
矣
哉
。
所
以
臥
草
廬
而
龍
名＊

、
駕
軽
軒
而
虎
威
、

翼
微
君
於
泥
中
、
峙
鼎
足
于
西
陲
、
粲
然
王
政
、
永
観
遺
愛
。
斯

人
而
寿
、
事
未
可
量
知
矣
。
非
天
下
之
奇
才
、
其
孰
能
之
。
嗟
夫

拠
時
言
之
、
公
之
業
可
謂
大
成
也
。
而
公
之
志
則
弗
遂
、
命
矣
哉
。

即
以
不
能
混
一
寰
宇
而
疚
公
者
、
曽
不
読
史
矣
。

【
注
】
○
蕙
蘭
…
香
草
。
香
草
で
人
を
称
え
る
の
は
『
楚
辞
』
な

ど
に
よ
く
見
え
る
。
○
龍
名
…
諸
葛
亮
が
臥
龍
と
呼
ば
れ
た
こ
と

を
指
す
。

【
書
き
下
し
文
】
瓊
玉
を
質
と
為
し
、
蕙
蘭
を
衣
と
為
し
、
布
衣
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の
賢
に
し
て
、
王
佐
の
才
あ
り
。
三
代
の
下
、
吾 

若
の
人
を
見

る
に
、
偉
き
か
な
。
所ゆ

以え

に 

草
廬
に
臥
し
て
龍
の
名
あ
り
、
軽

軒
に
駕
し
て
虎
の
威
あ
り
、
微
君
を
泥
中
に
翼た
す

け
、
鼎
足
を
西
陲

に
峙
し
て
、
王
政
を
粲
然
た
ら
し
め
、
永
く
遺
愛
を
観し
め

す
。
斯こ

の

人
に
し
て
寿
い
の
ち
な
がけ
れ
ば
、
事 

未
だ
量
り
知
る
べ
か
ら
ず
。
天
下
の

奇
才
に
非
ざ
れ
ば
、
其
れ
孰た
れ

か
之
を
能
く
せ
ん
。
嗟あ
あ 

夫そ

れ
時
に

拠
り
て
之
を
言
え
ば
、
公
の
業 

大
成
と
謂
う
べ
き
な
り
。
而
し

て
公
の
志
は
則
ち
遂
げ
ざ
る
は
、
命
な
る
か
な
。
即も

し
寰
宇
を
混

一
す
る
能
わ
ざ
る
を
以
て
公
を
疚と
が

む
者
あ
れ
ば
、
曽
て
史
を
読
ま

ざ
る
な
り
。

【
訳
】
宝
石
の
よ
う
な
性
質
を
持
ち
、
香
草
を
衣
服
に
し
、
平
民

の
賢
人
に
し
て
、
王
を
輔た
す

け
る
才
能
が
あ
っ
た
。
夏
殷
周
の
三
代

以
降
で
は
、
こ
の
人
を
見
る
に
、
実
に
偉
大
で
あ
る
と
言
え
る
。

そ
こ
で
、
草
の
庵
に
住
ん
で
臥
龍
と
呼
ば
れ
、
軽
い
車
を
操
っ
て

猛
虎
の
威
力
が
あ
り
、
危
う
い
主
君
を
泥
の
中
か
ら
救
い
、
西
の

は
し
に
三
国
を
鼎
立
せ
し
め
、
王
政
を
輝
か
せ
、
長
く
遺
愛
を
示

し
た
。
も
し
こ
の
人
が
長
寿
を
全
う
し
た
ら
、
事
態
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
た
か
計
り
知
れ
な
い
。
天
下
の
奇
才
で
な
け
れ
ば
ど

う
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
あ
あ
、
当
時

の
状
況
を
考
え
れ
ば
、公
の
業
績
は
偉
大
だ
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

だ
が
公
の
志
が
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
運
命
だ
。
も
し
、
天

下
を
統
一
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
公
を
責
め
る
人
が
い
る
と
す
れ

ば
、〔
そ
の
人
は
〕
歴
史
を
読
ん
だ
こ
と
が
な
い
人
で
あ
る
。

通
天
橋＊

霜
樹

＊
京
都
の
東
福
寺
の
紅
葉
を
詠
う
（
口
絵
３
参
照
）。

彩
霞
染
衣
澗
辺　
　

彩
霞 

衣
を
染
む
澗
た
に
が
わの
辺ほ
と
り　

明
錦
満
目
崖
上　
　

明
錦 

目
に
満
つ 

崖
の
上
。

青
樽＊

欲
開
何
処　
　

青
樽 

何い
ず
こ処
に
開
か
ん
と
欲
し
て

躊
躇
魚
炙
熊
掌＊　
　

躊
躇
す 

魚
炙
と
熊
掌
と
。

【
注
】
○
通
天
橋
…
通
天
橋
は
京
都
の
東
福
寺
に
あ
る
橋
廊
。
紅

葉
の
名
所
と
し
て
今
も
有
名
。
○
青
樽
…
清
樽
。
清
酒
を
入
れ
た

樽
。
○
魚
炙
熊
掌
…
焼
き
魚
と
熊
の
掌
。
美
味
の
代
表
。『
孟
子
』

告
子
上
篇
に
、
生
命
と
道
義
の
両
方
を
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ

と
を
言
う
譬
え
と
し
て
、「
魚
我
所
欲
也
、
熊
掌
亦
我
所
欲
也
。

二
者
不
可
得
兼
。
舍
魚
而
取
熊
掌
者
也
。
生
亦
我
所
欲
也
。
義
亦

我
所
欲
也
。
二
者
不
可
得
兼
。
舍
生
而
取
義
者
也
」
と
見
え
る
。

【
訳
】
谷
川
の
ほ
と
り
で
艶
や
か
な
霞
が
衣
を
染
め
、
崖
の
上
で

は
ま
ば
ゆ
い
錦
が
目
一
杯
に
広
が
る
。
酒
樽
を
ど
こ
で
開
け
よ
う

か
と
考
え
、
酒
の
肴
を
何
に
し
よ
う
か
と
悩
む
。
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巻
二

　

巻
二
は
、
三
十
五
歳
の
時
の
京
都
行
に
関
す
る
作
品
を
収
め
て

お
り
、
基
本
的
に
『
洛
汭
奚
嚢
』
と
重
な
る
。
そ
の
全
文
の
翻
刻
、

訳
注
は
拙
稿
「『
洛
汭
奚
嚢
』―

中
井
履
軒
の
京
都
行
」（『
懐
徳

堂
セ
ン
タ
ー
報
』
二
〇
〇
四
）
に
お
い
て
紹
介
し
た
。
同
稿
に
お

い
て
、『
洛
汭
奚
嚢
』
と
『
履
軒
古
風
』
巻
二
と
の
異
同
を
以
下

の
よ
う
に
述
べ
た
。

・ 『
洛
汭
奚
嚢
』
に
な
く
『
履
軒
古
風
』
巻
二
に
あ
る
も
の
…
「
離

恨
」「
読
王
祥
伝
」

・ 『
洛
汭
奚
嚢
』に
あ
っ
て『
履
軒
古
風
』巻
二
に
な
い
も
の
…「
離

席
、
奉
答
伯
兄
」「
既
上
舟
、
奉
寄
伯
兄
（
三
首
）」「
雪
朝
奉
呈

菅
公
」「
丁
亥
早
春
自
帰
省
浪
華
至
、題
所
携
梅
花
、上
菅
公
」「
碧

山
楼
陪
菅
公
賦
奉
酬
」「
遊
高
台
寺
」「
答
士
誉　

其
二
、
其
三
」

「
九
月
十
三
夜
」「
南
帰
途
中
口
号　

其
二
」（
最
後
の
詩
）

・ 『
洛
汭
奚
嚢
』
と
の
文
字
の
異
同

＊ 

「
永
輔
義
佐
寄
酒
鶏
子
来
、
題
簡
背
謝
之
」
→
「
早
原
寄
酒
鶏

子
来
、
題
簡
背
謝
之
」

＊
「
述
客
中
況
、答
早
士
誉
」「
憶
旧
遊
寄
早
士
誉
」の「
早
」な
し
。

＊
「
川
上
習
之
」
の
「
川
上
」
な
し
。

　

以
下
、『
洛
汭
奚
嚢
』
に
な
い
二
作
の
う
ち
、
上
記
拙
稿
で
紹

介
し
な
か
っ
た
「
読
王
祥
伝
」
を
紹
介
す
る
（
九
七
頁
）。
ま
た
、

「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
履
軒
の
草
稿
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
新
田
文
庫
『
履
軒
古
風
』（
Ｅ
138
）
と
の
異
同
を
述
べ
た
い
。

履
軒
の
創
作
過
程
が
よ
く
わ
か
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
上
記
拙

稿
に
お
け
る
誤
植
も
、
お
詫
び
し
訂
正
し
た
い
。

【
誤
植
】

五
一
頁
上
段
一
〇
行
目
、
下
段
二
行
目
、
一
四
行
目
、

五
二
頁
上
段
一
二
行
目

　
『
奠
陰
集
（
詩
集
）』
巻
三
→『
奠
陰
集
（
詩
集
）』
巻
二

五
二
頁　

四
、「
到
京
、
奉
寄
伯
兄
」
詩
（
其
二
）

　

我
身
→
吾
身　
〔
書
き
下
し
〕
我
が
身
→
吾
が
身

五
六
頁　

一
〇
、「
覊
鳥
辞
」

　

以
和
→
以
相
和　
〔
書
き
下
し
〕
以
て
和
す
→
以
て
相
和
す

五
七
頁　

一
二
、「
偶
成
」

　

簡
篇
→
簡
編　
〔
書
き
下
し
〕
同
上

六
四
頁　

二
〇
、「
鴨
林
納
涼
」
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渓
林
→
渓
水　
〔
書
き
下
し
〕
同
上

　
〔
訳
〕
川
辺
の
林
→
川
の
水

六
七
頁　
「
歎
拘
」

　

植
表
而
推
秋
／
毫
弗
遁
兮
→
植
表
而
推
／
秋
毫
弗
遁
兮

　
〔
書
き
下
し
〕
植
表
し
推
秋
し
／
毫
も
遁う
し
なわ
ざ
れ
ば

　
　
　
　
　

 

→
表
を
植
て
推
し
、
／
秋
毫
も
遁う
し
なわ
ざ
れ
ば

六
七
頁　
「
歎
拘
」

　

有
微
有
悪
→
有
媺
有
悪

　
〔
書
き
下
し
〕
微
し
き
→
媺よ

き

　
〔
訳
〕
卑
し
い
の
も
良
く
な
い
の
も
あ
る
が

　
　

 

→
良
い
の
も
あ
れ
ば
悪
い
の
も
あ
る
が

七
一
頁　
「
九
月
十
三
夜
」

　

不
再
来
→
不
再
求

　
〔
書
き
下
し
〕
再
び
は
来
ず
→
再
び
は
求
め
ず

【
文
字
の
異
同
】（
＊
履
軒
草
稿
→
『
洛
汭
奚
嚢
』）

二
、

五
〇
頁　

席
上
→
離
席

三
、

五
一
頁　

自
咲
→
自
笑

五
一
頁　

休
憂
阿
徳
貧
、
貧
時
即
是
福
（
自
無
塵
縄
縛
）→
休
憂

阿
徳
貧
、
自
無
塵
縄
縛
（
＊
竹
山
『
奠
陰
集
（
詩
集
）』
巻
二
の

引
用
は
「
休
愁
阿
徳
貧
、
貧
時
即
是
福
」）

＊ 

定
稿
で
は
「
心
配
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
貧
乏
人
の
私
は
、
世

俗
の
塵
に
縛
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
」
の
意
に
な
ろ

う
。
一
方
、
見
せ
消
ち
前
の
草
稿
で
は
、「
私
が
貧
乏
な
こ
と

を
心
配
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
貧
乏
な
時
が
幸
せ
な
の
で
す
か

ら
」
の
意
に
な
ろ
う
（「
休
憂
」
の
係
る
範
囲
が
変
わ
る
）。
そ

し
て
、
こ
の
草
稿
は
、
前
の
詩
の
結
句
「
多
事
従
茲
始
」（
厄

介
な
こ
と
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
）
に
対
応
す
る
も
の
と
言
え
よ

う
。
つ
ま
り
、
草
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
貧
乏
で
こ
も
っ
て
い
た

履
軒
が
、
世
の
中
に
出
て
出
世
す
る
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
で

あ
る
の
に
対
し
、
定
稿
で
は
、
初
め
か
ら
出
世
す
る
こ
と
が
な

い
と
い
う
言
い
方
に
変
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
後
者
は
、

京
都
行
の
後
の
「
答
早
士
誉
」
に
「
豈
是
貧
寵
栄
」（
貧
乏
人

が
ど
う
し
て
恩
寵
に
浴
し
よ
う
）
と
言
い
、
一
年
後
の
帰
阪
時

に
詠
ん
だ
「
南
帰
途
中
口
号
」
に
「
一
揖
京
洛
塵
、
未
化
旧
素

衣
」（
一
度
、
京
都
の
塵
を
払
う
と
、
白
い
衣
は
元
の
ま
ま
だ
）

と
い
う
の
と
同
様
、
結
果
を
見
て
か
ら
の
視
点
で
書
か
れ
て
い
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る
こ
と
が
わ
か
る
。
履
軒
も
出
立
時
に
は
、
出
世
を
意
識
し
て

い
た
が
、
後
に
は
そ
れ
を
隠
し
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

八
、

五
三
頁　

英
輔
→
永
輔

　
　
　
　
（
cf.
『
履
軒
古
風
』
手
稿
本
で
は
「
早
原
二
生
」）

五
三
頁　
「
牘
背
」
の
「
牘
」
の
横
に
「
簡
」
と
あ
る
→
簡
背

五
三
頁　
「
遠
相
贈
」
と
あ
り
「
遠
」
の
横
に
「
並
」
と
あ
る

　
　
　
　

→
並
相
贈

一
〇
、

五
五
頁　
「
朝
飲
」
と
あ
り
「
朝
」
の
横
に
「
晨
」
と
あ
る
→
朝
飲

五
五
頁　

紫
霓
→
紫
電

五
五
頁　

汨
揺
々
→
汨
蕩
々

十
五
、

六
〇
頁　
「
肱
」
は
「
鈎
」（
？
）
を
改
め
る
→
肱
曲

十
八
、

六
二
頁　
「
朽
廃
姿
」
と
あ
り
「
姿
」
の
横
に
「
躯
」
と
あ
る

　
　
　
　

→
朽
廃
姿

六
二
頁　

驩
未
洽
→
歓
未
洽

二
十
一
、

六
六
頁　
「
中
之
与
晷
」
と
あ
り
「
晷
」（
＊
「
晷
」
は
日
陰
の
意
）

を
消
し
て
「
昃
」
と
あ
る
（『
洛
晷
奚
嚢
』
も
同
じ
）→
中
之
与
昃

二
十
四
、

六
九
頁　
「
葱
根
」
と
あ
り
横
に
「
蘘
花
」
と
あ
る
→
蘘
花

六
九
頁　

至
小
者
→
至
少
者

二
十
五
、

七
〇
頁　

忘
朝
饑
→
忘
朝
餓

二
十
七
、

七
一
頁　
「
独
鶴
」
と
あ
り
「
独
」
の
横
に
「
別
」
と
あ
る

　
　
　
　

→
別
鶴

【
な
い
作
品
】

八
と
九
の
間

研
室＊

銘　

代
菅
公
（
研
室
の
銘
、
菅
公
に
代
わ
る
）

玄
＊々

之
室　
　

玄
々
の
室
に

伏
彼
秋
兎＊　
　

彼
の
秋
兎
を
伏
す

儻
遭
風
雨　
　

儻も

し
風
雨
に
遭
え
ば

化
作
龍
蛇　
　

化
し
て
龍
蛇
と
作な

る
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【
注
】
○
研
室
…
硯
箱
。　

○
玄
々
…
奥
深
い
様
。『
老
子
』
第
一

章
の
「
玄
之
又
玄
、
衆
妙
之
門
」
が
有
名
。　

○
秋
兎
…
秋
の
毛

は
細
い
と
言
う
。
そ
の
秋
の
兎
を
使
っ
た
筆
を
言
う
か
。

【
訳
】
奥
深
い
部
屋
（
＊
硯
箱
）
に
、
あ
の
秋
の
兎
（
＊
筆
）
が

潜
ん
で
い
る
。

も
し
、
風
雨
（
＊
墨
汁
）
に
遭
う
と
、
化
し
て
龍
や
蛇
（
＊
字
）

に
な
る
。

【
参
考
】
硯
箱
、
硯
を
詠
ん
だ
履
軒
の
そ
の
他
の
詩

研
室
銘
（
新
田
文
庫
『
履
軒
古
風
』（
Ｅ
138
））

（
次
の
「
寄
長
洲
」
は
辛
卯
（
明
八
年
・
一
七
七
一
）
孟
春
の
作
）

我
之
無
能　
　

我わ

れ
之こ

れ
無
能
に
し
て

惟
其
有
容　
　

惟た

だ
其そ

れ
容い

る
る
有
り

鈍
鋭
殊
質　
　

鈍
鋭 

質
を
殊こ
と

に
し

並
受
待
用　
　

並
び
に
待
用
を
受
く

狡
兎
之
林　
　

狡
兎
の
林
と
な
り

龍
蛇
之
淵　
　

龍
蛇
の
淵
と
な
る

【
訳
】
私
は
能
な
し
で
、
物
を
容
れ
る
こ
と
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

優
れ
た
も
の
と
劣
っ
た
も
の
と
は
も
と
よ
り
性
質
を
異
に
し
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
使
わ
れ
方
が
あ
り
ま
す
。
す
ば
し
こ
い
兔
（
＊
筆

の
こ
と
？
）
の
林
と
な
り
、
龍
や
蛇
（
＊
字
を
喩
え
る
？
）
が
棲

む
淵
と
な
り
ま
す
。

研
銘
（『
履
軒
古
風
』
巻
四
）

窮
谷
之
材　
　

窮
谷
の
材

隠
見
有
期　
　

隠
見 

期
有
り

爾
性
已
鑿　
　

爾な
ん
じの
性 

已
に
鑿う
が

た
れ

爾
用
方
施　
　

爾な
ん
じの
用 

方ま
さ

に
施
さ
れ
ん
と
す

【
訳
】
奥
深
い
谷
の
材
が
、
隠
れ
た
り
現
れ
た
り
す
る
の
は
そ
れ

ぞ
れ
時
期
が
あ
る
。

お
前
の
質
は
す
で
に
鑿う
が

た
れ
て
、
こ
れ
か
ら
用
を
な
そ
う
と
し
て

い
る
。

十
七
と
十
八
の
間

泉
家
石
地
炉
銘

彼
洛
之
水　
　

彼
の
洛
の
水

有
沔
其
支　
　

沔み
な

ぎ
る
あ
り　

其
の
支

遭
運
之
利　
　

遭
運
の
利

万
民
攸
倚　
　

万
民
倚
る
攸と
こ
ろ　

泉
家
之
荘　
　

泉
家
の
荘
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在
東
之
涯　
　

東
の
涯
て
に
在
り

乃
祖
莵
裘　
　

乃
ち
祖
莵
裘

孫
子
敬
止　
　

孫
子
敬
止
し

修
其
壊
弊　
　

其
の
壊
弊
を
修
む

獲
其
玄
器　
　

其
の
玄
器
を
獲
り

四
周
無
縫　
　

四
周
縫
無
く

廓
然
虗
矣　
　

廓
然
と
し
て
虗
な
り

無
蓋
無
底　
　

蓋ふ
た

無
く
底
無
く

類
井
之
幹　
　

井
の
幹
に
類
す

先
世
旧
物　
　

先
世
の
旧
物

覩
斯
有
感　
　

斯こ

れ
を
覩み

て
感
有
り

就
作
地
炉　
　

就す
な
わち
地
炉
を
作
り

以
供
烹
　
　

以
て
烹

に
供
し

以
示
弗
忘　
　

以
て
忘
れ
ざ
る
を
示
す

永
貽
厥
孫　
　

永
く
厥そ

の
孫
に
貽の
こ

し

育
斎
処
士　
　

育
斎
処
士

孝
思
攸
覃　
　

孝
思　

覃
（
お
よ
ぶ
？
ふ
か
い
？
）　

攸と
こ
ろ　

属
銘
其
友　
　

銘
を
其
の
友

履
軒
幽
人　
　

履
軒
幽
人
に
属し
ょ
くす

時
属
孟
夏　
　

時 

孟
夏

明
和
四
年　
　

明
和
四
年
に
属
す

【
校
勘
】
○
属
…
「
在
」
を
改
め
る
。

二
十
一
と
二
十
二
の
間

離
恨
（
略
）：『
履
軒
古
風
』
も
あ
り
。

二
十
七
と
二
十
八
の
間

読
王
祥＊

伝
（
王
祥
伝
を
読
む
）：『
履
軒
古
風
』
も
あ
り
。

淳
徳
一
代
望　
　

淳
徳 

一
代
望
み

孝
友
継
虞
汭＊　
　

孝
友 

虞ぐ

汭ぜ
い

を
継
ぐ

奈
何
馬
食
槽　
　

奈
何
せ
ん 

馬
食
の
槽

可
惜
風
吹
耳　
　

惜
む
べ
し 

風
の
耳
を
吹
く
を

揖
譲
労
文
飾　
　

揖
譲
は 

文
飾
を
労
し

栄
華
没
年
歯　
　

栄
華
に 

年
歯
を
没
す

古
人
言＊

忠
臣　
　

古
人
言
う 

忠
臣
は

須
求
之
孝
子　
　

須
く
之
を
孝
子
に
求
め
よ
、
と

此
語
徒
虚
辞　
　

此
の
語 

徒
ら
に
虚
辞
に
し
て

掩
巻
為
君
慨　
　

巻
を
掩
い
て
君
が
為
に
慨な
げ

く

【
注
】
○
王
祥
…
『
晋
書
』
に
伝
が
あ
る
。
晋
の
人
。
冬
、
母
の
た

め
に
鯉
を
捕
ろ
う
と
し
た
時
、
氷
が
自
然
に
割
れ
て
鯉
を
得
た
と

い
う
話
が
あ
る
。
二
十
四
孝
の
一
つ
。
○
虞
汭
…
『
史
記
』
周
紀

に
、
礼
を
尊
ん
だ
土
地
と
し
て
登
場
す
る
。
○
古
人
言（
以
下
）…
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『
戦
国
策
』
巻
一
九
「
王
立
周
紹
為
傅
」（
王 

周
紹
を
立
て
傅
と

為
す
）
に
、
趙
王
の
言
と
し
て
「
人
有
言
子
者
曰
、『
父
之
孝
子
、

君
之
忠
臣
』」（
人 

子
を
言
う
者
有
り
て
曰
く
『
父
の
孝
子
は
、

君
の
忠
臣
な
り
』
と
）
と
あ
る
。
こ
の
故
事
に
基
づ
く
「
孝
詩
」

と
い
う
詩
に
も
「
欲
得
忠
臣
者
、
求
之
孝
子
門
」（
忠
臣
を
得
ん

と
欲
す
る
者
は
、
之
を
孝
子
の
門
に
求
め
よ
）
と
あ
る
。

【
訳
】〔
王
祥
の
〕
淳あ
つ

き
徳
は
世
の
中
こ
ぞ
っ
て
仰
ぎ
、
そ
の
孝
行

と
友
情
は
虞
汭
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
ど
う
し
よ
う
、
大
食
ら
い
の
桶
〔
の
よ
う
な
食
器
〕）
を
。

ま
た
、惜
し
む
べ
し
、〔
礼
儀
な
ど
〕ど
こ
吹
く
風
と
い
う
態
度
を
。

（
？
）

礼
儀
は
表
面
を
取
り
繕
い
、
栄
華
の
中
に
天
寿
を
全
う
し
た
。

古
の
人
（
＊
『
戦
国
策
』
に
見
え
る
趙
王
）
は
「
忠
臣
は
孝
子
に

求
め
よ
」
と
言
っ
た
。

こ
の
語
は
い
た
ず
ら
に
空
語
と
な
っ
て
い
る
。
本
を
閉
じ
て
君
の

た
め
に
嘆
く
。

【
参
考
】
王
祥
は
、
魏
に
仕
え
な
が
ら
、
司
馬
氏
の
晋
に
仕
え
、

高
官
の
地
位
で
天
寿
を
全
う
し
た
。
孝
行
だ
が
、
魏
に
は
忠
臣
で

は
な
か
っ
た
。
末
尾
は
、「
忠
臣
は
孝
子
に
も
と
め
よ
」
と
の
格

言
は
、
王
祥
の
生
涯
を
見
れ
ば
、
虚
言
だ
、
嘆
か
わ
し
い
、
と
言

う
の
で
あ
ろ
う
。
孝
行
と
い
う
徳
行
と
現
世
で
の
栄
達
と
は
両
立

し
な
い
と
い
う
履
軒
の
考
え
を
反
映
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

帰
省
浪
華
飲
黒
田
氏
宅
、
時
季
秋
閏
之
晦
也

（
浪
華
に
帰
省
し
黒
田
氏
宅
に
飲
む
、
時 

季
秋
閏
の
晦
な
り
）

秋
尽
気
蕭
森＊　
　

秋
は
尽
き　

気
は
蕭
森
た
り

高
堂
杯
盤
羅　
　

高
堂
に　

杯
盤
羅つ
ら

な
る

歓
極
生
愁
思　
　

歓
極
ま
り
て　

愁
思
生
じ

不
謂
三
旬
多　
　

三
旬
も
多
し
と
謂
わ
ず

【
注
】
○
蕭
森
…
物
寂
し
い
様
。

【
訳
】
秋
は
終
わ
り
、
物
寂
し
さ
が
広
が
る
。
お
屋
敷
に
は
杯
や

皿
が
敷
き
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

歓
楽
が
極
ま
っ
て
愁
い
が
生
じ
、三
十
日
も
多
い
と
思
わ
な
い（
閏

の
月
が
い
つ
も
よ
り
早
く
尽
き
て
帰
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
歎
く
か
？
）。

同
前　

酔
中
揮
筆
（
酔
中
に
筆
を
揮ふ
る

う
）

揮
筆
走
龍
蛇　
　

筆
を
揮ふ
る

い
て
龍
蛇
を
走
ら
せ

吾
復
何
所
譲　
　

吾
れ
復
た
何
を
か
譲
る
所
な
ら
ん
や
。

酔
墨
題
酔
語　
　

酔
墨
に
て
酔
語
を
題
し
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因
酔
見
吾
狂　
　

酔
に
因
り
て
吾
が
狂
を
見あ
ら
わす
。

【
訳
】
筆
を
揮ふ
る

っ
て
龍
や
蛇
の
よ
う
な
字
を
走
ら
せ
、
私
は
も
は

や
遠
慮
な
ど
せ
ぬ
。

酔
っ
ぱ
ら
っ
た
筆
で
酔
っ
ぱ
ら
い
の
言
葉
を
し
た
た
め
、
酔
い
に

乗
じ
て
我
が
狂
な
る
部
分
を
見
せ
よ
う
。

同
前　

賡＊

竹
里
子＊

国
詩
韻
（
竹
里
子
が
国
詩
の
韻
に
賡
ぐ
）

吾
党
不
羈
才　
　

吾
党 

不
羈
の
才

文
酒
気
雄
哉　
　

文
酒 

気
雄
き
か
な

徒
長
燕
市＊

傲　
　

徒
ら
に
燕
市
の
傲
り
を
長
じ

使
人
感
慨
催　
　

人
を
し
て
感
慨
を
催
さ
し
む

【
注
】
○
賡
…
つ
ぐ
。「
賡
韻
」
は
「
和
韻
」
に
同
じ
。　

○
竹
里

子
…
加
藤
景
範
。
懐
徳
堂
で
学
ん
だ
歌
人
。　

○
燕
市
…
燕
の
都
。

刺
客
と
し
て
有
名
な
荊
軻
は
、
酒
を
好
み
、
こ
こ
で
日
々
酒
を
飲

ん
だ
と
言
う
（『
史
記
』
荊
軻
伝
）。

【
訳
】
我
ら
は
、
束
縛
を
受
け
な
い
才
人
だ
。
詩
文
を
作
り
酒
を

飲
み
気
は
猛
々
し
い
。

い
た
ず
ら
に
酒
飲
み
の
倨
傲
だ
け
を
長
じ
、人
を
あ
き
れ
さ
せ
る
。

＊ 

や
や
自
暴
自
棄
な
詩
で
あ
る
。
京
都
で
の
ス
ト
レ
ス
を
一
気
に

発
散
さ
せ
た
か
。

離
恨
（
離わ
か

れ
の
恨
み
）

瞻
彼
北
山　
　

彼
の
北
山
を
瞻み

発
我
南
音＊　
　

我
が
南
音
を
発
す
。

清
商
入
徴＊　
　

清
商 

徴ち

に
入
り

凄
惋
動
人　
　

凄
惋 

人
を
動
か
す
。

有
客
問
我　
　

客
有
り
我
に
問
う

何
為
乎
然　
　

何な
ん

為す

れ
ぞ
然
る
や
、
と
。

人
鮮
兄
弟　
　

人 

兄
弟
鮮す
く

な
く

他
郷
離
散　
　

他
郷
に
離
散
す
。

素
秋
将
央　
　

素
秋 

将
に
央つ

き
ん
と
し

草
木
且
変　
　

草
木 

且ま
さ

に
変
ぜ
ん
と
す
。

霧
露
侵
体　
　

霧
露 

体
を
侵
し

思
夢
煩
襟　
　

思
夢 

襟む
ね

を
煩
す
。

匪
飢
匪
渇＊　
　

飢
え
ず
渇
せ
ざ
る
も

伏
枕
輾
転　
　

枕
に
伏
し
て
輾
転
す
。

何
日
斂
翼　
　

何
れ
の
日
か
翼
を
斂お
さ

む
る
こ
と

于
彼
旧
林　
　

彼
の
旧
林
に
お
い
て
せ
ん

【
注
】
○
南
音
…
南
の
音
楽
。
○
清
商
入
徴
…
商
徴
と
も
に
古
代

中
国
の
音
階
。
○
匪
飢
匪
渇
…
『
詩
経
』「
小
雅
」「
甫
田
之
什
」
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「
車し
ゃ

獗か
つ

」
に
見
え
る
。

【
訳
】
あ
の
北
山
を
見
て
、
我
が
南
の
音
楽
を
奏
で
る
。
調
べ
は

短
調
へ
と
変
わ
り
、
そ
の
凄
ま
じ
さ
は
人
を
動
か
す
。
あ
る
人
が

私
に
尋
ね
た
。「
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
の
で
す
か
」
と
。〔
私
は

答
え
る
〕「
そ
れ
で
な
く
て
も
兄
弟
が
少
な
い
の
に
、
他
郷
に
離

散
し
て
い
る
の
で
す
」
と
。
秋
は
ま
さ
に
尽
き
よ
う
と
し
、
草
木

は
ま
さ
に
色
褪
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
露
が
体
を
侵
し
、
悩
ま
し

き
夢
が
心
を
痛
め
る
。
飢
え
も
渇
し
も
し
て
い
な
い
が
、
枕
に
伏

せ
て
寝
返
り
を
繰
り
返
す
。
い
つ
に
な
っ
た
ら
、
あ
の
故
郷
の
林

で
翼
を
休
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
。
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